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令和６年第３回高山村議会 

９ 月 定 例 会 会 期 日 程  
 

会 期 月 日 曜日 開 議 時 間 摘       要 備    考 

第１日 ９月３日 火 午前10時 

本会議（開会） 

・会議録署名議員の指名 

・会期の決定 

・諸般の報告 

・議案上程 

・説明・質疑・討論・採決 

・委員会付託 

 

 

 

第２日   ４日 水  休会  

第３日   ５日 木 午前10時 本会議（一般質問）  

第４日   ６日 金 午前10時 本会議（一般質問） 
・議会運営委 

 員会 

第５日   ７日 土  休会  

第６日   ８日 日  休会  

第７日   ９日 月 

午前９時30分 予算決算常任委員会（総 務 課） （説明順） 

Ｒ５年度決算 

Ｒ６年度補正 

（第１会議室 

 ２階） 

午後２時 
   〃     （住民税務課） 

   〃     （会 計 室） 

第８日   10日 火 
午前９時30分    〃     （健康福祉課） 

〃 
午後２時15分    〃     （産業振興課） 

第９日   11日 水 

午前９時30分 
   〃     （建設水道課） 

   〃     （定住支援室） 
〃 

午後１時30分 
   〃     （議会事務局） 

   〃     （監査委員書記） 

第10日   12日 木 午前９時30分 
   〃     （教育委員会） 

   〃     （人権推進室） 

〃 

・議会運営委 

 員会 

第11日   13日 金 午前９時30分 令和５年度工事現況調査  

第12日   14日 土  休会  

第13日   15日 日  休会  

第14日   16日 ㊗  休会  



第15日   17日 火 

午前10時 

予算決算常任委員会（総括質疑） 
Ｒ５年度決算 

（議場） 

〃 
Ｒ６年度補正 

（議場） 

午後１時 総務文教常任委員会 （第１会議室 

 ２階） 午後２時25分 福祉産建常任委員会 

第16日   18日 水  休会  

第17日   19日 木  休会  

第18日   20日 金 午後１時30分 

本会議（閉会） 

・委員長報告 

・質疑 

・討論 

・採決 

・議会運営委 

 員会 

・全員協議会 
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令和６年第３回高山村議会９月定例会会議録（第１号） 

 

令和６年９月３日（火曜日） 

                                  

高山村告示第34号 

 令和６年９月３日、高山村議会９月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和６年８月８日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

日程第５ 同意第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第６ 議案第40号 令和６年度高山中学校再生可能エネルギー設備等整備事業設計施工請負契 

           約について 

日程第７ 議案第41号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

日程第８ 議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第43号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号） 

日程第11 議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第12 議案第46号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第13 議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第14 認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第15 認定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第16 認定第３号 令和５年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第17 認定第４号 令和５年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第18 認定第５号 令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第19 認定第６号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第20 認定第７号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第21 認定第８号 令和５年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第22 認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 
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──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 同意第２号～同意第３号 

５ 議案第40号～議案第47号 

６ 認定第１号～認定第９号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 中 村 義 忠 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 

(定住支援室長) 
山 嵜 賢 一  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時06分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 ただいまから令和６年第３回高山村議会９月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会９月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和６年高山村議会９月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におかれまし

ては、大変お忙しいところ御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し

上げます。 

 日頃は、議会活動を通じまして村政発展のために御尽力を賜っておりますことに対しまして、改

めまして感謝と御礼を申し上げます。 

 まず初めに、速度が極端に遅く、過去最強クラスと言われた台風第10号は、去る８月29日、九州

北部に上陸し、東寄りに進路を変えながら９月１日に東海道沖で熱帯低気圧に変わりました。熱帯

低気圧に変わりましたが、熱帯低気圧に変わってからも北上を続け、昨日、２日朝に日本海に抜け

ました。熱帯低気圧に変わった後も、南から暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不

安定になっているため、長野県内に大雨と雷や突風に関する気象情報が発表されておりますので、

十分注意をしていただきたいと思います。 

 この台風第10号により全国各地で甚大な被害が発生しており、被害に遭われました皆様に対しま

して、心よりお見舞い申し上げる次第でございます。 

 そのような中、気象庁は７月18日、長野県を含む関東甲信地方が平年に比べ１日早く梅雨明けし

たと発表しました。梅雨明け後の暑い日が続く７月27日、第38回信州高山まつりの開催に際しまし

ては、大変多くの村民の皆様に御協力いただき、にぎやかに、また楽しく開催することができまし

たことに、改めまして感謝と御礼を申し上げます。 

 また、一昨日の９月１日に計画しました令和６年度高山村総合防災訓練は、台風10号の接近によ

りやむを得ず中止とさせていただきましたが、実際の災害時に備えた避難所開設準備を全職員が自

発的に訓練を実施させていただきました。 

 さて、内閣府が８月15日に発表した令和６年４月から６月期の国内総生産（ＧＤＰ、季節調整値）

の速報値は、物価変動の影響を除いた実質で前期比0.8％増、このペースが１年続くと仮定した年

率換算では、3.1％増で２四半期ぶりのプラス成長となったと報道をされております。 

 これは、自動車大手の認証不正による生産停止で落ち込んだ反動に加え、個人消費や設備投資な

ど内需を中心に持ち直したためと言われておりますが、まだ景気回復が強まったとは言い切れない

と言われておりますので、地方におきましては、厳しい財政運営は引き続くものと思われますので、

全職員が一丸となって取り組んでまいりますので、議員各位のなお一層の御理解と御協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 
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 今定例会に提案しました案件は、同意案件等全部で19件でございます。十分御審議いただき、議

決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、９番 松本 茂議員、11番 黒岩清道議

員及び１番 久保田雄吉議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月20日までの18日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から９月20日までの18日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託しましたので報告します。 

 また、本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 
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 監査委員から、５、６、７月分の執行した出納検査についての報告があり、別紙のとおりお手元

に配りましたので報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 

陳情第３号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済 

      を求める意見書提出についての陳情書 

陳情第５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情 

陳情第７号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を 

      求める陳情書 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

陳情第４号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの 

      再改定を早急に行うことを求める陳情書 

陳情第６号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて 

      のケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 同意第２号 

～  

日程第22 認定第９号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてから日程第22 

認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの19件を

一括議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会９月定例会に提案をいたしました同意第２号から認定第９号までの19件につきまして、

一括して説明を申し上げます。 

 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、教育委員会委員であります森山典子さんの任期が来る10月23日に満了となりますことか

ら、後任に高山村大字高井4640番地12、五百住洋子さんを任命したいので、地方教育行政の組織及
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び運営に関する法律の規定に基づき、議会の同意をお願いするものであります。 

 同意第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて申し上げます。 

 本案は、人権擁護委員であります小山清子さんの任期が来る12月31日に満了となりますが、引き

続き人権擁護委員に推薦したいので、人権擁護委員法の規定に基づき、議会の同意をお願いするも

のであります。 

 議案第40号 令和６年度高山中学校再生可能エネルギー設備等整備事業設計施工請負契約につい

て申し上げます。 

 本案は、指定避難所となっている高山中学校に再生可能エネルギー設備等を設置する高山中学校

再生可能エネルギー設備等整備事業の設計、施工に当たり、本年６月12日に実施した公募型プロポ

ーザル審査会において、優先交渉者として選定した事業者と契約を締結するため、地方自治法の規

定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第41号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について申し上げます。 

 本案は、令和６年12月に健康保険証が廃止されることに伴い、広域連合及び関係市町村が行う事

務など規約の一部を変更するため、長野県後期高齢者医療広域連合長より協議があったので、地方

自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、長野県の福祉医療費給付事業補助金交付要綱の一部改正に伴い、母子家庭の母及び父子

家庭の父が後期高齢者医療被保険者となっても引き続き支給対象となるように補助金の対象外項目

から除くほか、令和６年12月に健康保険証が廃止されることに伴い、保険医療機関窓口で提示を求

める書類について文言を改めるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第43号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正する法律の施行に伴い、虚偽の届出や被保険者証の返還の求めに応じない場合に対する罰則規定

を改めるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ６億9,553万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を53億

590万1,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費では、総務管理費の一般管理費で、文書電子化業務委託料を追加

するほか、基金費で、地方財政法に基づく決算剰余金を「ふるさと創生基金」、「減債基金」及び

「社会教育施設整備基金」に積み立てるなど、8,781万1,000円追加、徴税費の税務総務費で、定額

減税調整給付金給付事業に係る電算委託料を追加するなど、237万5,000円追加、民生費では、児童

福祉費の児童福祉施設費で、児童クラブで使用している冷蔵庫の故障に伴う備品購入費など、107

万9,000円追加、衛生費では、保健衛生費の公園費で、ＹＯＵ游ランド施設の修繕費など、446万
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3,000円追加、上水道費の上水道施設費で消火栓の更新に係る上水道事業会計繰出金104万5,000円

追加、農林水産業費では、農業費の農業振興費で、電気柵の修繕経費など鳥獣害防除対策費補助金

など、145万8,000円追加、林業費の林業振興費で、恒久電気柵及び簡易電気柵沿いの倒木のおそれ

がある木の伐採など緩衝帯整備委託料など、1,022万4,000円追加、商工費では、商工費の観光費で、

奥山田温泉源泉の維持管理費などに伴う温泉開発事業特別会計繰出金や、蕨温泉ふれあいの湯周辺

整備基本構想設計業務委託料など、628万9,000円追加、土木費では、路盤改良に伴い、用地購入や

立木等の補償が必要になることから、予算の組替えを行うほか、住宅費で、空き家の有効活用を図

るため、空き家活用推進事業助成金510万円追加、教育費では、小学校費の学校管理費で、体育館

階段室の壁の修繕費など、103万円追加、社会教育費の公民館費で、公民館改修に伴う施工管理委

託料や工事請負費など、５億6,492万5,000円追加、高等学校費で、高校生定期券補助金142万6,000

円を追加いたしました。 

 歳入補正の主なものは、村税で、個人住民税の所得割の賦課決定に伴い、当初見込みより増額が

見込めるため、3,828万5,000円追加、固定資産税の土地の賦課決定に伴い、当初見込みより増額が

見込めるため、391万5,000円追加、国庫支出金で、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金など

で、154万7,000円追加、繰入金で、社会教育施設整備基金繰入金４億7,400万円追加、繰越金で、

令和５年度決算の確定に伴い、8,521万4,000円追加、村債で、公共施設等適正管理推進事業債など、

9,029万6,000円を追加するものであります。 

 議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ2,737万8,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億897

万8,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、諸支出金の償還金及び還付加算金で、令和５年度国庫支出金の確定に伴い、過

年度国庫支出金等返還金264万5,000円を追加し、歳入では、国庫支出金で290万7,000円追加、支払

基金交付金で255万8,000円追加、繰越金で、令和５年度決算の確定に伴い、2,184万3,000円を追加

し、歳入超過となる2,473万3,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第46号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ988万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を6,154万

4,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、温泉給湯事業費で、山田温泉給湯事業の送湯管等改修工事や奥山田温泉給湯事

業の源泉改修工事請負費など、988万1,000円を追加し、歳入では、繰入金で、一般会計繰入金271

万円追加、繰越金で、令和５年度決算の確定に伴い、717万1,000円を追加いたしました。 

 議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、紫地区内の消火栓更新工事に伴い、資本的収入に一般会計からの繰入金104万

5,000円を追加し、累計額を4,457万6,000円とし、資本的支出では、紫地区消火栓更新工事請負費
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など229万9,000円を追加し、累計額を8,215万4,000円とするものであります。 

 認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 令和５年度は、前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症に伴う基本的感染対策の徹底等、

住民の皆様と共に全力で感染防止対策の取組を進める中、５月８日からは新型コロナウイルスの感

染症法上の位置づけが２類相当から５類に移行されました。 

 こうした中、感染拡大の影響で抑えられてきた社会活動や人の流れがコロナ禍以前のように明る

い日常生活に戻れるよう、徐々にイベント等を再開するなどして活力ある村づくりに努めてまいり

ました。 

 そのような中で、政府は、新しい資本主義の実現に向けて経済成長を図るとして、物価上昇を乗

り越える賃上げと脱炭素やデジタル関連事業などの投資拡大によって、消費と投資の循環につなげ

ていくため、人口減少、少子高齢化を始めとする社会課題への対応の取組を進めてきました。 

 令和５年度の村政運営に当たりましては、「第六次高山村総合計画」の将来像に掲げた「ずっと

住みたい また訪れたい いいね信州高山」の実現に向けて、積極的な村政運営に取り組んでまい

りました。 

 一方、ウクライナ情勢を背景とする資源高や円安を主な要因とするエネルギーや食料品等の急激

な物価高騰は、国民の家計を圧迫するとともに、事業者等の経営に大きな影響を及ぼすなど、地方

にとっては依然厳しい行財政運営が余儀なくされております。 

 そのような状況の中で、商工観光事業者を支援するためのプレミアム付商品券発行事業を始め、

18歳以下の児童１人につき４万円の子育て世帯電力等価格高騰支援給付金や、65歳以上の高齢者世

帯等への燃料券の給付のほか、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の給付など、生活困窮

者等生活者の負担軽減に資する事業をきめ細やかに実施いたしました。 

 そこで、個々の政策の一端を申し上げますと、本村の基幹産業であります農業につきましては、

安全で安心なおいしい農産物として、本村のブランドでありますりんご、ぶどうの振興を始め、Ｉ

ＣＴ技術等の活用のほか、農作業を有害鳥獣の被害から守るため、サルの大型捕獲おりの設置等に

より、農家の生産意欲の減退防止と品質確保にも努めてまいりました。 

 将来を見据えた魅力ある農業の基盤づくりを図るための県営中山間総合整備事業では、前年度に

引き続き、老朽化の著しい地力増進施設等の整備事業に取り組み、予定した全ての事業が無事完了

したほか、台風や集中豪雨による耕地や住宅地への浸水被害を防ぐため、令和２年度に着手した千

本松地区の排水対策整備事業は、令和５年度をもって竣工いたしました。 

 また、新規就農を目指す皆さんを積極的に受け入れるため、就農相談会をオンライン等で開催し

たほか、国の「農業次世代人材投資資金」及び村の「就農者支援事業」を活用して、新規就農者の

確保に努めるとともに、中山間地域等直接支払交付金事業等により、村民の皆さんとの協働による

耕作放棄地の解消に努めてまいりました。 
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 商工業の振興では、村独自の経済対策として、商工会のプレミアム付商品券発行事業を継続して

実施するとともに、新型コロナウイルスの影響により中止していた信州高山まつりを４年ぶりに開

催させていただき、村内経済と地域の活性化を図ってまいりました。 

 次代の社会を担う子どもを安心して生み、育てることのできる環境整備として、全ての妊婦、子

育て世帯が安心して出産、子育てできるよう、「出産・子育て応援給付金」の支給を行うとともに、

４歳未満の子どものおむつ代に対して補助を行うなど、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至る

まで、それぞれのライフステージに応じた切れ目のない子育て支援に取り組んでまいりました。 

 一方、少子化の一因と言われております未婚化や晩婚化につきましては、社会福祉協議会や商工

会、さらには長野地域連携中枢都市圏結婚支援事業において、婚活イベントを開催するなど、出会

いの場の確保に努めてまいりました。 

 高齢者施策につきましては、高山村高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画に沿って、医療、

介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される地域包括ケアシステムの構築を目指し、須高

３市町村の関係機関等が連携し、在宅医療者の医療・介護・福祉・保健の各情報のネットワークに

より、在宅医療推進体制の充実に努めるなど、高齢者の皆さんが安心して暮らせる地域づくりに取

り組んでまいりました。 

 また、認知症高齢者や知的障がい者及び精神障がい者等、意思決定が困難な方の判断能力を補う

ため、須高３市町村で組織する須高地域成年後見支援センターを活用して、支援の必要な方の財産

管理や身の上保護等を行い、地域で安心して暮らせるよう支援してまいりました。 

 健康づくりの推進につきましては、村民の健康づくりを総合的に推進するため、村及び村民、関

係機関や関係団体が一体となって取り組むべき具体的な目標となる高山村第４期健康増進計画に沿

って様々な取組を行ってまいりましたほか、健康づくりの取組により付与される健康ポイント事業

では、自らの健康は自ら守るという意識啓発を行い、健康長寿の村づくりに努めてまいりました。 

 高山村地球にやさしい環境基本条例の基本理念に基づく施策を総合的に推進するため、高山村地

球温暖化対策地方公共団体実行計画の区域施策編を策定し、本村における再エネ導入目標等を設定

するとともに、引き続き住宅用太陽光発電設備や蓄電池設備等の設置に対する補助を行い、エネル

ギーの地産地消に取り組んでまいりました。 

 また、老朽化の著しいクリーンセンターを地力増進施設内に新設し、ガラスや陶器類など一般家

庭から搬出された不燃物を適正に分別し、再利用できよう循環型社会の構築に努めてまいりました。 

 生活基盤の根幹であります道路交通網の整備につきましては、高山村通学路交通安全プログラム

に基づき、国の社会資本整備総合交付金等を活用し、令和５年度に村道紫中山線に接続する荒井原

紫２号線の歩道整備工事に着手し、令和６年度の竣工に向けて進めておりますほか、辺地対策事業

により、主要地方道豊野南志賀公園線に接続する村道七味温泉線の舗装修繕工事を実施いたしまし

た。 
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 また、高山村橋梁長寿命化修繕計画に基づき、緊急性の高い橋梁から順次工事を進める中で、牧

地区の第２河原橋、三郷地区の清水橋と中央橋の修繕工事が完了いたしました。 

 さらに、ゲリラ豪雨など異常出水に対応するため、緊急自然災害防止対策事業債を活用して、三

郷地区内の不動川の改修工事が完了したほか、懸案でありました駒場地区の村道駒場５号線などの

排水対策工事に着手いたしました。 

 定住促進につきましては、これまで整備してまいりました38棟の村営住宅の活用のほか、村内に

住宅を取得した若者世帯への支援など、若者が村内で安心して子育てできる環境づくりに努めてま

いりました。 

 また、空き家バンクへの登録を推進するとともに、空き家活用推進事業による新規転入者への空

き家購入費用の助成に加え、家財整理や増改築費用を助成し、移住・定住人口の増加に取り組んで

まいりました。 

 村民生活の安全・安心の確保につきましては、第１分団及び第５分団の小型動力ポンプを更新し、

消防力の強化、充実を図ったほか、避難所運営に重点を置いた実践的な総合防災訓練を村内５か所

の指定避難所を会場に実施するとともに、災害時における相談業務に関する協定を長野県弁護士会

と締結するなど、安全・安心な村づくりに努めてまいりました。 

 教育の充実では、保育園や小学校外国語授業等の充実を図るため、ＡＬＴ１名と会計年度任用職

員１名を配置したほか、小中学校におけるテスト経費や緊急連絡システムなどの経費を村費負担す

るとともに、小中学校入学時に入学祝金を支給するなど、保護者の経済的な負担軽減を図ってまい

りました。 

 また、文部省が推進するＧＩＧＡスクール構想による小中学校の児童生徒１人１台のタブレット

端末を貸与するとともに、ＩＣＴ支援員を配置するほか、小学校３、４年生が村の自然や文化、産

業を学ぶための社会科副読本を改訂するなど、児童生徒の学習支援の充実に努めてまいりました。 

 さらに、学校給食では、地域食材による地産地消を推進するとともに、学校給食費を１食当たり

161円、児童生徒１人当たり年間３万2,200円を村が負担し、保護者の経済的負担軽減を図ってまい

りました。 

 また、隔年で実施しておりました村民体育祭を６年ぶりに開催するなど、スポーツを通したコミ

ュニティー社会づくりに努めてまいりました。 

 行財政運営につきましては、「第六次高山村総合計画」に沿って、元気で魅力と活力ある村づく

りを実現するために、村民の皆様との協働による村づくりを推進するとともに、最少の経費で最大

の効果を上げられるよう、健全な行財政運営を図るべく、ふるさと納税寄附金の返礼品の充実とと

もに、財源確保に努めてまいりました。 

 このように令和５年度は、「第六次高山村総合計画」及び「高山村総合戦略」に沿って諸施策を

推進するとともに、健全財政の確保を図りながら、持続可能な村づくりに努めてまいった次第であ
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ります。 

 令和５年度の一般会計及び特別会計の各事業の成果につきましては、議員各位を始め、村民の皆

様の格別な御支援、御協力を賜りまして一定の成果を収めることができましたことに心から感謝を

申し上げる次第であります。 

 予算の執行に当たりましては、経費節減と合理化を図る中で、職員とともに住民サービスの向上

に努めてまいりました。 

 事業の実績並びに主要施策の成果は、別添説明書のとおりであります。 

 一般会計の決算の状況につきましては、歳入で50億1,932万1,695円で、前年度比2.5％の減、歳

出では48億2,520万2,789円で、0.5％の減となりました。これは、歳出で義務的経費の人件費のう

ち一般職職員数の増に伴い、増額となったほか、維持補修費で除雪委託費が増額となったほか、投

資的経費の普通建設事業費で、保健福祉総合センターの公共施設再エネ設備整備事業などが増とな

ったものの、補助費等で物価高騰等対策支援金や、前年度、須坂市消防署高山分署の消防ポンプ車

を更新したことに伴い、広域消防事務委託料が減額となったことなどにより減となったものであり

ます。 

 一方、歳入においては、個人住民税や法人村民税の減収や固定資産税における地価の下落修正の

影響などで村税が1.9％の減となったほか、県支出金につきましては、農林水産業費で、前年度に

おいて農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金や第６波対応事業所支援交付金などの減額に伴い、

33.9％の減、寄附金では、ふるさと納税寄附金の減額に伴い、28.2％の減、繰入金では、ふるさと

創生基金の減額に伴い、63.8％の減、村債につきましては、緊急自然災害防止対策事業債や保健福

祉総合センター再エネ整備等導入事業に伴う防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債などの増額に

伴い、53.4％の増となりました。 

 この結果、令和５年度の一般会計決算におきまして、１億7,026万7,906円の実質収支の黒字額を

計上することができました。 

 しかしながら、国内経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつあるものの、エネ

ルギー、食料品価格の高騰や、世界的な景気後退の懸念、加えて人口減少による地方交付税の減額

や社会保障と税の一体改革に伴う社会保障費の増加等により、依然として厳しい地方財政運営が迫

られるものと思っております。 

 今後も引き続き行財政改革を推進し、豊かな自然や美しい景観と調和した産業振興を進め、人づ

くりを柱に据えて、将来を見据えた活力ある村づくりに努めてまいりますので、なお一層の御理解、

御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 認定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で５％、歳出で６％と、歳入歳出ともに増となりました。 
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 これは、歳出で療養給付費や高額療養費等の保険給付費が増となったことによるもので、歳入で

は、保険給付費に対する県支出金が増となったことなどによるものであります。 

 今後も特定健康診査事業等を通じて、村民の皆さんの健康管理と健全な財政運営に努めてまいり

ます。 

 認定第３号 令和５年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で1.4％、歳出で1.8％と、歳入歳出ともに減となりました。 

 これは、歳出で、新型コロナウイルスの５類移行に伴い、ＰＣＲ検査費用等が減となったことに

よるもので、歳入では、診療収入における発熱外来受診者の減少に伴い、外来収入が減となったこ

とによるものであります。 

 今後とも、なお一層診療所の利用促進と健全な事業運営に努めてまいります。 

 認定第４号 令和５年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で0.6％、歳出で５％と、歳入歳出ともに増となりました。 

 これは、歳出で、地域密着型介護や介護予防サービス受給者数の増加に伴い、保険給付費などが

増額となったことによるもので、歳入では、国庫支出金、支払基金交付金や県支出金などが増額と

なったことによるものであります。 

 今後もサービス給付の充実と介護保険制度の適正な運営に努めてまいります。 

 認定第５号 令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げま

す。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で6.8％、歳出で6.8％と、歳入歳出ともに増となりました。 

 これは、歳出で、後期高齢者医療保険料の徴収額の増加に伴い、後期高齢者医療広域連合納付金

が増となったことによるもので、歳入では、後期高齢者医療保険料などの増によるものであります。 

 今後も後期高齢者医療広域連合と連携し、高齢者の健康管理対策を推進するとともに、制度の適

正な運用に努めてまいります。 

 認定第６号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で25.9％、歳出で15.5％と、歳入歳出ともに増となりまし

た。 

 これは、歳出で、令和２年度に奥山田温泉源泉ポンプの更新費用として借り入れた地方債を繰上

償還したことに伴い、公債費が増となったことによるもので、歳入においては、内湯貸付料及び温

泉使用料などが増となったことによるものであります。 

 今後も施設の適正な管理運営に努め、温泉の安定的な供給を図ってまいります。 

 認定第７号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げ

ます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で21.2％、歳出で37.0％と、歳入歳出ともに減となりまし
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た。 

 これは、令和６年度より公営企業会計へ移行することに伴い、令和６年３月31日をもって打切り

決算としたことによるものであります。 

 今後も施設の適正な管理と接続率等の一層の向上を図り、健全な経営に努めてまいります。 

 認定第８号 令和５年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で23.8％の増、歳出で13.3％の減となりました。 

 この会計も農業集落排水事業特別会計と同様に、令和６年度より公営企業会計へ移行することに

伴い、令和６年３月31日をもって打切り決算としたことによるものであります。 

 今後も下水道事業の効率化とともに、施設の適正な管理と接続率の一層の向上を図り、健全な経

営に努めてまいります。 

 認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について申し上げま

す。 

 この決算における収益的収入及び支出のうち、収入の水道事業収益は１億1,210万1,770円で、前

年度と比較して2.3％の減、支出の水道事業費用は１億1,112万1,972円で、前年度と比較して2.2％

の増となりました。 

 一方、資本的収入及び支出のうち、資本的収入は2,914万7,073円で、前年度と比べて47.6％の減、

資本的支出は8,270万7,015円で、前年度と比べて5.4％の増となりました。 

 この結果、当年度の未処分利益剰余金は97万3,798円を計上し、これを減債積立金として処分し

たいと考えております。 

 今後も施設の適正な管理とともに、経営の健全化に努め、安全でおいしい飲料水の安定供給に努

めてまいります。 

 以上、９件の決算について申し上げましたが、令和５年度の税、料金の収納におきましては、納

付誓約や戸別訪問など鋭意徴収率の向上に努め、一部で納付に進展があったものの、長引く景気低

迷などから、計画どおりに未収金が納付されず、誠に遺憾であると考えております。 

 今後も、地方分権の進展とともに、自主財源の確保がますます重要となってまいりますことから、

「長野県地方税滞納整理機構」や「総合県税事務所」との連携による滞納処分の強化はもとより、

職員の徴収スキルの向上と全庁的な徴収対策会議等により、さらなる徴収強化を図るなど、村税の

滞納整理や使用料等の未収金の縮減に努め、各会計とも一層安定した経営に努めてまいる所存であ

ります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 
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午前11時00分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時20分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから同意第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案については、討論を省略し、採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて、討論を省略し、採決する

ことに決定しました。 

 これから同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採決をします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 起立全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから同意第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案については、討論を省略し、採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 異議なしと認めます。 

 同意第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、討論を省略し、採決する

ことに決定しました。 

 これから同意第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 起立全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから議案第40号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第40号 令和６年度高山中学校再生可能エネルギー設備等整備事業設計施工請負契

約についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第41号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 



－16－ 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第41号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第42号から議案第47号の６件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 令和５年度高山村一般会計及び特別会計並びに公営企業会計９件の歳入歳出決算の審査結果につ

いて、監査委員の報告を求めます。 

─────中村義忠代表監査委員。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 ８月２日から23日までの日程で実施しました令和５年度高山村一般会計、特別会計、公営企業会

計の決算及び各基金の運用状況等について審査意見を申し上げます。 

 審査に付されました令和５年度高山村一般会計、特別会計、公営企業会計の各決算並びに歳入歳

出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び財政健全化判断比率に関する

書類等は、いずれも法令に準拠して作成され、計数はいずれも正確であり、その管理及び運用につ

いても…… 

○議 長（西原澄夫議員） 

 中村さん、マスクとってやって、聞こえないから、マスクとってやってください。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 はい。 

 いずれも法令に準拠して作成され、計数はいずれも正確であり、その管理及び運用についても適

正であると認められ、予算の執行はおおむね適正になされていると認めました。 

 また、基金においても計数は正確であり、その運用は適正であると認められました。 

 それでは、まず一般会計について申し上げます。 



－17－ 

 一般会計においては、歳入決算額が50億1,932万1,695円で、前年度より2.5％、１億2,953万

1,297円の減となっており、歳出決算額は48億2,520万2,789円で、前年度より0.5％、2,362万4,949

円の減となっています。歳入歳出差引額は１億9,411万8,906円で、このうち繰越明許費として翌年

度に繰り越す財源2,385万1,000円を差し引いた実質収支額は１億7,026万7,906円の黒字となってい

ます。 

 主要財政指標については、実質公債費比率が7.2％で、前年度より0.8ポイント上昇、将来負担比

率はマイナス、実質収支比率は5.7％で、前年度より3.5ポイント減少、財政力指数は0.285で、前

年度より0.003ポイント減少、経常収支比率は85.1％で、前年度より1.7ポイント上昇しています。 

 積立金現在高は38億5,979万3,000円で、前年度より４ポイント、１億4,825万8,000円の増となっ

ています。 

 歳入のうち、村税の収入状況を見ると、収入済額は前年度より1,541万9,000円減少しています。

このうち個人住民税は546万9,000円の減、法人村民税は、法人税割の減少により410万1,000円の減、

固定資産税では、事業者の設備投資が少なかったこともあり、前年度に比べて603万6,000円の減と

なっています。また、滞納額は、村税が4,452万5,000円で、前年度より0.3ポイント、11万6,000円

の減となり、徴収率においては94.5％で0.1ポイント減少しており、引き続き徴収率の向上に努め

られたい。 

 なお、依然として村税等に多額の滞納額があることから、引き続き税負担の公平性の観点からも

適切な徴収対策を講ずるとともに、徴収率の向上を図り、滞納額の縮減に努められたい。 

 不納欠損額については、203万4,000円となっています。不納欠損処理を行う場合は、債務者の資

力や財産、生活状況等を客観的に見極め、債権回収のために最大限取り組むことが重要であり、場

合によっては滞納処分等の法的手続などを行い、その経緯等については正確に記録し、明確な基準

に基づいて処理することとされています。 

 寄附金については、「ふるさと納税寄附金」が減少したことなどにより28.2％、2,792万5,000円

の減となっています。今後、一層の創意工夫により積極的な歳入確保に努められたい。 

 また、利子及び配当金は、前年度に比べ55.9％、467万9,000円と大きく増加しました。これは基

金積立金の有益な運用が図られており、積極的な歳入確保に努めていることがうかがえます。今後

も安定した財政運営が行えるよう引き続き積極的な自主財源の確保に努めるとともに、制度改正や

国の補正予算のほか、地方創生事業などの補助事業等の情報収集を適時的確に行い、依存財源の確

保にも努められたい。 

 歳出における不用額は１億3,416万円で、前年度より56.2％、１億7,246万2,000円減少し、予算

現額に対する割合は2.6％で、前年度より3.1ポイント減少しています。昨今のエネルギー、原材料

価格高騰によるコストの増加など、特に燃料費や電気料の高騰は公共施設の維持管理に直接影響を

及ぼすことから、今後とも必要最小限の予算の計上に努めることはもとより、必要額を予測可能な
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限り適正に見積もった上で減額補正を行うなど、なお一層の不用額の縮減に努められたい。 

 続いて、特別会計、公営企業会計について申し上げます。 

 特別会計７会計を合わせた決算額を見ると、歳入総額は22億8,073万2,237円で、歳出総額は20億

6,671万8,938円となっており、全ての会計で黒字決算となっています。 

 また、上水道事業会計の収益的収支を見ると、水道事業収益は１億1,210万1,770円で、水道事業

費用は１億1,112万1,972円で、純利益は97万9,798円となっています。 

 特別会計等の事業運営の基本となる歳入における税及び使用料などの収入未済額の状況を見ると、

ほとんどの会計では徴収努力がうかがえる状況にある一方で、依然として多額の滞納額を抱える会

計があります。この税及び使用料の徴収に当たっては、負担の公平性の確保に努めることはもとよ

り、常日頃からの地道な徴収努力が必要となります。さらに、公法上の債権と私法上の債権で滞納

処分や時効の取扱い等が相違することにも十分注意しつつ、適法かつ合理的な不納欠損処分等の適

切な処理にも努められたい。特に、高額滞納者や長期滞納者については、法的措置を含め、より厳

正な対応策を取るなど、収入未済額の減少に努められたい。 

 一方、歳出においては、村民に直接関わる生活環境の確保のための諸施策の推進に努めるととも

に、新たに業務に就いた担当者の事務研修の充実や課内でのチェック体制の強化など、組織として

適切な評価と効果的な内部統制の仕組みを構築し、適正な事務執行に努められたい。 

 また、不用額については、特別会計７会計合計で２億5,078万2,000円となり、前年度より9,319

万5,000円増加していますが、これは令和６年４月から農業集落排水事業特別会計と下水道事業特

別会計が公営企業会計に移行することに伴い、令和６年３月31日をもって本特別会計を廃止したこ

とにより不用額が生じているものです。今後とも財源の有効活用を図るため、必要最小限の予算の

計上に努めることはもとより、必要額を適正に見積もった上で減額補正を行うなど、なお一層の不

用額の縮減に努められたい。 

 最後に、村会計全体について申し上げます。 

 本村では、総合計画や総合戦略に基づき、人口減少の進行を可能な限り抑止し、持続可能な活力

ある村づくりを推進しています。全国的に少子高齢化や人口減少が進み、国の財政状況も厳しさを

増す中で、普通交付税の大幅な増収等は期待できない状況にあります。加えて、村税等の自主財源

は減少しており、今後、高齢化の進展等に伴い、働き盛り世代の縮小を見据える中で、自主財源の

確保がさらに厳しくなってきます。このため、課内の横断的な収納体制の構築や税等の徴収に当た

る職員がより効率的かつ効果的に徴収事業を進めていくことができるように、事務処理スキルを向

上させるための研修等が重要であると考えます。 

 一方、歳出面では、社会保障関係費や公共施設等の老朽化に対応する長寿命化等を図るための経

費、自然災害を防止するための経費のほか、物価、原材料費の高騰など新たな住民ニーズの変化に

対応する経費などの増加が予測されます。 
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 したがって、今後の財政運営に当たっては、より一層の財政の健全化と各種財源の確保に向けて

職員一丸となって取り組むとともに、基金の有効活用や借入金の縮減を始め、事務事業の見直しや

効率的な執行による歳出抑制に努めながら、住民ニーズを的確に把握し、限られた財源の中でより

よいサービスの向上に努めるよう期待します。 

 以上、令和５年度一般会計、特別会計等の決算審査の意見とさせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから認定第１号から認定第９号までの９件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第42号から認定第９号までの15件については、お手元に配り

ました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第42号から認定第９号の15件については、議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託す

ることに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例 
福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

議案第43号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例 
総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号） 

議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第46号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

認定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 
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認定第３号 令和５年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

認定第４号 令和５年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

      いて 

認定第５号 令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

      定について 

認定第６号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

認定第７号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の 

      認定について 

認定第８号 令和５年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

      ついて 

認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認 

      定について 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第42号から認定第９号の15件については、会議規

則第45条第１項の規定によって、９月17日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと

思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第42号から認定第９号の15件については、９月17日までに審査を終了するよう期限をつける

ことに決定しました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日は休会とします。 

 来る５日は、午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時41分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年９月３日 
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                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 

                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 「10年後の農地利用意向調査」を踏まえた「地域計画」の策定についてであります。 

 農業従事者の高齢化や担い手不足により、農地が適切に利用されていない状況が進むことから、

遊休農地等が増え続けて、農業がますます衰退することを食い止めるため、農業経営基盤強化促進

法第19条において地域計画の策定を規定しています。 

 この計画は、農業経営基盤の強化の促進に関する計画であり、農業を担う者ごとに利用する農地

を示した地図でありまして、目標地図を備えた10年後の地域農業の設計図で、令和７年３月31日ま

でに策定することとしています。 

 村では、国が進める地域計画を策定するために、農地１筆ごとの利用状況や農地の規模拡大など、
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土地所有者等の意向を把握する、地域計画策定に係る意向調査を令和６年１月15日を期限として実

施されました。そこで、次のことをお尋ねします。 

 １つ、意向調査票の回収はどのくらい回収できたのか。 

 ２番目として、10年後、誰がどの農地を耕作する目標地図は、いつまでに完成するのか。 

 ３、提出したが未提出と言われたとの声も聞こえますが、いかがですか。 

 ４、今後、耕作放棄地、遊休農地の10年後の意向調査では遅いのではないかと思われますが、い

かがでしょうか。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 地域計画の策定についてお答えいたします。 

 村では、平成24年度から農業者の話合いに基づき、地域農業における中心経営体を定め、農業の

将来の在り方を示す「人・農地プラン」を実践し、農業振興に努めてまいりました。 

 しかしながら、農業従事者の高齢化や人口減少が急速に進む中で耕作放棄地が増加し、農地が適

切に利用されなくなることが懸念されていることから、農地の集積化や管理者の明確化などにより、

課題を解決することが求められております。 

 このような中、国では令和５年４月に改正農業経営基盤強化促進法を施行し、「人・農地プラン」

を地域計画に移行させ、農地１筆ごとに10年後の予定耕作者を記入した目標地図を作成し、将来の

農地利用の明確化と、幅広い地域住民が問題意識を共有することで、守るべき農地を次世代に引き

継ぎ、農業を維持・発展させることとしております。 

 そこで、まず初めに、意向調査票の回収状況についてのお尋ねでありますが、令和５年12月に村

内の農地所有者を対象に実施した意向調査票の回収率は、令和６年８月末時点で、対象件数1,600

件に対し回収件数は851件で、回収率は53.2％という状況であります。 

 次に、目標地図の完成時期についてでありますが、幅広い地域住民が問題意識を共有し、課題解

決を図るため、地域での話合いなどを通じ、多くの皆様の御意見をお聞きした上で、令和７年３月

末までに策定することとしております。 

 次に、提出したが未提出と言われたことについてでありますが、意向調査の回答のうち、空欄と

なっている箇所があるなど、目標地図の作成に必要となる情報がない調査票につきましては、一律

未提出扱いとさせていただいておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 次に、耕作放棄地等に関し、10年後の意向調査では遅いのではないかとのお尋ねでありますが、

今回実施した意向調査は、あくまで10年後の予定耕作者を記入した目標地図を作成するための基礎

資料と位置づけており、既に耕作放棄地となっている農地を解消するための資料とは一線を画して
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おります。 

 このため、村では、現時点における耕作放棄地の解消に向けて、農業委員会の皆様に年に一度農

地パトロールを実施していただき、耕作放棄地や遊休農地の現状把握に努めておりますとともに、

耕作放棄地等の農地につきましては、所有者に利用意向調査を行い、貸出しや売買のあっせんを行

うなど、その都度解消に向けた対策を講じているところであります。 

 したがいまして、今後とも耕作放棄地の解消に向けて、農業委員会を始め、関係機関と連携を密

にし、守るべき農地を確実に利用できる環境を整え、次の世代に引き継いでまいりたいと考えてお

りますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 １点だけお尋ねしたいと思いますが、53.2％の回答を得たということなんでございますが、その

後、残っている方の回答を得るために、地域の皆さんと地域計画を策定していくと。明確化してい

く、これをしていくというふうに書かれておるんですが、地域でそういう打合せをするとか、寄っ

ていただいて会合をするとか、そういう予定はないんでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再質問にお答えいたします。 

 地域計画につきましては、先ほども答弁申し上げましたとおり、地域の皆様と課題を共有してい

きたいということで、話合いの場を持つこととしております。 

 実は、村内を５ブロックに分けまして、第１ブロックから第５ブロックまで、既に５ブロック中、

４ブロックでは、昨日までに話合いの場を設けさせていただきまして、多くの方の御意見を頂戴し

て、目標地図の作成に向けた準備を進めておるところであります。 

 残りの１ブロックにつきましては、現在、会議の日程を調整しておりますが、今月半ばまでには

開催させていただいて、目標地図がスケジュールどおりに作成できるよう準備を進めてまいりたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 計画に沿ってやっていただけているようですので、私の質問は以上で終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で松本 茂議員の質問を終わります。 
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─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 通告書に従いまして、質問をいたします。 

 樋沢橋から牧集落に通ずる道路両岸の「のり面」雑草管理の改善について質問いたします。 

 この道路には、樋沢山田温泉間県道整備促進期成同盟会があり、毎年５月に総会が行われ、本路

線の整備促進のため、各関係機関との連絡調整や道路の改良・整備促進についての要望活動を行っ

ています。長年にわたり活動を行った成果は、牧地区や山田温泉地区の県道に無散水による融雪道

路の事業や様々な道路改良が行われています。また、牧地区から山田温泉に通じる道路には、桜の

木の植栽やアジサイが植えられ、開花している季節には、観光客の皆様や道路を通行している方よ

り大変喜ばれています。国・県並びに本村行政機関に感謝申し上げます。 

 それとは対照的に、樋沢橋から牧地区に通ずる道路ののり面は雑草に覆われた状態となっていま

す。樋沢橋より牧集落に向かって右側、南の斜面は雑草が繁茂した状態となっています。４年ほど

前には、のり面上部より、畑から小型耕運機で耕運作業を行っていた方が、のり面を滑落し県道に

転落、死亡事故が発生してしまいました。本当に悲しい出来事でした。のり面にはびこるアレチウ

リが原因の一因ではないかとの憶測があった事案と推察しています。事故防止の対策等を行うこと

はできないか質問いたします。 

 １つとして、のり面の所有者と管理の状況はどのようになっているか質問します。 

 ２つ目、南側のり面の恒久的な対策として、コンクリート吹きつけ工事により、雑草が出なくな

る対策や雑草防止資材による工事を行うことはできないか。この雑草防止資材は、「雑草抑制おま

かせネット」と呼ばれるものがあります。約８年耐久年数があり、風に強い特性があります。 

 ３つ目、同じく南側のり面上部に転落防止用フェンスを設置する考えはないか。このことは、つ

る草さえフェンスを乗り越えることなく管理されている状態であれば、フェンスは畑の持ち主が設

置されるものと思います。現在、アレチウリ等つる草がはびこる状態のため、のり面を管理する者

がフェンスを設置するのが妥当と思われるが、対策を行う考えはないか。 

 ４つ目、北側のり面の管理は県の責任と考えるが、隣接する健康福祉センター入り口ののり面は

村が管理され、きれいに整備されています。同様の管理を県に依頼する考えはあるのか質問いたし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 樋沢橋から牧集落に通ずる道路両岸にあるのり面雑草管理についてお答えいたします。 

 本村の東西道路軸としている一般県道大前須坂線は、高井地区から牧地区を経て、群馬県の万座

温泉へ通ずる幹線道路であり、沿線住民の生活道路としての機能や広域的な観光振興を図る上で極
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めて重要な路線であります。 

 また、御指摘の場所は牧集落の入り口に当たり、周辺には公共施設や民間の福祉施設を始め、桜

並木など自然豊かな農山村の原風景を形成しております。 

 そこで、まず初めに、のり面の所有者と管理状況についてのお尋ねでございますが、樋沢橋を渡

って牧地区へ入った両側にあるのり面の所有者は、長野県でございます。 

 また、現在、両側ののり面につきましては、北側のり面には桜の木が４本、南側ののり面には雑

木がところどころに生えており、いずれもつるや雑草に覆われておりますことから、管理者の須坂

建設事務所に状況をお聞きしましたところ、「一般的に県道の通行に支障がないよう草刈り等を実

施している。当該箇所については、交通への支障状況を加味し対応している」とのことであります。 

 次に、南側のり面の恒久的な対策についてのお尋ねでございますが、議員から御指摘のあった南

側のり面の恒久的な対策について県に確認しましたところ、「現時点では、のり面の恒久的な対策

の考えはなく、県道の通行に支障がある場合は、草刈り等を実施する」旨の回答をいただいており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、南側のり面上部に転落防止柵を設置することについてでありますが、令和２年３月に転落

事故のあった南側のり面上部は、民有地との境界線が通っており、そこには一部フェンスが設置さ

れております。 

 このため、フェンス未設置の箇所につきましては、民有地にかかることから、フェンス等の設置

について県にお聞きしましたところ、「道路施設としての転落防止柵等の必要性については、関係

者の意見を聞いた上で判断してまいりたい」との見解でありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、北側のり面の管理についてでありますが、保健福祉総合センター入り口にあるのり面は村

道に隣接しておりますことから、村が草刈りなどの管理を行っているところでございます。 

 一方、県が管理している北側のり面や南側のり面につきましては、ある意味、牧や山田温泉、万

座方面へ通ずる玄関口でもありますことから、良好な景観を保全していただくよう、草刈りなどを

行ってしっかりと管理していただくよう要望してまいりますので、御理解賜りますようお願いいた

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 再質問いたします。 

 当初そのような回答ではないかというふうに妄想をしていたとおりの回答で、非常に残念な回答

だというふうに思っております。 

 ２番目に質問しましたコンクリート吹きつけ工事等の関係の内容でございますけれども、昔はあ

そこにはネット、金網が設置されて、それで、その昔は草刈りしてもきちんとできたんですけれど
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も、ネットが設置されていますので、その上から草刈り等をするような状況になっています。した

がって、草刈りといっても、ネットの上で草刈りをするわけですから、下の根っこのところまで草

刈りができるわけではないということで、非常に危険な草刈りとなっています。ネットの上に出た

草を刈るということですから、足場も悪い、滑り降りる、そういうような状況となっていて、現状、

あんな危険なところで草刈りをやれと言うほうが無理な状態の中での草刈り作業というふうになっ

ています。草刈りを業者さんがやっている作業を見ても、とても危険だなというようなこと、やっ

ぱり根本的な打開策として、県のほうに草刈りのみという回答でなくして、きちんと管理できる状

態のほうに持っていってもらうように村として依頼することはできないのかと、聞いてみたら草刈

りのみだったということでなくして、もう一歩踏み込んで、こういうようなことの中で対策を講じ

ることはできないのか、再度要望することはできないのか質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 ただいまの再質問につきまして、回答させていただきたいと思います。 

 原則、その土地の管理義務につきましては、その土地の所有者になります。このことから、先ほ

ども答弁で申し上げましたとおり、しっかりと管理していただくよう、所有者である長野県に要望

してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 管理者である長野県に要望していくんだというお話を聞いたわけですけれども、この工事につい

て依頼するという考えは、また、改めてやはり関係する期成同盟会なり、そちらのほうからも申し

入れて、県のほうにやっていくように、私もその委員の一人でありますので、努めていきたいとい

うふうに思いますが、やはり村を挙げて、施設の集中する牧地区入り口、もう少しきれいにしてい

ただくようにお願い申し上げまして質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で滝澤 聖議員の質問を終わります。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、通告に従い３問質問いたします。 

 ちょっと前段で一言申し上げますが、今回の一般質問３問のうち１番と２番目の質問は、７月21

日に行いました第４回議会モニター会議で、一般質問を作ってみようとの議題で４グループに分か

れ討論を行いまして、今回は私のグループで議題に上がった質問のうち、２問を述べさせていただ
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きます。 

 一般質問は、身近に思っていること、これはおかしいと日頃思っていることなどの質問であり、

特段奇をてらうものだけではないとの認識を確認することにもよいと思い、また、今回はそのとき

議題に上がった質問をすることといたしまして、議員の活動をより身近に感じてもらえるよい機会

かと思い、そういうふうにさせていただきました。もちろん私の意見もそう感じておりますので、

その質問をさせていただきます。 

 それでは、１番目の質問をします。 

 内山村政２期８年間の総括と今後の村政運営についてお尋ねします。 

 平成28年、令和２年の２期、２回とも選挙を勝ち抜き、村長になられたわけですが、この８年間

の成果などについて伺いたいと思います。また、この11月10日に村長選挙が行われるわけですが、

今後の村政運営について内山村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

 令和２年、２期目の村長選挙のときの選挙公約において、タイトルに「安定と成長。みんながい

きいきし、わくわくする。もっと躍動的な「高山村」へ」、サブタイトルで「安全でしあわせに、

愛され、充実して賑わう」とあり、項目で、１番目「もっと安全に、あらゆる災害に強い村」、２

番目「もっとしあわせに、子育て支援の充実、誰もが健康で活躍できる村」、３番目「もっと愛さ

れる、村民が自慢し誇れる村に、ふるさと納税で愛される村を」、４番目「もっと充実、安定した

果樹産業の創出、各商工業への支援などで各産業の後継者の育成」、５番目「もっと賑わう、１年

中賑わう元気な村づくり」、最後のタイトルに「めざす未来は豊かな高山村と村民の幸せ、スピー

ド感と現場主義」などを書かれておられました。 

 １つ目の項目として、公約を含め、２期８年間の総括をお願いしたいと思います。 

 ２つ目としまして、11月10日に村長選挙があるわけですが、次期村長選に向けてどのようなお考

えをお持ちなのか、また、御自身を含め、これからの高山にとってどのようなリーダー像が必要と

お思いか、お尋ねします。 

 以上、質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 私の２期８年間の総括と今後の村政運営についてお答えいたします。 

 私が村政の重責を担わせていただきましたのは、平成28年11月15日からでございますので、残す

ところ２か月余りで２期８年を迎えることとなります。 

 そこで、まず初めに、２期８年間の総括についてでございますが、私が村政運営に当たり最重要

課題としておりましたのは、「あらゆる災害に強い地域づくり」と、「50年先、100年先を見据え

た人づくり」の２つの柱でございます。この２つの柱を基本に多様な政策を検討し、職員と共に全
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力を尽くした８年間であり、無我夢中で取り組んでまいりましたので、あっという間の８年間でも

ありました。 

 特に就任１年目の冬の大雪では、荻久保地区の河川越水により、泥と雪にまみれた豊野南志賀公

園線を区民総出で除雪作業を行っていただいたことを鮮明に覚えており、改めて共助の大切さと危

機管理の取組や人づくりの大切さを同時に教えていただき、その後の村政運営に大いに生かすこと

ができたものと思っております。 

 また、令和元年の台風第19号による集中豪雨では、私の病気療養中にもかかわらず、藤沢副村長

の指揮の下、本村始まって以来の避難所開設により、村民の皆様の生命をお守りし、この災害を教

訓に急傾斜地の多い本村の防災対策強化に力を入れてまいりました。 

 翌２年１月からは、新型コロナウイルス感染症感染対策と、それにより疲弊した村民の皆様に対

する経済対策に対応した３年余りであり、今なお新型コロナウイルス感染症は、高齢者の皆様を中

心に感染が続いておりますので、引き続き、しっかりと対応していかなければならないものと思っ

ております。 

 また、本村は、「日本で最も美しい村連合」に加盟している村として、豊かな自然をしっかりと

守っていくとともに、地球温暖化対策では、再生可能エネルギー設備として太陽光発電を役場庁舎

と保健福祉総合センターに整備し、本年度は、高山中学校への導入を進め、災害時の避難所整備等

危機管理体制の充実・強化を図ってまいりましたが、これらの整備に当たりましては、議員各位の

御理解と御協力を賜りましたことに改めて厚く御礼申し上げ、私の主要施策の総括とさせていただ

きます。 

 次に、11月の村長選に向けての私の考えでありますが、自身の置かれた立場での身の振り方がし

っかりとしなければならないと考えておりますし、その時期につきましても、慎重に考えてまいり

ました。本年３月定例会で御質問をいただきました際は、業務に専念すべき時期でもありましたの

で、時期尚早との旨の答弁をさせていただいたところでありますが、９月定例会を迎えるに当たり、

８月20日過ぎまでには考えをまとめておかなければならないと思っておりました。 

 そのような中で、昨年８月３日に私の不注意により大きなけがをし、そのことにより、議員の皆

様並びに村民の皆様に多大な御迷惑をおかけしてまいりました。今の状態での村政運営を考えたと

き、継続すべきという答えはどの角度から見てもありませんでした。したがいまして、２期目の任

期をもちまして引退する決断をいたしました。 

 この決断に当たり、これまで御理解と御支援、御協力を賜りました全ての皆様に感謝と御礼を申

し上げます。残された任期は今しばらくありますので、全力を尽くして村政運営に取り組んでまい

りますので、よろしくお願い申し上げます。大変ありがとうございました。 

 なお、これからの高山村に必要なリーダー像につきましては、一人ひとり個性がありますので、

私としては、様々なタイプがあってもよいのではないかと思っておりますので、よろしくお願い申
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し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 村長がどうお答えするのか、なかなか難しい立場がありまして、私も分かりました、今お聞きし

て。２期８年間、本当にお疲れさまでございました。 

 ただ、１点だけちょっと質問させていただきたいんですが、今期でお辞めになられるというお話

ですが、今現在、行った事業に対しての方向性をどう思ってやられたのか、その辺をお伺いしたい

と思うのと、もう１点お伺いしたいと思います。 

 今、災害に関して、災害時の避難所整備というお話がありました。もちろん役場、この間は健康

福祉センター、現在、中学校やっております。ある山田側の方から、何で高井側ばかりそういう避

難所設備が充実しているんだと。何で山田側にないのか。その辺の疑問がある方もいらっしゃいま

して、その辺のことをどういうふうな方向性を持ってやられたのか、それが１点と、あと、現在に

ぎわいの場構想ということで、牧場であずまやというか休憩所、これからハイキングコースをやら

れるわけなんですけれども、その維持管理を誰がやるのかという方向性を持ってやっているのかと

いう２点をお伺いします。 

 それと、あともう１点なんですが、やはり本日、２期目で引退されると表明したわけですが、あ

と11月10日の村長選挙まで２か月ほどしかありません。行政の長としての責務において、次期の村

長候補の方を考えられていらっしゃるのか。また、今お考えの方は村長の胸の内だけなのか、ある

いは、その方にちょっと打診などなされているのか。その辺お伺いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、何点か再質問いただきましたので、特に個々にお答えしなくて、私の総括という意味

で答弁させていただきます。 

 私は、村政運営に対しまして、基本的なことは先ほど申し上げましたとおり、いわゆる災害に強

い、いろいろな自然災害とか、いろいろな人的な災害とか、そういうふうなものを含めて、いかに

対応できる体制をしっかりとできるか、それが基本の一つでございます。 

 そして、２つ目は、人づくりというふうなことで挙げさせていただきましたけれども、いろいろ

な意味で時代を経過するに当たり、人はそれぞれ考えが違ってきます。しかし、しっかりと教育を

する上においては、なかなか５年、10年では人づくりはできない、このように考えております。そ

ういった意味で、人をつくるというのは最低でも私は50年はかかるかなと、このように考えており

ます。細かな説明は申し上げません。 
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 その２つをしっかりとすれば、いろいろな施策を進めるにおいてしっかりとできるということで、

先ほど議員のほうから、第２期にかけてのいろいろな公約を申し上げていただきましたけれども、

そういったものは、その中の２つの柱の中でやっていくというふうな中で取り組んでまいりました。 

 そして、危機管理ということで、避難所設備ということで先ほどは偏りがあるのではないかと、

こういう御指摘を受けましたけれども、全体的にどういう立場で避難所を整備されるか、この辺は

しっかりと検討して進めてまいったつもりでございませんので、必ずしも偏ったというふうなこと

では私は考えておりません。全村的に避難所はどうあるべきか、その辺を考えていましたのでお願

いいたします。 

 そして、次の村長選につきましての私の考え方でありますけれども、先ほど８月20日というふう

なことでめどをつけるというふうに申し上げましたが、私も８年前に皆さんにお世話になるときに、

８月20日というのは私のキーワードでありました。そういった意味で、その頃にというふうなこと

を申し上げてまいりました。そういった点で、次の村長選について私の考えはどうかということに

ついては、先ほどもいろいろなリーダーがあってもいいというふうに申し上げましたので、その辺

で特に私がこうという考えはございませんので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 私の再質問にお答えできていない部分がちょっとあったかと思うんですが、これからの方向性を

持ってやられているので、その方向性を聞きたかったんですが……次の質問に入りたいと思います。 

 ２番目の質問としまして、議場の冷房整備についてお伺いします。 

 現在、議場には冷房設備がなく、御覧のように扇風機で対応しております。温暖化が進む今後に

おいて、冷房設置は必要不可欠であり、村の最高議決会場の議場に冷房設備がないのはいかがなも

のでしょうか。つきましては、以下の質問をします。 

 １番目、村では、保育園、小学校、中学校全てに冷房設備が整っているのに、なぜ議場には整備

されていないのか。 

 ２番目、傍聴に来られる方も、暑くて議論に集中できないのではなどの声があります。いかがで

しょうか。 

 ３番目、村の最高議決会場に冷房設備を整備しても、村民からの反対はないと思います。そうい

う声を聞きますが、いかがでしょうか。 

 以上、質問をします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 
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 議場の冷房整備についてお答えいたします。 

 近年、気候変動の影響等により、気象庁の調査では、日本の年間平均気温が上昇しており、特に

1990年代以降、最高気温が35度以上の猛暑日や、夕方から翌日の朝までの最低気温が25度以上の熱

帯夜の日数が増加していると言われております。 

 このような中で、国は、本年４月から熱中症特別警戒アラートの全国運用を開始し、熱中症によ

る健康被害を防ぐため、過去に例のない危険な暑さが予測される場合、国民に広く熱中症予防を呼

びかけているほか、自治体に対しては、補助制度の制定や有利な地方財政措置、子どもたちの学

習・生活の場である学校施設や非常時に避難所となる公共施設への空調設備の導入などを促進して

います。このため、村では、子どもたちの学習・生活の場である学校施設及び防災・減災のための

防災拠点施設や避難所の環境整備による機能強化事業を重点施策に位置づけ、計画的に実施させて

いただいてきたところであります。 

 そこで、議場の冷房整備についてでありますが、議場への空調設備の整備については、令和元年

度に実施した議会全員協議会室及び委員会室への空調設備の整備と併せて、議場への空調設備の整

備について検討いたしました。その際、議場は天井がない構造で、床から屋根までの高さが最大で

約７ｍと高く、１室としては大きな空間でありますことから、部屋全体の温度をコントロールする

ためには、天井を張る工事が必要となるほか、大きな出力を有する空調設備を設置するなど、多額

の費用が必要であり、その財源は基本的に一般財源となることから、整備を見合わせた経過がござ

います。 

 このため、公共施設への空調設備の整備については、多額の費用が必要となることや、優先的に

施設の機能強化を図ることとしている防災拠点施設や避難所においても空調設備が未整備でありま

すことから、村といたしましては、今後も国の補助制度や有利な地方財政措置を活用し、順次防災

拠点施設や避難所への空調設備の整備に努めることとしております。 

 したがいまして、議場への空調設備の整備については、当面、大型扇風機の台数の増加やスポッ

トクーラーのレンタル、空調設備のある他会場での開催など、他の自治体における事例等も参考に

しながら、引き続き検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

─────沖島祥介議員。 

 すみません。間違えました。 

○５番（沖島祥介議員） 

 やはり場内暑いので、お間違いになられたんじゃないかと思います。 

 再質問します。 

 今、総務課長からお話がありましたが、その当時、業者は何業者見積りを取られたのか。また、
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そのとき、お幾らだったのか。多額の費用がかかるとおっしゃったのは、お幾らぐらいだったのか。

また、幾つぐらいの、１社だけ取ったのか、また、その後取っていないのか、ちょっとその辺もお

伺いしたい。 

 それと、素人考えですが、冷房の空気というのは下に行くと思うんですよ。ですから、上を暖め

る、部屋全体を冷やす必要はないかと私は思います。ですから、ある程度の高さまで冷えればいい

よと。屋根というか、上のほうは要りませんよというような、何か空気のうまく流れとか、そんな

形でできないのか。やっぱりそういう検討をしたのか、そういうことをお伺いしたい。 

 まず、それをちょっとお伺いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 再質問にお答えいたします。 

 令和元年度に検討いたしました見積りというか、検討した状況について、さらには、この施設の

今後の空調の考え方についての２点かと思われますので、よろしくお願いいたします。 

 まず１点目、令和元年度にこの３階、全員協議会室等の検討に併せまして、この議場の空調設備

をどういうふうに考えていけばいいのかというものを検討したところでございますが、その際、こ

の太陽光の設備を今後考えていく、そんな中で、特に正式に業者から見積りを取ったということで

はなくて、この規模の議場、この規模の部分について、効率よく冷房空調設備の整備をする際には

どのぐらいかかるのかなということの相談というような形で、電気業者１社の方とお話をさせてい

ただいたところでございます。当然、そのやり方によって金額も変わりますので、いずれにしても、

その時点では大変高額だなという部分と、その後の機械の維持管理、効率化も含めて、もう少し検

討が必要ではないのか、ついては、全員協議会室等、できるところを先行して整備をさせていただ

いたという経過でございます。 

 また、この施設の効率化、どのように冷やしていけばいいのかというところでございますが、ス

ポットクーラー等、やはり冷たいものは上のほうに上がっていくという、空気を循環させるという

ところは、本当に議員御指摘のとおり、考えていく必要があるのかなというふうに思っております

が、いかんせんこの広い空間、できれば効率のいい方法で整備をしていくのが今後必要なのかなと

いうところでございます。議員御指摘のとおり、いろいろな方法を今後も検討してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再々質問します。 
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 何かちょっと恥ずかしいというか、業者から正式な見積りを取っていなくて、費用がかかるだろ

うというような形でやめたというのは、何か非常に私はおかしいと思っております。やはりしっか

り業者から見積りを取る。 

 また、もうやる前から、きっとこれはお金がかかるだろうと思ってやるのと、何とかこの会場を

最低限で冷やそうと思って仕事をやるのと、私は全然違うと思うんです。だから、初めからもう不

可能だと思わないで、可能だと思って、費用が安くなる方法があるかも分かりませんので、ここに

も私書きましたが、村の最高議決会場ですから、やっぱり環境整備をして、窓から風の音とか、ブ

ラインドの音、議論に集中できないというところが私はあると思うんです。だから、そういう村の

最高議決会場だよという、議会という認識をしっかり持っていただいて、いかに低コストで環境を

整備できるのか、その辺をしっかりとやっていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 それでは、再々質問について、私のほうでお答え申し上げたいと思います。 

 議員おっしゃることは当然といいますか、今、本当に気候変動ということで、高山村も非常に毎

日暑い日が続いていると。特に去年、また今年と、まさに異常気象という時代かなというふうに思

っております。その中で、村でも必要な施設について、それぞれそういった冷房設備を整えてきて

いるということでございます。 

 そんな中で、この議場につきましても、先ほどお話しのとおり、これだけ扇風機を設置しても、

まだまだ今日は比較的気温が低いのかなと思っておりますが、通常ですともう相当な暑さになるだ

ろうということでございます。 

 そんなことで、必要性というものは十分私ども理解をしておりますが、先ほど総務課長が答弁申

し上げましたように、今非常に全国各地で大規模災害が発生しておりまして、避難所の運営の在り

方というものも非常に重視されてきております。そんな中で、災害というのはいつ起こるか分から

ない。したがって、真夏に起こる場合もあるでしょうし、また、冬の寒いときに起こる場合もある

と。そんなことを想定しますと、やはり議場も大切でありますけれども、まずは避難所等について、

一定の財源を得ながら整備をしていく必要があるだろうということで、今そんな形で進めていると

いうことでございまして、決して議場の冷房をやらないということではなくて、これはできれば、

やるとすれば暖房も考えて、やはり冬も正直寒いです。そんな中で、夏のみならず、冷暖房を本当

にしっかりした形でできるように、今後考えさせていただきたいなというふうに思っておりますの

で、御理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 沖島議員に申し上げます。 
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 これより本休憩としたいと思います。 

 ただいまから議場内の換気のため15分間休憩します。 

 会議は午前11時10分に再開します。 

午前10時56分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時10分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ３番目の質問をいたします。 

 村の水道水の安全性について質問します。 

 最近、日本の水道水に発がん性物質ＰＦＡＳ汚染があるのではと話題になっております。 

 ＰＦＡＳとは、１万種以上あるとされる有機フッ素化合物の総称で、自然界にはほとんど存在せ

ず、分解されにくい物質のため、永遠の化学物質とも呼ばれ、その中でも有害性が高いのがＰＦＯ

ＳとＰＦＯＡで、腎臓からも排出されづらく、人の体内に蓄積してしまい、非常に厄介な発がん性

のある物質であると記事にありました。 

 そこで、本村の水道水の安全性について質問します。 

 １番目、現在行っている水道水の検査方法の内容、時期、頻度について質問します。 

 ２番目、本村の水道水は安全で安心できるものか。 

 ３番目、水道水が安全なのか不安な方も中にはいらっしゃると思われるので、安全ならば、ホー

ムページなどで村民に安心感を与えるのも行政の役割かと思います。いかがでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 村の水道水の安全性についてお答えいたします。 

 本村では、村民の皆様にいつでも安全で安心してお飲みいただける良質な水道水を供給するため、

水源や浄水施設など水道施設の維持管理等に努めているところでございますが、とりわけ、水道水

の水質検査は、水道水の安全性を確保する上で大変重要であると考えております。 

 そこで、水道水の検査方法についてのお尋ねでございますが、水道水の検査は水道法で定められ

た水質基準に基づき、本村では国の登録検査機関である長野市薬剤師会へ委託し、浄水後の水及び

浄水前の水源の水の検査を実施しております。これにより、各世帯で直接使用する浄水後の水の検
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査につきましては、水系別に13地点で毎月21項目の検査を行い、３か月に一度は水質基準の全項目

となる51項目の検査を行っております。また、浄水前となる水源の水の検査は、17地点で年一度、

40項目の検査を実施しております。 

 一方、議員お話しのＰＦＡＳ、いわゆる有機フッ素化合物の総称を指しますが、このＰＦＡＳの

うち特に有毒性があるとされている有機フッ素化合物のＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの２種類が、全国及

び県内の一部自治体の水道水で検出され、問題となっております。 

 このＰＦＯＳ及びＰＦＯＡにつきましては、現在使用が禁止されておりますが、かつては防水・

防油加工処理剤、金属メッキ処理剤などの原料として様々な製品の製造過程で使用され、これらを

含んだ工場排水等が地下に浸透し、地下水などの水源に影響を及ぼしており、国の報告によります

と、このＰＦＯＳ及びＰＦＯＡを含む水は、有毒で自然分解しにくく、人体への蓄積性があるとさ

れております。 

 このような中、国では、ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡなど有機フッ素化合物の研究とともに対応方法の

検討を進める一方、現時点では、先ほど御説明申し上げました水道法に基づき、水質基準の項目に

含まれていないことから、全国自治体に対し、昨年秋にＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの濃度把握のための

水質検査を実施するよう要請がありました。 

 この要請を受け、村では、今年度当初予算に従来の水質検査費用に加えて、新たにＰＦＯＳ及び

ＰＦＯＡに係る検査費用を計上し、本年５月に17地点の水源で検査を実施いたしました。検査の結

果につきましては、国の暫定目標値１リットル当たり50ナノグラムに対しまして、村内16地点で検

出されませんでしたが、１地点では、１リットル当たりＰＦＯＡ１ナノグラムが検出されており、

その原因の特定には至っておりません。 

 なお、このナノグラムは、10億分の１グラムを示す単位で、１地点でＰＦＯＡ１ナノグラムの検

出がありましたが、国の基準をはるかに下回る数値となっており、本村の水質検査機関である長野

市薬剤師会によりますと、飲用には特に支障がない旨の見解であります。 

 そのような中で、今後の有機フッ素化合物の対応につきましては、国等の動向を注視し、県や長

野市薬剤師会など関係機関に御協力をいただきながら、水道水の安全性確保のため、継続して検査

するなど適切に対応してまいりたいと考えております。 

 次に、水道水の安全性についてのお尋ねでございますが、安全で安心して水道水を利用していた

だくことが村として当たり前の責務と考えておりますので、ただいま御説明申し上げました水質検

査や水道施設の維持管理等により、今後とも村民の皆様に良質な水道水を供給してまいりたいと考

えております。 

 次に、ホームページ等により水道水の安全性の公表についてのお尋ねでございますが、現在、村

では水質検査の結果など、村ホームページなどで公表は行っておりませんが、有機フッ素化合物の

問題を通じて全国的に水質について関心が高まっておりますことから、今後は水質検査結果等を村
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ホームページに掲載してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問いたします。 

 今、御説明がありましたが、水道水は水道法が適用されていて、義務ではないけれども、水質管

理を目標として、ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡが入っているというようなお答えでしたが、今後の調査にも

加えていくのかということと、あと、これとはまた別で今マイクロチップ、海洋ごみの中でもそう

いうプラスチックの小さなごみが海へ流出して、魚が食べたりなんかして、また沈殿したりして、

いろいろ人体にも影響があるというような形がありますが、物を捨てないというか、そういう不要

物を捨てないというような、そういう環境整備も必要だと思いますが、そういう注意喚起をどのよ

うに行うか、その２点をお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 再質問についてお答えいたします。 

 本村におきまして、ＰＦＯＳとＰＦＯＡの検査におきまして、ＰＦＯＡが検出されております。

今後、そこの箇所につきましては、国等の動向を注視しまして、県や長野市薬剤師会など関係機関

に御協力いただきながら検査するなど、適切に対応してまいりたいというふうに考えております。 

 また、マイクロチップなどの環境整備につきましては、今いろいろ報道されているところでござ

いますが、こちらにおきましても、国の動向、あるいは、県や長野市薬剤師会などと協議・相談さ

せていただきながら検討してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で沖島祥介議員の質問を終わります。 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 紫区内の村道の道路面に設置されている大型のグレーチング、2.6ｍ掛ける2.1ｍですが、大きな

スリップ事故を誘発しています。早急な安全対策が必要なのではないかという観点から質問いたし

ます。 

 紫区の神社、神明社の手前にある村道のＹ字型交差点で大きなスリップ事故が続いています。 

 今年の７月に発生した交通事故ですが、御近所の方のお話では、車がガードレールに突っ込み、

その車の前方が大破して、運転していた女性が車内に閉じ込められて、救出にも手間取ったという

ことで、けがの程度も重篤でドクターヘリを呼んで長野市民病院へ搬送したということです。この
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場所では、大きな事故が今までも三、四回起きているというお話でしたが、子どもたちの毎日の通

学道路にもなっているので、また事故が起きて、万一子どもがガードレールとの間に挟まれでもし

たら大変なことになると言っておられました。 

 これらの事故原因は、この交差点特有の構造にあることは明らかです。ここの道路面に設置され

ている鉄製のグレーチングの蓋は、思わぬ交通事故を生み出す危険な存在となっています。このグ

レーチングは上り側にあり、常識的に考えれば、交通法規をきちんと守って適正な速度で運転すれ

ば、本来事故にはならない構造なのかもしれません。でも、そう言っていては、また大きな事故が

起きるに違いありません。 

 この路面に設置されているグレーチングは、特別に大型の鉄製で幅が2.1ｍ、軽自動車がすっぽ

り入る大きさ、そして長さが進行方向に2.6ｍもあります。だから、下りで速度が出たままブレー

キを踏めば、たとえタイヤが片側だけその上に載っていたとしても止まれない、欠陥交差点だと思

います。我々通い慣れている人はその危険性を感じており、用心して通過するということができま

すが、初めて通る人で、そんなことは全然知らない人にとっては魔の交差点となっています。 

 質問ですが、１番、滑らないコンクリート製のグレーチング、そういったものがあるかどうかは

分からないんですけれども、あるとすれば、それに交換するなどの早急な対策を考えてもらえない

でしょうか。 

 ２番目、また、根本的な対策が実施されるまでの当面の間、路面の注意を喚起するために赤い三

角コーンなどの設置が必要と思いますが、どうでしょうか。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 村道交差点の安全対策についてお答えいたします。 

 紫区の神明社手前に位置する村道千本松紫線と村道駒場橋紫線が交差するＹ字型交差点における

交通事故の発生状況を須坂警察署にお聞きしましたところ、平成31年以降では、同年１月の冬に起

きた物損事故のほか、令和２年に１件、令和４年に１件、令和６年はこれまでに１件の合わせて４

件の交通事故が発生しておりますが、いずれの事故も、議員が言われますようなグレーチングが起

因するスリップ事故ではないとお聞きしております。 

 そこで、まず初めに、滑らないコンクリート蓋に交換するなどの早急な対策についてであります

が、この道路上に設置されている大きなグレーチングは、平成17年度に県営中山間総合整備事業に

よって排水路整備に合わせて設置されたもので、排水路の流量を計算した上で、従来からあった樋

沢水路と交差することなどから、維持管理の際に人が出入りしやすいような大きな桝とともに、管

理しやすいグレーチング蓋を設置したものでございます。このため、車道上の桝の蓋についてはコ

ンクリート蓋もございますが、重量的に重くなり、人力では容易に取り外しができないことなどか
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ら、管理をする上で課題があるため、比較的軽量なグレーチング蓋を設置したものでございます。 

 そのようなことから、議員御指摘のグレーチングは、村道千本松紫線の上り車線の外側線にかか

る端に設置されているため、役場から下る車輌等が神明社のほうへ右折する際には、相当な内回り

をしない限り、このグレーチングにタイヤがかかることはなく、グレーチングによるスリップ事故

は起きないのではないかと思われます。 

 また、この交差点付近は小中学校の通学路となっていることから、車線幅を狭く見せるためのド

ットラインを設置したり、Ｙ字交差点を垂直に交わるＴ字交差点となるよう、ゼブラゾーンを路面

に表示するなど、標識や路面標示により運転者に減速を促すよう注意喚起をしているところであり

ますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 次に、対策が実施されるまでの間の対応策についてでありますが、先ほども申し上げましたよう

に、議員御指摘の箇所は、既に路面標示などにより運転者に注意を促しているところでありますが、

安全に走行していただくためには、ほかにどのような方策があるのかなどを研究するとともに、車

を運転される皆様には交通ルールや交通マナーを守っていただくよう、啓発してまいりたいと考え

ております。 

 したがいまして、村といたしましては、今後とも交通事故のない安全・安心な村づくりを推進す

るために、警察署や交通安全協会など、関係機関や関係団体などと連携を図りながら、引き続き、

通学路を始め村内の道路の安全確保に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 あの交差点は、千本松あるいは堀之内方面から上ってくる子どもたちの通学道路になっており、

また、北側のほうは、駒場橋のほうから来る子どもたちの通学道路になっています。また、犬の散

歩等で通る人も多いというお話を聞いております。 

 先ほどグレーチングが原因ではないというようなお話をいただきましたが、本当にそうなのか、

ちょっと私は疑問に思います。 

 とにかく、今まで何回もそういう重大な事故が起きているという現実があります。これはやっぱ

り事故がゼロになるように考えていかなければならないという場所だと思います。引き続き、根本

的な原因をよく考えていただいて、対策をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で久保田雄吉議員の質問を終わります。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 
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 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目に、タブレットによる家庭学習の推進をということでお尋ねします。 

 ＧＩＧＡスクール構想は、文部科学省が推進する教育改革の一環として、全国の児童生徒に１人

１台の情報端末、パソコンやタブレットと高速ネットワークを整備する取組で、本村でも児童生徒

１人１台のパソコン端末機（タブレット）や学校内の高速通信網環境などが整備され、教育のＩＣ

Ｔ、情報通信技術化が推進されました。 

 この構想は、ＩＣＴを活用して質の高い学びを実現し、子どもたちの可能性を引き出すことを目

的としていて、次のようなメリットがあると言われています。１つ目に、一人ひとりの学習進度や

理解度に合わせた教育が可能になるということ、２つ目に、主体的、対話的な学びを促進し、深い

理解を目指すことができるということ、３つ目に、教育格差の解消ということで、過疎地や所得の

低い家庭の子どもたちにも平等に教育機会を提供できるということなどです。 

 この構想は2019年に開始され、2021年度までにほぼ全ての小中学校で１人１台の端末が整備され

ました。 

 私も参観日などで子どもたちが使っている様子を度々見させていただいておりますけれども、調

べ物をする、写真を撮るといった基本的な使い方から、それぞれ調べたものや撮った写真をお互い

に見せ合ったり、発表し合う様子、また、高学年や中学生になると、大人顔負けのパワーポイント

などの発表資料を作成し、保護者や友人、ほかの学年の子どもたちの前で発表するなど、一人ひと

りに合わせた教育、主体的、対話的な学びが進んでいることを感じております。 

 そこで、ＩＣＴ化推進のこれまでの成果と今後の展望について伺います。 

 １つ目に、これまで児童生徒１人１台のパソコン端末機（タブレット）や学校内の高速通信網環

境などが整備されてきましたが、この整備によってもたらされた変化と成果についてお聞かせくだ

さい。 

 ２つ目に、近隣の自治体では、タブレットを家庭学習でも利用できるようになってきているとい

うことを聞いております。本村での取組状況を教えてください。 

 ３つ目に、我が家には今年、小学生が２人、中学生が２人おりますが、タブレットの家庭学習利

用をしている様子がありません。タブレットの家庭学習利用、持ち帰りが進まない理由を教えてく

ださい。 

 ４つ目に、タブレットの家庭学習利用、持ち帰りが進むことで、子どもたちが必要な場面で、最

適な場所で、多様な他者との交流・協働に、目的に応じて自由自在に学ぶことができると考えます。

本村の子どもたちに対して、ＩＣＴ端末を利用した今後の展望についていかがお考えでしょうか、

答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 
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○教育長（澁谷茂夫） 

 タブレットによる家庭学習の推進についてお答えいたします。 

 国が示した学校における高速大容量のネットワーク整備や児童生徒に１人１台のタブレット端末

の整備を行うＧＩＧＡスクール構想事業により、令和２年度におきまして、小学校では350台、中

学校では184台のタブレットを導入し、授業などにおいて活用しております。さらにタブレットを

有効活用するため、小中学校へＩＣＴ支援員を配置し、子どもたちや先生のサポートを行っている

ところであります。 

 そこで、まず初めに、児童生徒１人１台のパソコン端末機等の整備による変化と成果についての

お尋ねでありますが、小学校におきましては、これまで教科書や資料を見たり聞いたりする授業を

中心に行ってまいりましたが、ＩＣＴ機器を導入してからは、個々に配布されたタブレットの様々

な機能を活用しながら学習していく方法が追加されました。 

 例えば、小学校３年生の社会科の授業では、商品についているバーコードが何のためにあるのか

を調べるため、バーコードにどのような情報が書かれていて、どのように使われているのかを自分

でプログラミングして確かめながら学習しており、これまでより分かりやすく、興味の持ちやすい

授業に変わってきております。 

 一方、中学校におきましては、自分で決めたテーマについて調査する学習の中で、これまで紙資

料などを複数用意していたものが必要なくなり、タブレットを活用することでスムーズに行えるよ

うになりました。また、レポート作成には、スライドアプリを使用することによって多くの情報を

分析し、自分なりに結論を出す活動とともに、まとめたことを発表したり、他人に伝えたりする活

動に利用しております。 

 このようなことから、タブレットの導入によって発表する機会が増えたことに伴い、友だちと共

同して考える力や発表する能力の向上など、これからの社会で生かしていくことができる力が培わ

れているものと思っております。 

 次に、タブレットを活用した家庭学習での取組状況についてでありますが、本村では、昨年度よ

りタブレットの持ち帰りルールを作成し、タブレットの持ち帰りを可能としています。 

 しかし、タブレットを用いての宿題は、先生方により多少の差はあると思われますが、全体的に

あまり実施していない状況であり、学習帳やプリントによる宿題が主となっている実情でございま

す。 

 次に、タブレットの家庭での利用や持ち帰りが進まないことについてでありますが、先ほども申

したとおり、昨年度からタブレットの持ち帰りは可能としております。 

 一方で、先生方は、以前から行われている学習帳やプリント等による家庭学習の課題を重視する

傾向があると感じております。これは、先生方の１日の動きの中で、宿題の確認をすることが紙媒

体のほうが容易であるとの認識や、児童生徒にとっては、例えば、計算ミスや考え方の誤りを見直
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すためには紙媒体のほうが見えやすいことも要因の一つであると考えられます。 

 また、家庭にウェブ環境がない児童生徒にとりましては、宿題をダウンロードして持ち帰り、学

校でウェブ環境によって提出する煩雑性などの課題のほか、学校でも家庭学習でもタブレットを使

用することによる目の健康や脳への影響、さらには、以前からウェブ環境から子どもを守る姿勢も

大事にされてきたこと、また、数年前までには盛んに話題となっておりました、小学生のかばんが

重たい問題から、その日に学校や家庭で必要のないものはできるだけ持ち歩かないことが広まって

きたことなど、様々な要因によるものと考えております。 

 次に、ＩＣＴ端末を利用した今後の展望についてでありますが、議員御指摘のように、学校では

ＩＣＴ機器を利用した多様な学び方により、教育的効果は大変大きなものになってきております。

さらに、子どもたちは大人が思う以上にタブレットの操作に慣れている子どももおり、子どもによ

っては、大人よりも高度な知識を有している子もおります。 

 このため、児童生徒の個々のタブレットには、学校でも家庭学習でも使うことができるようなｅ

ライブラリーというソフトを導入しております。宿題での家庭への持ち帰りは利用が可能でありま

すので、必要に応じて大いに利用していただきたいと思っております。 

 さらに、ＩＣＴ支援員等により、子どもたちや先生方にとって、やりたいことが現実化できるよ

うに支援を行っておりますので、教育委員会としましては、学校やＩＣＴ支援員とも連携して、今

後も進化していくＩＣＴ環境に対応していくことができるよう、様々な支援に努めてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 家庭学習で利用できるようになっているというお答えをいただきました。 

 御相談いただいた方で、学びの教室ですとか、そういうところへ行っている方から、タブレット

が家庭学習で使えると、もう少し家庭でも学びの推進につながるんじゃないかということを学びの

教室の先生に言われるんだけれども、高山小学校は持って帰れないようになっているからできない

よねというふうに言われて、困っているというお話がありました。 

 その辺、どのようにそういうところと、学びの教室に行っている方で、使いたいという方がいた

場合、使えるようになるのか。学びの教室の先生が、高山小学校は持って帰れないようになってい

るからと思っているところは、どうしてそういうふうになっているのか、教えていただきたいです。 

 それと、２番目に、目の健康、脳への影響、かばんが重たいなど、もちろんその辺は私も気にな

るところであります。我が家も、もし家庭学習利用が進んで、小中学生がみんなタブレットを持ち

帰ってくると、今まで気にしていなかったことですけれども、管理の問題、メディア依存の問題、
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不安に思うことはたくさんあります。ただ、メリットも多いということで、ほかの自治体は進んで

いるということがあります。ほかの自治体が進んでいるのに、目の健康や脳への影響やかばんが重

たいということで、高山は進んでいない。進めないというか、それでも進めていこうというような

ところはありませんでしょうか。教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 再質問にお答えいたします。 

 タブレットの決まり、小学校、それから中学校で作成しておりまして、その中に、小学校では、

タブレットの持ち帰りは担任の先生の指示に従うというような文言があります。中学校のほうでは、

家庭学習に使用することを学校が認めた場合には家庭への持ち帰りができますと、学習以外の目的

では使用しませんというような、そんな内容が書かれておりますので、よろしくお願いしたいと思

います。学校と子どもたちと相談していただいて、やっていただければなというふうに思っており

ます。 

 それから、他の自治体の話でありますが、県内では、例えば小学校では、高山ではｅライブラリ

ーというソフトを使っているわけなんですけれども、それ以外に、ちょっと商品名は控えさせてい

ただきたいと思いますけれども、何種類か、タブレットにソフトを入れている学校もあります。話

を聞きますと、１台当たり2,200円から２千五、六百円ほどかかるのかなというようなことも聞い

ております。保護者負担が増えるかなという部分もありまして、これをいろいろお聞きしますと、

いろんな声があり、ゲームのように楽しみながらできるんだという意見、それから、いつでも空い

ているときに自由にできる、それから、スイッチオンで気軽に始められるというようなお考えをお

聞きする反面、否定的な意見になってしまうのかなと思うんですけれども、勉強がちょっと表面的

なのかな、飽きることもあるのかなというようなことや、それから、宿題は結局ドリル帳や練習帳

は必要なので、それは買っているので、その代わりにはならないなというような意見もあったり、

プリント類の印刷も減らないな、そんないろんな声も聞かれる中であります。 

 それから、中学校では教科性もあったり学習内容も複雑なので、小学校に比べて持ち帰りは進ん

でいないかなというふうにも思って、話をいろいろ聞いておるところであります。 

 中には、毎日、中学生、家に持ち帰っているというような、県内でそんな中学校もあるように聞

いております。教室の横にあります連絡黒板といいますか、あしたの予定を書いていくものをグー

グルのクラスルームで行っていて、それを持って帰るので、書く部分がなくなっているというよう

な、それに対しても賛否両論、いいかよくないかは判断が分かれるところでありますけれども、そ

ういう学校がある一方で、そんなふうにしていたんだけれども、よい使い方ができていないために、

持ち帰りをやめたというような学校の話もいろいろ聞いておる中で、そのようにお話をさせていた
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だいたところであります。 

 教育委員会として、学校関係者の皆さんの意向に沿って研究していきたいなと思っています。先

生方が教室でやりたいことが現実化できるように、本村ではＩＣＴの支援員を授業に付き添うこと

ができるように配置しております。本村は小中１校ずつですので、かなり自由度が利いて、濃い支

援ができるかなというふうに思っています。そんなところに力を入れているところであります。 

 そんなようなことで、ＩＣＴ機器を使っての共同的な学びは可能な状況になっているかなという

ふうに思いますので、教育委員会としては、学校の考えに沿って、支援すべきと思われるところは

考えていって、無駄なものや費用対効果が薄いものがあれば、変えていきたいなというふうに思っ

ています。学校の願いに沿って支援をしてまいりたいというふうに思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再々質問をお願いします。 

 もちろん紙の代わりにとは私も思っていません。紙で手を動かして計算をするだの漢字を書くと

いうことも、もちろん大事です。今言ったように、毎日漢字を練習する、計算を練習するというこ

とと同じように、やはり毎日端末をちょっとずつ使うことで、どこでもいつでも使っていくという

こと、鉛筆と同じような教具になっていくんじゃないかということを、ＧＩＧＡスクール構想が始

まったときに、やはりこういうふうにやっていくために家庭学習利用を推進していくべきだという

話もありました。賛否両論、もちろんあるのは分かります。その上で、一度やってみるというよう

なことはできないでしょうか。 

 それと、先ほど、持って帰れないと思っているような状況があるということを言いました。いつ

でも、どこでも学習ができるということと、あらゆる児童、どんなお子さんでも、どんな御家庭で

も、どういった特徴のあるお子さんでも学びが保障されるということは大事です。学校に通える子

どもは対応できるけれども、そうではない子には対応できないということになりかねませんでしょ

うか。その点お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 毎日端末を使うということについては、使い過ぎもというようなお話もさせていただきましたけ

れども、これからの子どもたち、そこも重要なことだろうなというふうに思います。そういうこと

も含めまして、学校とよく相談しまして、家庭学習の在り方というようなことをどんなふうに考え
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ていったらいいかなということをまた考えていただきながら、教育委員会として支援をしていきた

いなというふうに思っております。 

 それから、学校に行きづらい子どものお話もされましたけれども、また、それについての対応も、

それとはまた別の問題かなというふうに思いますので、よく話をして、どんなふうな対応ができる

かなというようなことを、どんな可能性があるかということですけれども、考えていきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

午前11時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 まず、午前中の質問に対して要望を１つさせてください。 

 タブレットについて家庭学習可能になっているんだけれども、学校では理由があって積極的には

なっていないので、よく相談をしながら進めていきたいとのことでした。 

 家庭学習利用ができることで、学びの幅が広がる、助けになる、利用したいんだという声が実際

にあります。学校側の実情ももちろんですけれども、子どもたち、そして保護者の声もきちんと聞

いていただいて、誰一人取り残さない学習環境の整備を強く要望して、１問目の質問を終わります。 

 ２問目の質問に移ります。 

 子ども達の「やりたい」が実現できる村にということで、現在進められている中学校部活動の地

域移行についてお尋ねします。 

 令和２年、持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要として、部活動改

革、部活動の地域移行が令和５年度から段階的に進められてきています。 

 しかし、都市部と違って、地方へ行くほど少子化の影響は大きく、また地域人材の確保の困難さ、

さらに子どもたちの移動の難しさなど、課題が山積している状況です。本村も例に漏れず、同じ課

題を抱えている状況ではありますが、今後、子どもたちの「やりたい」が実現できる村にしていく

ための展望について伺います。 
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 １つ目に、令和５年11月15日に高山村中学生スポーツ・文化活動運営委員会が開催され、移行に

関わる文部科学省からの概要や地域クラブ活動の在り方等に関するガイドライン、また、移行に向

けたスケジュールが示されましたが、その後、運営委員会が開かれていないと認識しております。

現在、どういう状況でしょうか。 

 ２つ目に、高山村の地域クラブ活動の全体像として、どのような姿を考えられているのでしょう

か。 

 ３つ目に、高山村の子どもたちの「やりたい」を高山村としてどのように保障していくおつもり

でしょうか。 

 ４つ目に、部活の地域移行は、その意義や目的を見ても必要だとは思っています。しかし、現在

村で進めている移行の状況を保護者としても見てみると、移行のガイドラインに合わせていくこと

が主になっていると感じています。どのように進められていますでしょうか。 

 ５つ目に、先ほどと同じですけれども、部活動の地域移行は、先生方の働き方改革とともに教師

の成り手不足の解消にも関わる大切な施策と理解はしております。しかしながら、部活動の主役は

子どもたちです。この移行に対して子どもたちの意見を聞く、子どもたちと話をするという機会を

設ける予定はありませんでしょうか。答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 子ども達の「やりたい」が実現できる村についてお答えいたします。 

 これまで、中学校の部活動は、生徒のスポーツ・文化芸術等に親しむ機会を確保する中で人間関

係の構築を図るとともに、自己肯定感を高め、自主性や責任感を養うなど、中学校教育課程の中で

大きな役割を担ってきております。 

 その一方で、練習の長時間化や過熱化が生徒の心身の健康にとって負担になっているという指摘

や、部活動の経験が必ずしも生涯にわたって生かされるものとなっていないのではないかという

様々な課題が指摘されております。さらに、近年では、全国的に少子化が急速に進んでいる影響や

それに伴う教職員数の減少のほか、教職員の働き方改革の課題もあり、部活動の地域移行によるス

ポーツ・文化環境を整備していくことが喫緊の課題となっていることから、本村におきましても、

その対応に取り組んでいるところでございます。 

 そこで、まず初めに、高山村中学生スポーツ・文化活動運営委員会の開催に関するお尋ねであり

ますが、これまで運営委員会は毎年１月中をめどに開催し、当年度の活動の様子や次年度の方向に

ついて協議をしてまいりましたが、昨年度は部活動の地域移行についての課題から、県が示す方向

を共有する必要がございましたので、通常より早めの11月に開催させていただいたところでござい

ます。このため、本年度については、地域移行の現状を踏まえて、中学生スポーツ・文化活動小委
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員会で様々な観点から協議をしていただき、12月をめどに運営委員会を開催させていただきたいと

考えております。その際は、高山村部活動地域移行推進計画（案）をお示しし、現状や今後の方向

について議論していただきたいと考えております。 

 次に、地域クラブの全体像についてでありますが、地域クラブ活動の目的は、「互いの立場や考

えを尊重し、信頼し合える温かな人間関係を構築できる力」や、「自ら課題に気づき、解決に向け

て考え、仲間と共に行動できる実践力」を養っていく場でありたいと考えております。 

 これまでの部活動は、競技志向の強い活動が行われてきたために、スポーツや文化芸術等を楽し

みたいという生徒や運動等が苦手な生徒など、多様な生徒のニーズに十分に対応できていないとい

った課題がありました。このため、地域移行に際しては、小委員会を構成するスポーツ少年団や総

合型スポーツクラブ、文化協会等の御意見もお聞きしながら、近隣市町村との連携を図るなどして、

生徒の志向を踏まえた上で最適化を図っていく必要があるものと考えております。 

 このため、遅くとも令和８年度末には休日を地域へ移行しなければならないことから、活動によ

っては、平日の学校部活動と休日の地域指導者との体制が混在してくる場合もございます。このた

め、学校と地域指導者との十分な連携を図っていく必要性や、一般に地域クラブにおいては、保護

者の皆様の協力が不可欠になってくると思われますことから、協力体制についても十分検討してま

いりたいと考えております。 

 次に、子どもたちのやりたいという思いを村としてどのように保障していくかについてでありま

すが、令和６年４月時点における本村の全校生徒のうち、部活動に加入している生徒は約半数であ

りますが、近年、生徒数の減少により、部活動に在籍する生徒数は減少の一途をたどっております。 

 さらに、毎年６月から９月には３年生が部活動を引退しますので、下半期の活動が困難となる部

が多いことが課題となっております。本年９月の時点では、１年生が１名しか在籍していない部は、

女子バレー、女子バスケット及びサッカーで、今年度下半期や来年度以降において部活動の在り方

に課題が出てきております。 

 このような状況の中で、今後も少人数であってもやりたいと思って頑張る子どもたちの活動が継

続できるように、今後行われる中体連大会等の出場に際しては、近隣市町村の中学校と合同で練習

し、大会に出場できるよう対応しております。また、須坂市とも協議を行い、９月から月１回では

ありますが、休日に行うクラブを男女のバレーボールとサッカーで３月まで試行することといたし

ましたことなどから、今後もやりたい思いのある子どもたちの活動を支援するため、休日に行う地

域クラブを近隣市町村と協議・連携する中で広げていく必要があるものと考えております。 

 次に、部活動の地域移行の進め方と子どもたちと話をする機会を設けることについてであります

が、部活動の地域移行は、各自治体にとって大きな課題であり、様々な会議や研修の場においても

協議を行ってきております。また、近隣の須坂市、小布施町とも協議・連携の場を設けて、現状の

把握に努めながら連携の在り方を協議しているところであります。 
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 さらに、本村では、９月上旬をめどに小学校５、６年生及びその保護者、並びに中学校１、２年

生とその保護者を対象とした現状の活動と意識に関するアンケートを実施し、今後、検討する上で

参考にしてまいりたいと考えております。 

 このような中、中学生スポーツ・文化活動小委員会では、このアンケート結果を踏まえつつ、県

のガイドラインに合わせた形で、「高山村部活動地域移行推進計画」の策定に向けて準備を進めて

まいることとしております。したがいまして、教育委員会としましては、子どもたちのスポーツ・

文化活動が適正な活動となるよう推進してまいりますが、一方で、協力いただける地域指導者を探

していくことが必要不可欠であり、最も大きな課題であると考えております。 

 子どもたちがやりがいを持って活動できるよう、引き続き鋭意努力してまいりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 高山村中学生スポーツ・文化活動運営委員会に関しては、毎年やっているものだという御説明を

いただきました。 

 昨年は、地域移行のことがあったので早めにやられたということでしたけれども、この委員会、

保護者会も皆さん出られます。小委員会のメンバーがどういうメンバーで、どのように今進んでい

るのかということを教えてください。 

 保護者の意見がどこに行けば伝わったのか、私も保護者会長をしておりますが、分からない状況

にありました。保護者が思っていること、とてもたくさんあったかと思うんですけれども、その辺

はどのようにお考えでしたでしょうか。 

 それから、地域指導者を探していくことが課題と、教育長おっしゃいました。地域指導者をどの

ように探していくか、どのように集めていくかということ、何か計画がありましたら教えてくださ

い。 

 また、子どもたちや保護者の意見を聞く機会を設けるということがありました。どうしても高山

村にいて何かやりたいとなると、ちょっと難しい、人数が集まらないところが出てきております。

私も次女が吹奏楽部、１人ですので、存続の危機にありましたが、今年は１年生がたくさん入って

続けているような状況にありますが、例えば吹奏楽部、ほかの部活もそうですけれども、大会の在

り方と部活動の在り方と、なかなかマッチしていないんじゃないかなということを保護者として活

動を一緒にしていく中で感じています。 

 活動の時間をガイドラインに合わせて、今少なくするようにというようなところで、どうしても

子どもたちの活動を守るというよりは、ガイドラインに沿っていくというようなところを強く感じ
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るんですけれども、先ほど、長時間化すること、過熱化することが問題だということがもちろんあ

りました。でも、必ずしも高山に関して、部活動に関していえば、楽しんで大会に出て活動を維持

してきたというようなところがあるんじゃないかなと思います。長時間化や過熱化のところを見れ

ば、時間を短くしなさいということも分かるんですけれども、４月に楽器を始めた子が８月に大会

に出るに際して、どんどん時間を減らしていくように言われている中で、なかなかプレッシャーで、

曲を１曲演奏していくのが大変だったということもあります。 

 部活動をやることの意義だとか、そういうこともあると思うんですけれども、保護者や子どもた

ちのアンケートを取るということですけれども、聞いてどうされるか、分かったら教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 幾つか御質問があったと思います。 

 まず、小委員会のメンバーということでありますが、これは総合型スポーツクラブの長、それか

らスポーツ少年団の長、文化協会の長などのほか、中学校部活動の顧問、教頭先生、校長先生等に

お集まりいただき、協議していきたいというふうに考えております。 

 続いて、保護者で思っていることというようなことですけれども、これは最後の問題とも関わり

があることかなというふうに思いますが、それぞれその活動によって考え方、捉え方、意見が違う

のかなというふうに思います。それぞれの保護者会がありますので、学校では地域指導員が指導さ

れておりましても、学校の担当顧問がおりますので、そういった保護者会で感じていること、それ

から方針等、また把握できるようにお聞きしていきたいというふうに思っております。そんなとこ

ろでまとめていただければありがたいなというふうに教育委員会としては思っております。 

 それから、地域指導者が困っている部分ですけれども、募集の仕方というようなことであります

けれども、本村は非常に規模としては小さいことなので、こんなことができる指導者というのは案

外見えやすいところで何とかお願いしていたり、それから、いろんな話の中で紹介していただいた

りしながら、今までお願いをしてきたところがあります。どんなふうにこれを募集していくかとい

うようなことについても、募集といいますか、探していくかということについても、また今後、検

討していかなければいけないかなというふうに思います。非常に見えやすいところはあるんですけ

れども、なかなか手詰まりのところもありまして、今後どんなふうに考えていけばいいのか、また

考えていきたいというふうに思っています。 

 それから、アンケートをどのようにするのかということでありますが、アンケートの内容は、そ

んなに複雑なものではなくて、すぐに教室で短時間、タブレットで答えられるようなものでありま

すし、保護者のほうも手間なくできるようなことを考えております。主には今の状況ですとか、そ

れから、今後ほかの市町村、特に須坂市と連携していった場合に、どんな意識を持っておられるの
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だろうかというようなことを一番は知りたいなというふうな意味合いを持って、アンケートを取ら

せていただきたいというふうに思っています。そんな状況を見ながら、子どもたちの意識、それか

ら保護者の捉え方、かかる費用も幾らまでならば気持ち的にどうなんだというようなことも含めま

して、把握して、前に進めていきたいなというふうな狙いでありますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再々質問をお願いします。 

 指導者についてですけれども、先ほど、募集と教育長もおっしゃいましたが、広く募集するとい

うことも一つ考えではないでしょうか。知らないうちに決まっていてというよりは、地域でという

ことなので、地域全体に募集をかけて、やっていた人がどこかにいるかもしれない、活動していた

人がいるかもしれないということもありますので、広く募集することについてどう思われるかとい

うこと。 

 それから、やはり部活動だったということの意義はすごく大きいと思うんです。公教育に対して

部活動であったこと、学校が終わってすぐに活動に移れるということ、移動の時間とかを合わせる

必要がなく、待つ時間がなかったりとか、一度家に戻らなきゃいけないということがないなど、そ

ういったことも家庭の負担ではなかった。子どもたちも負担にはなっていなかった。そういうとこ

ろはメリットというか、公教育の中で部活動をするということの意義だったと思います。 

 また、クラブ活動はやっぱりハードルが高くて、やるとなると、えいやあというのが必要ですけ

れども、部活動だからやってみられるということがありました。ちょっとやってみて、もちろんや

めないようにというような誓約書も書いたりもするんですけれども、部活動だから、ちょっとやっ

てみるができたんじゃないかなというふうに思っています。やっぱり大きいのは金銭的負担が少な

かったこと。このようなことが保障される必要があるかなと思います。国のほうでしっかりそこも

見ていってもらわなければならないとは思うので、要望として上げていくべきだとも思いますが、

その部分、資金面だったり移動する手段について、村で見ていくというような考え方はありません

でしょうか。 

 あともう一つ、スポーツに関しては総合型スポーツクラブとか、スポーツ少年団とかがあります

けれども、高山村は文化協会があります。獅子舞、神楽のほうもあるかと思います。そういったと

ころに子どもたちが体験というか、関わっていけるような道筋も、部活動ではないけれども、地域

移行の中で毎日でなくてもいい、月に１回の活動でもいいから、そういうのも１つ、やってみたい

の中に入っていくと、少し高山村の地域移行として考えられるかなと思いますが、いかがでしょう
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か。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 たくさん質問をいただきましたので、１つずつ整頓していきたいと思います。 

 まず、広く募集をしてはどうかというようなこと、そんなふうにも考えていきたいと思います。

今までは、案外これができるということは、その立場の人から次の人というような、つながりで探

していったところがあります。広く募集ということも含めて、また考えていきたいなというふうに

思っております。 

 それから、部活の意義だったところというのは、メリットとして大きいというふうにお話しでし

たけれども、私もそう思っています。部活は部活で、やはり先生を通しての指導というものは、一

つ学校生活の中で密接に関わってきた部分もありますし、地域移行を否定するわけではありません

けれども、大切だったところというのは私も感じておるところであります。 

 そういったことで、今、高山では、とにかく休日を地域指導員にお願いできるような体制で手当

てをしているところでありますけれども、平日においては、まだ部活の部分を残しつつ、その辺ど

んな関りができるかということも含めて、子どもたちにとっていいということが大事でありますの

で、考えていきたいというふうに思います。 

 部活だからちょっとやってみられるというような、そんな話もいただきましたけれども、地域ク

ラブになっても、ちょっとやってみられるというような気持ちも大事なんだろうというふうに思い

ます。これからは、やはりほかの市町村と連携していかなければいけない時代がもうここへ来てい

ますので、そんなところでも、地域クラブであっても、ちょっとやってみたいという、そんな形の

ものを協議してつくっていかなければいけない時代なんだろうなというふうにも思っています。 

 それから、金銭的な話がありました。村では部活動の支援員をお願いするに当たり、国と、それ

から県と市町村で３分の１ずつの費用を負担して、部活動支援員という形でついていていただいて

おります。そういった部分が今後継続できるかということについては、まだこれは県のほうにも問

合せをしているわけなんでありますけれども、なかなか未来については確定できないというところ

があります。令和８年度以降、休日においては地域クラブであって、休日については部活ではない

んだという捉え方であるならば、部活動指導員という３分の１ずつの手当というのはどうなってし

まうのかというようなこともお尋ねしているわけなんですけれども、それは国の考えもありますし、

国のほうも３分の１でありますし、その部分では難しいことかなというふうに今考えておりまして、

その要望は県のほうに強くさせていただいている現状であります。 

 それから、次に、獅子舞というような、とてもすばらしいというか、いい方向だというふうに思

います。そういった伝統文化とか、いろんなものに興味を持って、大人と一緒にできるというよう
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なことが地域化の一番目指すところかなというふうに考えています。そんなほうにも進んでいけた

らというふうに考えておりますが、今のところは、今、部活動をどうするかというような課題が喫

緊のところでありますので、令和８年度末に向けて、そんなところに向かっておりますので、そこ

のところはとても大事だというふうには考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 地域移行ありきではなくて、本当に子どものため、学校のためになるように、いろいろなニーズ

もありますけれども、様々なやり方があると思います。高山村らしいやり方で進めていっていただ

けたらと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従い２項目について質問いたします。 

 初めに、村公共交通計画について質問します。 

 平成29年に改編施行された村地域公共交通計画の見直しが、来年度に向けて進められています。 

 本村の基幹路線は長電バスが担っておりますが、基幹バス路線から離れている地域には、ふれあ

い号奥山田牧線、牧場線、高井中山乗合タクシーを走らせております。 

 令和６年３月に高山村地域公共交通計画が発表されましたが、利用者は年々減少しているようで

すし、村の財政支出も年々増加しているということであります。計画書によりますと、以前のバス

路線による利用者は年間15万人ありましたが、改編後の利用者は５万人となりました。その理由と

して、路線変更と便数の減少が大きな要因とされております。 

 本計画については、以前、他の議員からも一般質問がなされてきましたが、なかなか前向きな答

弁は得られていないというふうに感じております。 

 私は、今年の７月に東筑摩郡朝日村に視察に行きました。朝日村は、人口4,000人ほどの村で鉄

道はありませんし、多くの高校生は松本市や塩尻市にバスと鉄道を利用して通学しております。朝

日村において、村単独の公共交通網を建設ということは大変難しいというふうに思いますし、村内

には高校や施設の完備した病院もありません。また、商業施設も十分とは言えませんので、交通弱

者に対する足の確保は重大な課題であります。 

 そこで、松本市などの協力で、塩尻市の広丘駅までと松本市波田までのバス路線が開設されてお
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ります。そのほかに、村内どこからでも、村内のバス停や村外の商業施設まで行ける予約制のデマ

ンドタクシー、くるりん号と称しております。また、お買物バスを週２回、村外の商業施設まで走

らせております。 

 さて、本村は世帯当たりの車の所有数が多く、必要に応じて、家族の医療機関への送迎や食料品

の購入のために村外まで出かけていらっしゃる方が多数です。 

 ところで、本村の交通弱者は、ではどうするのか。村の基幹路線である長電バスも、路線維持の

ためということで高校生の定期代に70％の補助をしておりますが、昨年は38人の利用と聞いており

ます。残念ながら、利用者は少ないのではないでしょうか。また、高齢者には割引乗車券のＫＵＲ

ＵＲＵを用意しておりますが、こちらも利用者は減少傾向というふうに報告されております。 

 そこで、私もできるだけ個人としても知恵を尽くしたいというふうに思っておりますが、２点に

ついて質問いたします。 

 １つ、村では高井中山乗合タクシーのデマンドタクシーがありますが、利用できるのは、高井・

中山地域の皆さんでしかありません。年間の利用者は、2022年が298人ということでしたが、これ

を村内全域で利用できるように拡大を求めたいと思います。 

 もう一つ、２番、来年秋には須坂にイオンモールが開業します。足の心配をしないで、本村から

乗り換えなしで、直通のお買物バスというものも運行できたらというふうに思いますが、ぜひ実行

していただければというふうに思います。 

 以上、２つの答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 村の公共交通計画についてお答えいたします。 

 村では、公共交通における今後の目標や施策等を示した第２期の運行計画の基となる「高山村地

域公共交通計画」を前年度に策定しました。 

 この計画に基づき、令和６年度におきましては、日々の生活に必要となる効率的かつ持続可能な

移動手段の確保を図るため、詳細な運行を取りまとめた「高山村地域公共交通再編実施計画」の策

定作業を進めているところでございます。 

 そこで、まず初めに、デマンドタクシーを村内全域で運行することについてのお尋ねであります

が、現在運行しておりますデマンドタクシーは、交通空白地帯となる高井・中山地区を対象に運行

しておりますが、村内の限られた地域のみの運行形態であることなどから、過去３年間の年間利用

者数を見ますと300人程度で、１日当たりにしますと１人未満でありますことから、極めて利用頻

度が低い状況にございます。 

 したがいまして、議員御提言のデマンドタクシーを村内全域に拡大することにつきましては、利
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便性を高める上でも有効であると考えられますので、運行方法の一つとして検討してまいりたいと

考えております。 

 次に、イオンモール開業後の直通買物バスの運行についてでありますが、運転免許証の返納など

により移動の手段がなく、日々の買物が困難になっている高齢者等への支援は喫緊の課題であり、

村民の皆さんの足となる公共交通はますます重要となってくるものと思われます。 

 一方、本村の公共交通を取り巻く環境は、人口減少による利用者の減少や交通事業従事者の不足

等により、路線バスの減便を余儀なくされ、大変厳しい状況となっております。 

 このため、議員御提言の須坂長野東インター周辺で整備が進められているイオンモールが開業し

た際における買物支援バスの運行についてでありますが、現在におきましては、交通事業従事者の

不足等に加え、運行費用等の面から考えますと、大変難しいものと考えております。 

 しかしながら、買物に行きたくとも車等がないため買物に行けない方も含めて、イオンでは直接

バスの運行を検討されているようにお聞きしておりますので、今後の動向に注視してまいりたいと

考えております。 

 したがいまして、今後とも村民の皆様を始め、誰もが利用しやすい公共交通システムの構築に向

けて策定業務を進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問をいたします。 

 村長に１点お聞きしたいと思います。 

 先日、奥山田の方から、奥山田ほうの小学生が朝、通学にバスに乗るわけですが、そうすると、

約40分ぐらいかかって、バスに乗っているということを聞きました。大変これは、なかなか小学生

の低学年ですので、つらいというふうに思いますし、もう少し短時間で学校に着けるようにならな

いものかということで、こちらのほうは路線の変更とか、ダイヤ改正などで対応できるのではない

かというふうに思うんですがということをお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 今の質問についてお答えします。 

 現在やっています公設のあれは、ＹＯＵ游ランドでありますので、接続接点で若干の時間とか、

そういうふうなものがあったりして、そして、必ずしも接続時間が万全を期しているという状況に

はないというふうに、なるべく利便性のいいようなダイヤはつくっている状況ですけれども、今、

御指摘のあったようなことは、必ずそういった点でいろいろありますので、今後の計画の中でそう
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いったことがないように、それにはどういうルートがいいのか、その辺を十分また検討してまいり

たい、このように考えておりますので、御指摘をありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再々質問いたします。 

 先ほどは、デマンドタクシーについては有効というようなお話もあったりして、前向きに御検討

いただくというようなことだというふうに思います。 

 当然、今現在も奥山田のほうの皆さんがもしいらっしゃって、例えば役場や農協辺りで用事を済

ませて、そしてそこへ行くまでに定期バスで来るわけですが、それで農協や役場で用事を済ませて、

終わってみたら割合に時間が早く終わったというような方については、帰りにまた１時間とか２時

間待ってバスに乗るというのは大変つらいというふうに思いますので、そういう方には前もって予

約、デマンドタクシーがもし利用できれば、大変ありがたいなというふうに思います。 

 あわせて、今の答弁でありましたイオンモールの関係ですが、こちらのほうもふだんは車でとい

うか、バス路線で須坂辺りで買物されたりという方がいらっしゃったり、例えば、宅配サービスを

受けられている方もいらっしゃるだろうというふうに思います。そういう方も、たまにはじかに商

品を見て買いたいという方もおられると思うんです。そういう方のためにも、もう一つは、我々も

いつかは免許の返納とか、そういうこともあるだろうというふうに思います。御家族の中に運転が

できないという方も当然出てくるだろうというふうに思います。そういう方に向けて、イオンモー

ルも含めて、直接村内で車に乗車して行けるというようなことも、ぜひ御検討いただきたいという

ふうに思うんです。 

 ただ、その中で、先ほど言いました朝日村についてお話しする中で、やっぱり朝日村は松本市と

か塩尻市と一緒に松本地域公共交通協議会をつくって、その中で運行されているわけです。高山村

の場合は、交通協議会というものが村内だけというふうに聞いております。やはりこれは今後、須

高も含めた形で、もっと大きな目で、当然須坂や小布施のほうにも免許返納者は出てくるというふ

うに思いますので、そういう地域の皆さんと併せて交通協議会をつくっていただければなというふ

うに思います。 

 それで、朝日村についてちょっと一言言いますと、村の運営用の負担は約2,500万だそうです。

本村は今回の決算書でいくと、私が見た限りということですが、6,000万ぐらいかかっているふう

に思うんです。違ったら、また後で、委員会でお話しいただければと思うんですが、それが実際の

地方交付税なども入れると、2,500万が約500万ぐらいで済むというようなこともおっしゃっており

ました。そこに幾らかの齟齬があるのかどうか、ちょっとそれは分かりませんが、そのように大分

差があるというふうに思いますので、ぜひ今後の長期の期間を見ていただいて、やっぱり須高地域
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全体の交通協議会というのをつくっていただくということも、ぜひ取り組んでいただければなとい

うふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 ただいまの再々質問についてお答えさせていただきます。 

 先ほど、湯本議員のほうから朝日村の例を取り上げられまして、松本地域における公共交通協議

会の関係を含めた中で、須高地域において公共交通協議会、須高全体で連携していったらどうかと

いう御質問でございます。 

 現在、高山村では、単独の交通協議会を設置して協議しているところでございます。 

 直接買物に行く際の買物バスでございますとか、村内においても商業施設、買物できる場所とい

うものが少ないものでございますから、須坂のほうに直接公共交通で行きたいという要望等がたく

さんあることは承知しております。 

 今後、直接行ける買物バスですとか、新たな公共交通の運営形態を見据えて、また今後検討して、

須坂、小布施、須高地域とも検討できる場ができればと思いますので、検討課題とさせていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ぜひ御努力をお願いしたいと思います。 

 それでは、次に、マイナ保険証についてお聞きします。 

 政府は、今年の12月２日から紙の健康保険証の廃止を決定しました。そのため、12月２日以降の

保険証は発行せず、マイナンバーカードを所持していない人やマイナカードにひもづけしていない

人には、５年間有効の資格確認書を発行するとしました。 

 そもそもマイナンバーカードは任意で作成するもので、まして、保険証をひもづけするかどうか

は個人の選択によるものです。ところが、政府は、マイナ保険証がなくては医療機関を受診できな

いというようなキャンペーンも張って、急がせてきております。 

 さて、９月３日の信濃毎日新聞社説において、マイナ保険証について、反対意見を受け止めよと

掲載しております。 

 また、信毎は９月２日にもマイナ保険証について報道しておりますが、この９月２日の紙上では、

８月９日から18日までに、全国の地方紙が合同でアンケートを取ったということを言っております。

そこでは、「マイナ保険証をやめて」が42％、「マイナ保険証を残して選択制に」が39.8％、「一

本化してほしい」は18％で、「現行の保険証を残してほしい」が８割を超えていると言っておりま
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す。その理由は、「紛失時のリスクや手続が心配」、「自分の情報が漏れることを心配している」、

これらが59.8％もあるということで、名古屋大学の稲葉という教授が、「マイナ保険証の新しい制

度の周知が十分でなくて、国民の不安を払しょくできていない。これは１年前と変わっていない」

というふうに述べているとも書いています。 

 また、全国保険医団体連合会の調査があります。医療機関では5,493件のトラブルが以前に発生

して、受診料10割の全額を徴収してしまったという例も1,290件もあったと。また、マイナ保険証

が受付とならないで、診察を受けられないで帰っちゃったという人もいるということも言っていま

す。このまま保険証廃止を強行すれば、トラブルは108万件を超えると推計もしております。 

 マイナンバーカードと保険証の一本化によるトラブルの中に、他人の医療情報もひもづけされて

いたというようなこともありました。これらは命に係わる危険があって、絶対にあってはならない

ことであります。 

 また、このたびの信毎の報道によれば、政府はマイナ保険証の利用者を増やした医療機関や薬局

に一時金を支給するなどの促進策を打ち出しているが、それでも７月の利用率は約11％、この新規

発行停止も、７月ですから４か月後に控えている状態なのに、およそ９割の人は現行の保険証を選

んでいるというふうにも伝えています。 

 国民は、健康保険への加入と保険料の支払いを義務づけられ、保険証は、自治体や保険組合など

が責任を持って公布する仕組みとなっています。ところが、マイナ保険証は、任意所有とされてい

るマイナンバーカードに健康保険証をひもづけさせるもので、マイナンバーカードを取得していな

い人には５年間有効の資格確認書を発行することになっています。来年８月１日以降、確実に資格

確認書が発行され、誰もが保険診療を受けられなければなりません。また、申請、更新を忘れたと

したら、保険料を払っていても無保険扱いとされ、保険医療が受けられなくなってしまうことにな

ります。 

 それで、現在のマイナカードの所有者は、７月31日現在、全国では74.5％、本村では5,426枚で

人口の約84％が所有となっています。ということは、全国ではいまだに約４分の１、本村では約

1,000人近くが未所有ということになります。そのほかに、マイナカードに健康保険をひもづけし

ていない人もおります。 

 さて、本村の国保加入者は昨年度が977世帯、1,566人となっていますので、そのうち15％くらい

の方、およそ230人の方はマイナカードを所有していないことになります。政府は、資格確認書を

申請なしでマイナ保険証を持っていない人に送付すると言いましたが、保険証と違い、資格確認書

を毎年送付することになれば、保険組合などに多大な業務を押しつけることになります。従来どお

り保険証を存続すればいいだけのことなのですがということで、そこで４点について質問します。 

 １、本村の国保加入者のマイナンバーカードにひもづけしている人は、来年８月以降は自動的に

申請なしで更新されていくのか。 
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 ２番、本村の国保加入者のマイナカードの非所持者には、来年８月に申請なしのプッシュ式で資

格確認書が発行と聞いていますが、再来年以降はどのようになるか。 

 ３番、来年８月以降の新生児にはどのような対応になるんでしょうか。 

 ４番、マイナカードの電子証明書は５年の更新ですが、健康保険証の扱いはどのようになるでし

ょうか。 

 以上、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 マイナ保険証についてお答えいたします。 

 マイナンバーカードは、社会保障や税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関が

保有する個人の情報が同一人の情報であることを確認するための活用を始め、健康保険証との一体

化により、患者本人の健康や医療に関するデータに基づいたより適切な医療を受けることができる

など、様々なメリットがあります。 

 そのような中で、昨年、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律等の一部を改正する法律」、いわゆる「マイナンバー法」等が改正公布され、現行の被保険者

証が本年12月２日に廃止されることになり、これにより、医療機関ではオンラインによる資格確認

を基本としつつ、マイナンバーカードによりオンライン資格確認を受けることができない状況にあ

る方には、各医療保険者が発効する資格確認書により被保険者の資格を確認することとされており

ます。 

 そこで、まず初めに、マイナンバーカードにひもづけしている人の来年８月以降の対応について

のお尋ねでありますが、マイナンバーカードの有効期間は成人の場合10年で、マイナ保険証の利用

に必要である電子証明書の期限は５年であることから、電子証明書の期限到来前であれば、来年８

月を過ぎても特に手続の必要はありませんので、そのままお使いいただくことができます。 

 次に、マイナンバーカードをお持ちでない方に対する再来年以降の資格確認書の発行についてで

ありますが、マイナンバーカードをお持ちでない方に対する資格確認書の更新日は８月１日、有効

期間が１年間とされておりますので、有効期限は７月31日となります。 

 そこで、再来年以降の資格確認書につきましては、令和７年と同様に、申請によらない職権交付

型で資格確認書を交付することとなりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、来年８月以降の新生児への対応についてでありますが、新生児に対しましては、出生届に

基づき、被保険者の申請によらず資格確認書を発行することとなります。なお、この場合の有効期

間は、資格取得日から直近の７月31日までの間となります。 

 次に、マイナンバーカードの電子証明書の更新期限と健康保険証の扱いについてでありますが、
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マイナンバーカードの電子証明書は自ら設定したパスワードを入力することで、オンラインでの身

分証明書となりますが、有効期間の５年間が経過してしまいますと、オンラインによるサービスが

利用できず、ひもづけした保険証機能も失ってしまうことになりますので、有効期間内に市町村の

窓口で電子証明書の更新手続を行っていただく必要があります。 

 したがいまして、村といたしましては、被保険者が切れ目なく必要な保険診療が受けられるよう、

随時対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 まず、２つほどお聞きしますが、１つ、マイナンバーカードの不所持者に来年以降も含めてです

が、プッシュ式で資格確認書を発行するということなんですが、まず、そのデータについては、確

実に大丈夫なんでしょうねということをお聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 マイナンバーカードをお持ちでない方、また、マイナ保険証をひもづけされていない方に対しま

すデータの確実性ということに関しまして、お答えいたします。 

 こちらは、今システムの改修を行っておりまして、その点につきましては、マイナ保険証の機能

を有していない方に対しまして、プッシュ型でお送りするということで、システムを使ってという

ところで運用していく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 そうすると、今のシステムを改修して、国からのデータをもらうということとなるわけですか。

そういうことでよろしいんでしょうか。 

 じゃ、再々質問もいたしますが、先ほど、マイナンバーカードも５年間たつと、更新手続をしな

くちゃならないという答弁もありました。そうすると、今回の信毎のアンケート記事にもよったり

するわけですが、この資格確認書は……すみません。もう一つ、再々質問します。資格確認書は、

信毎によれば、申請者に限って行うという自治体も２割あるというふうにも報道しておりますが、

これについては、高山村はどのようになるのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 



－63－ 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 再々質問にお答えいたします。 

 資格確認書の交付ですけれども、申請によってという市町村もあるように聞いております。そう

いった意向もあるようですけれども、県のほうからの通知といいますか、そちらで全県そのように

対応するかと思いますけれども、申請によらず、議員おっしゃるとおりプッシュ式といいますか、

職権交付型で送るというように対応していく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 では、一言申したいと思うんですが、昨日のこの信毎もそうなんですが、報道からもそうなんで

すが、今回のマイナンバーカードに健康保険証をひもづけるということになるには、認知症だとか、

障がい者の御家族とか、施設の皆さんについては大変負担になっているんだよということを書いて

おります。 

 もう一つは、マイナンバーカードの電子証明書も、５年たてば申請手続をしなくちゃならないん

だよということが先ほどの答弁でもありました。今回のマイナンバーカードのひもづけについては、

いろんな面で診療所の先生方も大変困っているという報道もあります。 

 私としては、やっぱり少なくとも当面は、健康保険証はそのまま残していただくということをす

べきだというふうに思っておりますので、一言だけ添えまして、私の質問を終わらせていただきた

いと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後１時59分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年９月５日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 
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                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付した印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに質問者のカメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 おはようございます。それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

 質問事項１でありますが、村の公共交通を考える。村民バスの運行をについてであります。令和

６年度からの第二期高山村地域公共交通計画（案）が示され、パブリックコメントで意見募集を経

て、現在公共交通協議会などで検討、協議がなされているところであります。協議会は、村長を会

長とし、バス・タクシー業者、経営者の方、また各種団体代表の方々で、事務局を含めおおよそ40

人ほどで構成され、私も議会委員会の代表として参加しています。そこでは、公共交通体系全体の

計画案について協議する場でありますが、各委員、内容を深く議論することはなかなか難しい場で

もあります。私には議会議員として一般質問の場が与えられていますので、本村の公共交通体系の

見直し案や具体的な予算措置について質問いたします。 
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 各種の村民アンケート調査では、公共交通に対する不満足が大変強く、多くの意見が出ています。

例えば運賃が高い、バス停が遠い、運行本数が少ない、スクールバスを運行してほしい、またデマ

ンド交通が分からない、運行や乗換えが複雑で分かりづらいなど、それぞれの立場から要望が多く

寄せられています。小学生、中学生、高校生の通学支援として何ができるのか。また、高齢者の生

活支援としての公共交通はどのようなことが必要か。そして、高山村を訪れる観光客のためには、

どのような交通形態が望まれているのか。それらを具体的に検討して、現在の複雑ともいえる交通

体系の見直しを図る時期と考えます。そこで、本村の公共交通計画の中心となっている長電路線バ

ス山田温泉線の検証と見直しが必要と思います。また、それを補完する地域バスとして、村営の村

民バスの運行を検討すべきではないかと考えます。 

 そこで、まず公共交通の運行及び利用状況において、路線バス長電バスの山田温泉線の利用者数

の推移は、平成30年度までの再編前は年間約15万人であったが、令和１年度の再編後からは年間５

万人まで減少しているとあります。路線バスの維持継続を図っての大幅な減便と、幹線としてＹＯ

Ｕ游ランドまで運行としたためとなっていますが、では再編前に戻したらいいのでは、そのような

議論も出ています。そのことをどのようにお考えなのかお聞きしたいと思います。 

 次に、令和４年度の公共交通の運行費用、村の支出合計は4,462万円で、そのうちの約70％の

3,150万円が長電バス山田温泉線への支出となっています。内訳を見ると、一つは地域間幹線系統

路線運行補助金で、令和４年度年間1,995万円があります。これは、国土交通省の地域公共交通

（維持事業）の地域間幹線系補助として須坂市からＹＯＵ游ランドまでの長電路線バスを対象とし

ています。年間の運行経費の見込額から運賃収入の見込額を引いた欠損金額、いわゆる赤字見込額

を補助対象金額としており、補助率、国・県で２分の１、残りの２分の１は地域をまたがる自治体

が距離按分で補助するとされているものですが、現在は、高山村が自治体補助金の全額1,995万円

を支出しているものと思います。これは、須坂市協議会と広域提携してこなかったためと私は思っ

ておりますが、本郷上バス停から須坂駅までは須坂市民が利用しています。また、高山村からは、

須坂市内の高校や病院、各医院、商店等への利用であり、双方連携していると思うのです。今後須

坂市にも自治体負担金を距離按分で負担していただくような協議はできないものかと、そのように

も思います。 

 一方、２つ目の支出金は、朝と夕方に、通学・通勤者のために山田温泉須坂間を直通のバス運行

をしていることから、支線バス運行委託費として1,155万円で長電バスに運行委託しています。こ

れは補助金措置がないので、村が運行経費全額を負担しているものではないかと思います。間違い

があれば、訂正をお願いしたいと思いますが、須坂駅から山田温泉線の長電路線バスの維持継続を

目的に、路線バスの自治体補助金と支線バスの運行委託料合わせて、令和４年、3,150万円の多額

な支出となっており、これをどうにか軽減できないか、見直さなければならないと思います。 

 次に、今後の公共交通を考えたときに、村営の地域バス、村民バスの運行を提案するものです。
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現在のふれあい号ＹＯＵ游ランドから奥山田牧線は、村所有のふれあい号と書かれた10人乗りワゴ

ン車両を長電タクシーに貸与しています。令和４年度は1,200万円で運行委託しているもので村民

バスと言えるものですが、村民には分かりづらく、認知されていないようにも思います。周辺市町

村は、それぞれ地域コミュニティバスとして、長野市は市内循環バスぐるりん号を２路線、また須

坂市は須坂市民バスで市内４路線を運行、小布施町は町内周遊シャトルバスおぶせロマン号が運行、

ほか飯綱町や木島平村などそれぞれの地域バスを運行しており、長電バスなどに運行委託していま

す。中型程度の村営コミュニティバスの運行は、路線バスを補完するものです。次期計画案でも交

通接続点の見直しが提起され、議論されていると思います。現在のＹＯＵ游ランドから村役場に接

続拠点を移す案も検討されていると聞いています。私は、それは賛成です。村内均一料金で山田温

泉を含めて村内循環することで、高校通学や観光客にも対応、また時間帯によるスクールバス利用

や紅葉シーズンの松川渓谷からの山田牧場の周遊バス、また来年度開業予定のインターイオンモー

ルへの買物バスなど、利用目的に合わせて柔軟に運用ができる村営バスが有効と考えます。今ある

ワゴン車のふれあい号との併用で、より多くのシーンで活用が広がると思います。運行委託は、長

電バスもしくは村内バス事業者などが考えられます。 

 また、村内の移動困難な高齢者の方には、ドア・ツー・ドアの自宅送迎ができる予約型のデマン

ドタクシーは必要と思います。利用する村民の方々が、村の公共交通は安くて使いやすい、生活に

とても便利、そのように実感できれば、多くの財政負担をしても有意義なものになると、そのよう

に思います。公共交通の体系を考えることは大変難しく、たやすいことではないと承知しておりま

す。また、今までの議論の経過と蓄積があると思いますので、第二期計画で体系を大きく変えるこ

とは困難でしょうが、毎年見直しする方向で利便性の改善に努めていただきたいと思います。 

 説明が長くなって大変恐縮ですが、以上答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 村営バスの運行について、お答えいたします。 

 昨日湯本議員の答弁でも申し上げましたとおり、令和６年度におきましては、日々の生活に必要

となる効率的かつ持続可能な移動手段の確保を図るため、「高山村地域公共交通再編実施計画」の

策定業務を進めているところであります。そこで、まず初めに、再編前後の山田温泉線利用者数を

どのように考えるかとのお尋ねでありますが、村では、平成29年度に地域全体の公共交通システム

の在り方や具体的な公共交通サービスの取組を定めた「第一期高山村地域公共交通網形成計画」を

策定し、令和５年度まで運用してきましたが、この間、年間の利用者数につきましては、平成30年

度までは約15万人利用されていたものが、令和元年度には９万4,000人に、令和２年度は５万7,000

人に、令和３年度は５万人に、さらに令和４年度は４万9,000人まで減少してきております。この
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利用者が減少した主な要因につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、密室や

密接となるバスの乗車を避けるようになったことや、令和２年４月に国が緊急事態宣言を発出した

こと、さらには本村の公共交通の再編により、ＹＯＵ游ランドから山田温泉間を支線とし、長電バ

スが運行する幹線系統は須坂駅からＹＯＵ游ランドまでに改めたことから、再編前に往復41便あっ

た運行本数が29便にまで減少したことなどによるものと考えております。 

 次に、長電バス山田温泉線の負担金の軽減についてでありますが、議員お話のとおり、令和４年

度の公共交通関係経費のうち約７割が長電バス株式会社への委託料等であり、令和５年度実績にお

きましても、おおむね約７割が運行経費として支出しております。そのような中で、現在「高山村

地域公共交通再編実施計画」を策定しておりますが、これまでの路線バスの利用状況や運行形態の

ほか、現行計画における事業の進捗や計画目標の達成状況等を検証し、事業費の削減も含めて検討

しているところでありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村営バスの運行についてでありますが、昨日湯本議員の答弁でも申し上げましたが、運転

免許証の返納などにより移動の手段がなく、日々の買物が困難になっている高齢者等への支援は喫

緊の課題であり、村民の皆さんの足となる公共交通は今後ますます重要になってくるものと思われ

ます。そうした中で、村民バスの運行は、買物バスなどへの利用や均一の料金設定で地域間格差の

解消が図られるなどのメリットが考えられる一方、人口減少による利用者の減少や交通事業従事者

の不足、さらには村財政支出の増大が予想されることなどから、様々な運行形態をシミュレートし

比較検討する中で、慎重に対応する必要があると思っておりますので、御理解賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問させてもらいます。 

 １番、２番の質問に対して、御答弁のほうは大体想定といいますか、そういうことだというふう

に思います。それで、村民バスということを私が申し上げたのは、今の高山村の公共交通に対して

不満が非常に多いということがアンケートでも出ています。一番の不満足の要件でございます。と

いうことは、よほど細かく計画をされているんですが、それが村民に伝わっていない、見えていな

い、そういうことだと思うんです。ということで、私は、村民バス、村の中で高山村民バスが走っ

ていると、いろんな生活の支援のために走っていると、そういうイメージといいますかそういう姿

が村民にはっきりと見える、そういうことが非常に大事ではないかと、そういう観点からもそのこ

とを提案しているわけです。それで、今後路線バスというのは、成長というか伸びるということは

まず考えられないと思うんです。ということは、これからは自治体が主体性を持って村民の移動を

つくっていくと、そのようなことになっていくのではないかと私は思っています。ということで、
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主体性のある村民バスを用意して、それぞれいろいろなシーンをつくって運行すると、そのような

意味合いで私は村民バスを提案しているものです。 

 それで、先ほど令和５年度のお話も出ました。それで、令和５年度の主要施策説明書には、路線

バスの地域間幹線系統運行補助金が令和４年度から600万円ほど増額になっているんです。これは、

これからまた認定ということの協議が、審議が始まりますけれども、そのように、路線バスの補助

金は毎年増加していくのでしょうか。増加傾向になっていくのかどうか、そのことをまず１点。 

 それから、私ども議会の常任委員会で、今年７月に東筑摩郡朝日村の公共交通について研修に行

きました。そこで参考にしたい施策というのが結構ありまして、これは一緒に行かれた所管課の課

長さん等は御存じかと思いますが、まず１点、公共交通ガイド、ここにあります朝日村公共交通ガ

イド2024年４月１日版というので非常に路線とか時刻表、数多い路線の細かな時刻表、それから運

賃、そしてまた接続の鉄道、ＪＲの松本駅から塩尻等のそういう時間も載っている。やはり利用者

の目線に立った非常にきめ細かな交通ガイドとなっております。これは2024年４月１日版。昨年

2023年４月１日版、その前もあります。毎年このように、少しの変更があればこういうガイドを作

り直し、村民の皆さんに提供していると、そういうことは大事なことではないかと私は思って、こ

のことは次の公共交通計画の中でぜひ、高山村には公共交通御利用ガイドがありますね、これ。こ

れは2018年10月保存版ということで、これ以後のものがあればあれなんですが、そのように、ちょ

っとこの方針といいますか中身も非常に簡単でございまして、なかなか利用の便には、ちょっと親

切ではないなというような感じもします。ぜひ村民向けの公共交通ガイドの改善を求めるところで

あります。 

 それから、先ほど自治体の距離按分の負担金の話をちょっとさせてもらいました。朝日村協議会

は、松本市、山形村、そういう広域の協議会に加入しまして、連携しているわけです。それで、松

本市から山形村、朝日村と走っているバス、全部自治体の負担金がありまして、距離按分で負担が

されていると。松本地区は松本の距離、山形村は山形村の距離、朝日村は朝日村の距離で負担金を

出している。そういうことで、村の負担金が支線バスの国庫補助の利用ですが、負担金が抑えられ

ていると、そういうようなことがあります。質問の中で言いましたが、高山村はちょっと須坂市協

議会との連携といいますか広域の連携がどのようにされてきているかなんですが、それぞれの自治

体の距離按分というものの負担がちょっと不明確ではないかというふうに思います。ぜひそのこと

をまた改善もできればと思います。 

 それと、もう一つ、最後ですが、やはり国庫補助金、これを有効に活用しています、朝日村のほ

うで。支線バス運行やデマンドタクシー運行等、地域内フィーダー系統（維持費国庫補助金）と、

そのようなことで、２つ、３つ利用して運行しているということで、村の負担金を極力抑える、そ

ういうことを手段としております。そのことをこれからの計画の中に入れていただきたいなと、そ

のように思います。答弁のほうをお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 幾つか再質問がありましたけれども、お答えしたいと思います。たくさんありましたもので、ち

ょっと整理のほうができないほどいろいろ言われましたので、一応デマンドとかそういったものに

ついて、また村民の皆さんに十分周知されていない。どのように使っていいのか、そういうふうな

ことで周知をしてくれというふうな御質問があったかと思います。これについては、しっかりとま

た周知をしたり、周知するように、便利なように、国が今検討している中でしていきたいと、この

ように思っております。 

 次に、路線バスが自治体のほうにというふうなことですべきでないかと、このようなお話があり

ました。村の場合の再編計画につきましては、基幹路線といいますか、今までの須坂から山田温泉

線の基幹線を基本として、そして、それを何とか維持してということで今ＹＯＵ游ランドが交通結

節点になっているわけですけれども、今度の中では、その起点を役場周辺ということに検討いただ

いているわけですが、やはり基本的には、基幹バスというのは基幹路線を守るというのが原点であ

ります。そして、議員も御承知のとおり、１週間ほど前に県の方針として、やっぱり基幹路線はし

っかり県として保障するんだと、このように言っておりますので、その辺を十分に検討しながら今

後の計画の中に生かしていきたいなというふうに思っております。 

 次に、朝日村と山形村とかいろいろなことで御提示いただきました。それぞれの自治体の公共交

通がどのようになっているのか把握しておりませんけれども、本村においては、長電バスが基幹線

としてしっかりと動いていただいている。それに対して、山形村、朝日村というのは、公共交通が

実際にどの程度になっているのか分かりませんけれども、そういう公共交通の形態の違いもあると

思いますけれども、全体として、今議員からお話がありましたような本村の計画の中に生かしてい

けるものがあれば、計画の中に生かしていきたいと思います。そして、それらの計画をする中で、

村負担と、こういうふうな話がありました。これは十分に承知し、今までもなんとかそういった点

では長電バスと協議しながら、その辺は経営的にはしっかりと生かしていきたい。また村の財政負

担をなるべく少なくなるような、そんな格好も十分検討してまいりたいと、このように考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再々質問ということで、村長の答弁をお願いします。 

 公共交通協議会の会長ということで８年間こられましたが、長電バス山田温泉線の維持継続を最

重要として取り組んでこられたんではないかと私は思っています。しかしながら、計画案では、現
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状の問題点として、利用者の減少、運行本数の大幅な減便などにより負のスパイラルにあると、そ

のように整理されています。今後の路線バス、先ほどからちょっとお話しさせてもらっていますが、

先ほどちょっと県の指針がこの間出たといっていますが、路線バスを保障するものだみたいなこと

をおっしゃいましたが、私はちょっとその記事は違ったように解釈をしておりまして、そういうの

は、さっきも言いましたけれども、自治体のほうでしっかりと取り組んでいくんだ、その支援をし

てくると、そういうふうに私はあの記事で取ったんですが、そこはちょっと違うところかもしれま

せんが、今後の路線バス、またちょっと繰り返しとなるかもしれませんが、どう考えるかというこ

とでもう一度お聞きしたいと思います。 

 それと、これは最後ですが、公共交通は、子育ての負担軽減ということで小中高校生の通学の支

援ということもあります。それから、高齢者の生活支援、先ほど買物バスだとかいろいろ、病院へ

の通院だとかそういうための移動の支援、それから温泉観光などの産業振興など広く関係している

ことから、公共交通施策、村の重要な総合戦略、そういうふうに位置づけていただきたい。そうい

うふうにしているのかもしれませんが、強くそういうふうに位置づけをつけていただいて、今所管

課の健康福祉課のほうで一生懸命取り組んでいただいています。そこが不満では全然ないんですが、

そのことは非常によく分かります。しかしながら、今先ほど言いましたように、総合的な施策があ

るわけで、それが全部関係しているということで、町内を横断した村長直轄のような、そのような

協議会に移していただきたい。移すべきではないかな、そういう時期ではないかというふうに思い

ますが、その２点ということで、再々質問とさせてもらいます。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問で、またいろいろ多角的な面で質問をいただきましたので、そういった中で、整理をし

ながらお答えしたいと思いますが、いわゆる今議員のほうから質問された一番の観点は、ここに住

む皆さんがいつまでも安心して生活できる、そのようなために公共交通をしっかりと考えると、こ

のようなことを言われたと思うんです。ですから、そういった意味で、基幹線である須坂からＹＯ

Ｕ游ランドまで、それを補完する格好で、村民の皆さんがどのような格好で利用したら日常の生活

に便利なのか、またいろんな面で検討するという必要があるだろうと、こういう御指摘だろうと思

いますので、その辺は十分に承知しながら計画の中で検討してまいりたい、このように考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 村長は昨日御勇退というような表明をされましたけれども、今の公共交通のことをまた庁内でじ
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っくり検討していただいて、今後重要な総合戦略として位置づけていただきたいというふうに思う

わけでございます。 

 それで、次の２番目の質問をさせてもらいます。 

 農道交差点の交通事故防止についてということでございます。６月に行われましたブロック行政

懇談会において、農道の交差点での出会い頭の衝突事故が繰り返し発生しており、有効な防止対策

を望む意見が出されていました。同じ場所で事故が多いとのことで、村内農道の危険箇所を確認し、

事故防止対策の早急な実証を求めます。そこで、次の関連の質問をします。 

 その後に、村内農道の危険箇所の調査、把握はされているのでしょうか。 

 それから、危険箇所について、事故防止策の具体的な内容と実施時期はいつ頃になるか。 

 それから、３番目、果樹の枝やぶどう棚等見通しの悪い交差点は至るところにある状況です。耕

作者や農業団体、また地区住民には、広報や回覧板通知などを利用して、農道における交通事故防

止の周知、啓蒙が必要と思います。 

 それから、農道を毎日通勤などの生活道路として利用されている方も大勢いらっしゃいます。今

後の農地整備や農道整備事業の計画の中で、耕作者や一般道路利用者への安全に配慮しなければな

らないと思います。 

 以上の答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 農道交差点の交通事故防止について、お答えいたします。 

 村では、日頃から地区振興計画のほか、ブロック行政懇談会や村民の皆様からの情報提供、道路

パトロールなどにより道路等における危険箇所の把握に努めるとともに、須坂警察署や交通安全協

会など関係機関や関係団体などと連携を図りながら、年４回の交通安全運動による啓発活動など交

通安全対策の強化に努めているところであります。そのような中で、道路上における一時停止など

の交通規制標識の設置につきましては、県公安委員会の管轄となりますことから、必要の都度対応

窓口となる須坂警察署に要望し、改善に向けて鋭意努力をしているところであります。一方、交差

点表示など道路上で警戒すべきことや危険を知らせ注意深い運転を促すための警戒標識及び路面標

示などの設置につきましては、一部を除き道路管理者の所管となるため、村道におきましては、必

要に応じて村が整備するなどして道路の安全確保に努めているところであります。 

 そこで、まず初めに農道の危険箇所の調査、確認についてのお尋ねでありますが、冒頭に申し上

げましたように、村では日頃から地区振興計画のほか、ブロック行政懇談会や村民の皆様からの情

報提供のほか、日常の道路パトロールなどにより道路等における危険箇所の把握に努めるとともに、

その都度現場を確認した上で、緊急性や必要性などを考慮しながら、道路標識などを設置する場合
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は須坂警察署へ要望するなどしてこれまで安全対策等を講じてきたところでございます。 

 次に、農道の危険交差点の事故防止策の具体的な内容と実施時期についてのお尋ねでありますが、

交差点での出会い頭の衝突事故が起きる原因としましては、主に交差点であることが分かりにくい

ため車両が一時停止をしないことが考えられることから、事故防止策としましては、一般的に交差

する部分に十字やＴ字などの路面標示による交差点マークを設置するほか、交差する道路の優先で

ない路面に一時停止を促す指導線を設置し、優先道路には速度抑止を促すドットラインなど区画線

や徐行などの路面標示を設置することなどの対策を講じてきております。中でも、本年６月に開催

させていただきましたブロック行政懇談会において、第１ブロックから御指導のありました堀之内

区の四ツ屋裏交差点から十二崖にある旧農業集落排水第一処理場へ向かう村道四ツ屋裏６号線と紫

区神明下から須坂市との境界までの村道下原13号線が交わる交差点につきましては、複数の交差点

があることや優先道路が分かりにくく危険であることから、交差点マークや一時停止を促す指導線

などの設置により安全性を高めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、農道における交通事故防止の周知や啓蒙についての御提言でありますが、比較的交通量の

少ない農道におきましては、車道にはみ出しての駐車や一時停止を怠る場面が見受けられることか

ら、農業関係団体の会議等の際に注意を呼びかけるほか、警察署や交通安全協会など関係機関や関

係団体などと連携を図りながら、村の広報紙やホームページなどを活用して交通安全啓発に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、今後の農道整備において耕作者と一般道路利用者への安全配慮策についてのお尋ねでござ

いますが、新たな農道改良工事等の際には、農業車両以外に一般車両も通行することを十分想定し

た上で警戒標識や警戒標示を活用した道路整備に努めるとともに、今後とも警察や交通安全協会な

ど関係機関や関係団体などと連携を図りながら、交通安全運動等を組織的、継続的に展開し、交通

事故のない安全安心な村づくりに努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問をさせてもらいます。 

 ２番目にしました危険箇所について、事故防止策の具体的な内容と実施時期はということの質問

をさせていただきました、２番目に。ちょっとよく聞き取れなかったというところもあって、大変

申し訳ないんですが、具体的な内容、先ほど十字に書くだとか一時停止線、白線を引くというよう

なことですか、その辺、もう少しはっきりおっしゃっていただきたいな、教えてもらいたいなと。

それと、実施時期はということでお尋ねしております。このことについて、もう一度御答弁をいた

だければと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 再質問について、お答えしたいと思います。 

 質問につきましては、具体的な対応、それと実施時期ということだと思いますが、まず具体的な

内容につきましては、一般的に交差する部分、農道の交差する部分や十字、Ｔ字などのところに、

路面標示として交差点マークを設置するということを検討しております。また、速度を抑制するた

めにドットラインなどの区画線を設置するということも加えて検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 実施につきましては、先ほどの答弁にも申し上げましたが、地区振興計画あるいはブロック行政

懇談会、あと村民の皆様から情報提供をいただくなど、また道路パトロールなどにより、道路にお

ける危険箇所の随時把握に努めているというところでございますので、御理解いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 すみません、再々質問という形で質問させてもらいます。 

 実施時期についてちょっとかみ合っていないなと思うんです。実施時期というのは、実際にどう

いう措置をする、いつ頃やっていただけるのかということで質問させてもらっています。確認をす

るとかということではなくて、例えば十字交差点マークをつけたり白線を引いたりして、そういう

危険のある交差点に、そういう作業、そのことはいつ頃やっていただけるのかということでありま

す。今年度なのか来年度なのかということであります。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（山嵜賢一） 

 ただいまの再々質問について、お答えしたいと思います。 

 実施月につきましては、先ほど答弁の中に申し上げましたとおり、ブロック行政懇談会でいろい

ろ御指摘いただいた件がございまして、事前に当該場所等を確認させていただいておりました。そ

ちらを見させていただいた中で危険箇所といわれるもの、ドットラインとかＴ字マークとかを設置

するように今見積りを取っておりまして、今年度中になんとかそちらのほうを設置したいというふ

うに考えております。ほかの危険箇所については、また皆様からのお話とか地区振興計画のお話に

よりまして、こちらで現場等を確認させていただいた上で、また危険箇所があれば対応していきた

いというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 ちょっと私のほうから補足をさせていただきたいと思います。 

 農道というので、やはり一般の一級村道あるいは二級村道と比べまして、非常に道路幅員も狭い、

また先ほどもありましたように、いわゆる停止線だとかそういった事故防止的な、そういったライ

ン等もないということで、どっちが優先かという部分で、ドライバーも自分が優先だというような

思い込みで交差点内での事故が発生してしまうというような事案もあるやにお聞きをしております。

そんなことで、今、村では交通死亡事故ゼロ2000日を目指して取り組んでおりまして、やはりどこ

であっても村内で死亡事故は発生させないと、あるいは交通事故をゼロにするんだというような中

で、できるだけ早めにできることはしっかりやっていくということで御理解をいただきたいなと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 今おっしゃられたように、できることからやっていっていただきたいと、そのように思います。 

 私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、梨本 進議員の質問を終わります。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 通告に従い質問をさせていただきます。 

 私からは、大きな２つの質問をさせていただきます。１つ目は、森林スポーツ公園についてお伺

いいたします。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランド等は、村民の健康と福祉の施設であります。村民や地域の憩い

の場であるところであります。また、人々が集まるにぎわいの場にしたい場所でもあるはずですが、

村民との懇談会また議会モニター会議の中でも、村民から、子育て世代が野外で過ごしやすい場所

がないと、村には、また、子どもが遊べる公園がないという意見などもお聞きします。また、ＹＯ

Ｕ游ランドは立地条件や施設の活用がされていないのではないかという意見をいただいております。

そこで何点か質問をさせていただきます。 

 今年初めにおむつが取れない子どもの入浴をお断りしていますが、子育てしやすい村、子育てし

やすい高山村ということを進めている本村としては逆効果と感じます。近隣の施設ではベビーバス

を貸し出したり、また「入浴前にトイレを使用してから入浴してね」という声かけをしているとい
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う話も聞きます。ＹＯＵ游ランドではベビーバス等の対応はできないのかお聞きします。 

 ２つ目は、子どもが遊べる公園がないという、やっぱり村民からの御意見を多くいただく中で、

昨年、子どもを含めて公園を盛り上げる組織などをつくったらということを質問させていただきま

した。その中で、「子どもたちでにぎわう施設は活気づくと思われます。無理のない継続的な組織

づくりができたらということで、検討してまいりたい」という回答をいただきましたが、その後は

どのような形になっているのかお聞かせください。 

 ３つ目が、森林スポーツ公園は、先ほども話しましたように、立地条件や施設の活用がされてい

ないということが、多く声をいただきます。ＹＯＵ游ランド、森林スポーツ公園の施設内外で、村

の特産品や地場産または野菜とか果物、そういうものを直売できるような施設、または仮設などの

にぎわいの場をつくる場としては非常に検討するべきだと思いますが、その辺を含めて御答弁をお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 森林スポーツ公園について、お答えいたします。 

 ＹＯＵ游ランドは、村民の皆様はもとより、村外の皆様にも訪れていただき、温泉の癒しととも

に、健康増進を含めた利用により、子どもから高齢者に至るまで幅広い年齢層の皆様に親しまれて

いる温泉施設であります。そこで、まず初めにおむつが取れない子どもの入浴についてであります

が、近年、浴槽内等での排せつ事例が複数発生したため、現在衛生管理上の観点から、日常生活に

おいておむつ使用を欠かせない方については、大人も含め洗い場でのシャワーのみを御利用いただ

き、湯船の御利用は御遠慮いただいております。また、議員お話のベビーバスについては、一般的

に対象年齢が新生児から３か月程度までの乳児が利用するものであり、仮にベビーバスを貸し出す

場合、ベビーバスの大きさは場所を取らないものでも幅60㎝、奥行40㎝の大きさであり、ベビーバ

スを１つ置くと２人分の洗い場が必要となります。このため、当該施設の洗い場は最大で７人まで

利用できますが、もともと狭い洗い場であることや利用者が混み合う時間帯に洗い場を占有してし

まうおそれがあることなどから、ベビーバスの利用を控えさせていただいております。また、当該

施設では、夕方以降の職員体制が３名となっており、受付やプール監視、清掃等の業務を担ってい

ただいておりますことから、ほかの利用者が安全に、安心して御利用いただくためには、ベビーバ

スを貸し出すことは施設を管理する上でも難しいものと考えておりますので、御理解賜りますよう

お願いいたします。 

 次に、子どもを含め公園を盛り上げる組織についてでございますが、昨年９月に黒岩議員から御

質問いただき、村では、「今後ＹＯＵ游ランド運営研究委員会や小学校のわくわく村、総合型スポ

ーツクラブの皆さんなどから御意見等をお聞きしながら、無理のない範囲で継続できる組織づくり
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について検討してまいりたい」と答弁させていただきました。これにより、昨年12月に開催した高

山村森林スポーツ公園運営研究委員会の中でも、施設の活性化対策として子どもたちが集える企画

などを検討する組織の立ち上げが必要であるとの御提言をいただきましたことから、高山保育園保

護者会をはじめ、高山小・中学校のＰＴＡなど７名を構成員に、現在森林スポーツ公園運営研究委

員会の下部組織として設置し、昨年12月以降に会議を予定しておりましたが、各団体の役職の任期

が間近に迫っていたことなどから、翌年度に開催することとし、現在10月の開催に向けて準備を進

めておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、ＹＯＵ游ランド内に村の特産品や地場産品等の直売所を設置することについてであります

が、ＹＯＵ游ランドの館内は、浴場、プール、休憩所へ通ずる通路が狭いため、販売するスペース

はございませんが、ＹＯＵ游ランドの入り口や游々亭周辺には販売する空きスペースがあることか

ら、直売所として利用していただくことは可能であると考えております。しかしながら、村として

直売所の設置については、ＹＯＵ游ランドだけでなく、直売所の設置や出品する生産者団体、地場

産品の販売を担う団体の確保のほか、ほかの課との調整が必要となることなどから、総合的に検討

する必要がありますことから、今後関係者の皆様と相談しながら研究してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問をさせていただきます。 

 おむつを取れないというところはあるんですが、これはいつだかちょっと分かりませんが、こう

いう、ホームページのところに、施設利用というところで、幼児は無料、おむつ及び水遊びパンツ

の使用者の入場を不可という形で書いてありますが、これは施設に入れないということになってい

るので、このあたり、逆にシャワーだけはオーケーだよということであれば、そういうことの周知

もされているのか、このホームページが古いのかちょっと分かりませんが、その辺を１つ。 

 それと、先ほど２番目に言いました、そういうにぎわいの場をつくっていく形で子どもたちとい

ろんな検討をしていきたいという組織を10月に立ち上げるという話でありましたので、そういう人

たちとともに、また逆に３番目の話も１番目の話も皆さんと検討していく形になればいいと思いま

すが、その辺を含めて、その２問を再質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 再質問について、お答えいたします。 

 先ほどおむつの取れない子ども、大人も含めたおむつの利用者については、浴場での御利用を控
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えさせていただくという形で答弁をさせていただきました。ただ、洗い場での御利用については利

用できるということであります。ホームページの内容につきましては、おむつの取れていないお子

さんの御利用ができないような形の表現となっております。早急に確認をして内容を訂正させてい

ただきたいと思いますが、よろしくお願いします。 

 続きまして、にぎわいの検討の場についてでございます。子どもたちが集える場所の検討という

ことで、この関係につきましては、ＹＯＵ游ランドの森林スポーツ公園の運営研究委員会の下部組

織として、最終的には研究委員会の中で総合的に判断をさせていただく、そんな下部組織の中で話

をさせていただき、研究委員会の中で総合的に検討させていただきたいということで考えておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これより本休憩としたいと思います。ただいまから議場内の換気のため、15分間休憩します。会

議は、午前11時15分に再開します。 

午前11時01分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 ２つ目の質問に入る前に、１つ目の質問の最後、ＹＯＵ游ランド、森林スポーツ公園について、

やはり人が集まる場所、にぎわう場所であって、将来の高山村を考えたときに、どうしたらいいか

ということを、皆さん村民と、また若い子どもたちと検討していただくようにお願いして、２つ目

の質問に移りたいと思います。 

 ２つ目は、鳥獣被害対策についてお伺いします。 

 昨日、今日の新聞にも載っていましたが、松川村で60代、80代の女性が熊に襲われたと。また、

安曇野市でも50代の男性が熊に襲われたということが今日の新聞にも載っていました。県としても

出没警戒の検討を進めるという話も出ているようです。高山村でも、今年６月８日の堀之内で、熊

に襲われて人身被害がありました。そこから始まって、熊の目撃情報、またそういう被害情報とい

うのが多く寄せられていると思います。今年は特に住宅地付近に出没する、また目撃されるという

ことが多いと感じています。これから秋の収穫時期になり、やはり鳥獣害のことが非常に心配にな

ります。また、熊以外でもイノシシやカモシカ、キツネ、ハクビシンなど、またカラスなど被害に

遭うということで、多く聞きます。 

 獣は、山また草むらを移動するというのも事実ですが、やはり熊とか猿は、私自身も目撃した状
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態で、河川を移動している。これは、人に言わせますと、高山村、松川渓谷、という形で松川を枝

で見ていくと、本当に小枝のようにいろんな地区に移動できるのではないかということを考えます。

そんなことを考えますと、やはり橋梁脇や河川などの脇の雑木や草むら、この管理というものが非

常に必要になってくるのではないかと思います。地域でもいろいろ検討はするんですが、やはり電

柵の管理もそうですが、高齢化になって負担が大きいということで、管理しきれないというのが現

状であります。そこで質問いたします。 

 １つ目、今年の鳥獣の目撃情報や、また収穫時期に向けて、どのような対策を取っていくのか、

分かる範囲でお答えください。 

 ２つ目、熊や猿、先ほどもお話ししましたとおり河川を移動しているということが非常にありま

す。河川を移動してくると、やはり橋梁のところを利用して登ってくるということが非常に多いで

す。やはり高山村でも、高山大橋も沖渡橋もゆうゆう橋もいろいろあります。子どもたちの通学路

でもあります。また、ウオーキングなどでも多くの人が使われておりますが、やはり危険を事前に

回避するということも考え、その周りの雑木または雑草などの駆除、雑草や雑木の伐採など必要と

感じますが、いかがでしょうか。この２点をお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 鳥獣被害対策についてお答えいたします。 

 村では、ツキノワグマをはじめとする有害鳥獣の被害から住民の生命と財産を守るとともに、農

林業生産の安定化を図るため、「高山村鳥獣被害防止計画」に基づき様々な対策を講じております。

この計画では、被害の現状分析や従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、今後の取組方針や対象

鳥獣の捕獲体制のほか、村や猟友会を含む関係団体が果たすべき役割を明確にし、住民の生命、身

体または財産に係る被害が生じるおそれがある場合など、緊急時において迅速な対応が可能となる

ような体制構築に努めているところであります。さらに、この鳥獣被害防止計画を実効性のあるも

のにするため、村猟友会や農業委員会のほか、ＪＡながの、長野森林組合を構成員とする「高山村

地域有害鳥獣駆除推進協議会」を設置し、有害鳥獣の捕獲計画策定をはじめ、情報収集や簡易電気

柵等防除機器のあっせんなどにより被害発生の防止に努めているところであります。 

 そのような中、本年６月８日の早朝、堀之内地区において、女性が背後からツキノワグマに襲わ

れるという痛ましい事案が発生してしまいました。この報告を受け、村では直ちに高山村有害鳥獣

被害対策本部を設置し、捕獲檻をはじめ、小・中学生の登下校の時間帯を中心とした定期的な巡回

パトロールの実施や、猟友会の皆様に現地付近の確認を行っていただきました。さらに、６月18日

には、長野地域振興局林務課及び熊対策委員による現場検証が行われ、八木沢川沿いに有害獣の進

入路と推定される箇所が見つかったことから、村では、進入路を塞ぐための電気柵設置工事を施行
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し、被害の発生防止に努めているところであります。 

 そこで、まず初めに、今年の目撃情報の件数と収穫時期に向けての対策についてでありますが、

先月８月20日時点で役場に寄せられた目撃情報のうち、統計を取っている熊と猿の情報は43件で、

前年同時期の77件と比べて34件減少しております。内訳を見ますと、猿の目撃情報は、昨年の60件

から７件と大きく減少している一方、熊の目撃情報は昨年の17件に対して36件と約2.1倍に増えて

おり、個体数調整を含めた対策の実施が急務であると考えております。また、りんごやぶどうなど

果樹の本格的な収穫時期に向けた対策でありますが、村では、ホームページを通じて熊出没の情報

提供のほか、広報紙、情報無線による注意喚起に一層努めるとともに、猟友会の皆様と連携し、パ

トロールなどを実施してまいりたいと考えております。あわせて、農家や地域の皆様には、高山村

「自ら守ろう農作物推進事業補助金」や「高山村電気柵維持管理交付金」などを活用し自己防衛に

努めていただくとともに、生ごみや廃果の適正処理など有害鳥獣を寄せ付けない環境づくりに御協

力いただき、村と住民が一体となった対策を講じることで被害の発生を最小限にとどめてまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、橋梁周辺の雑木の伐採についてのお尋ねでありますが、村内の橋梁周辺の護岸から生えた

雑木が繁茂することで猿の往来や熊が出没する可能性が高まることから、住民の安全を確保するた

め雑木を伐採し、被害の発生を防止することが大変重要であると考えております。しかしながら、

村内の橋梁は、松川などの一級河川に多く架設されておりますので、河川区域や保全区域内にある

雑木を伐採する場合は、土地所有者の承諾に加え、河川管理者である須坂建設事務所の許可を受け

る必要がありますことから、村といたしましては、村内にある橋梁の周辺状況を確認するとともに、

須坂建設事務所と雑木の伐採について協議し、村民の皆様が安心して日々の生活が送れるよう努め

てまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問という形でお願いいたします。今のことで、やはり猿より熊のほうが非常に目撃情報が増

えているということは、やはり畑など、またいろんなところでの個々の草刈りや、また空き家、そ

ういうところも非常に管理が届かないところもたくさんあるのかなと思います。そんなことも含め

て、産業振興としても皆さんにできるだけ周知をしていただきたい。これは多分建設課と産業振興

とダブってしまうかもしれませんが、産業振興としても、畑の中はきれいにしてあるんですが、そ

こから道路に対してとかその周りに対して、ある程度草が刈られていないというところも多々ある

ことも事実であります。そんなことも含めて、やはり鳥獣被害を未然に防ぐことを考えると、田畑

の草刈りをしっかりやってもらう、また橋梁での雑木の伐採なども、これは早急にしていただくこ

とが有り難いと思いますけれども、その辺はどのような考えで進めていくか、ちょっとお聞きした
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いと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再質問にお答えいたします。 

 猿、熊等の出没を抑えるためにという御質問だったというふうに理解をさせていただきました。

田畑につきましては、個人の所有ということになってまいりますので、しっかりと管理をしていた

だくように所有者の方にお願いをしてまいりたいと思っておりますし、またそこを通って村落部に

出てくるということは、当然道路等も通る可能性があるということであります。見通しの悪い場所

はそういった有害獣が好む場所となっておりますので、例えば道路であれば、村道であれば村です

し、県道であれば県ということになってまいりますが、おのおのの道路管理者にもしっかりとお願

いをして管理をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 本当に今まで、人身の被害が高山村ではあまり聞かなかったんですが、実際には産業振興の課の

方々、職員の方々も本当に危険な目に遭っているということもうわさは聞きます。本当に何かあっ

てからでは駄目ですので、特にまた通学路など子どもたちに被害を与えないように、またそれが

「美しい村連合」にもつながっていくということも私は感じますので、そういうことも含めて、や

はり景観のことも考えながら村をよくしていただくことに御尽力願いたいということで、私からの

質問はこれで終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

─────７番 柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 通告に従い質問いたします。 

 任期満了となる11月の村長選挙、内山村長は３期目に向けてどうお考えなのか、お聞きしたいと

思います。昨日一般質問で沖島議員の質問に答えられまして、御勇退ということが発表されました。

私は、それに反してもう１期やっていただきたいと応援する意味で質問させていただきます。 

 首長になられて２期８年が過ぎようとしています。１期目は、公約である「にぎわいの場構想」

が山田牧場の貴重な高山植物保護のために進展せず、やっと今年ハイキングコースや施設整備等で

4,580万4,000円ほどかけて創出事業を行っておられます。また、２期目もコロナウイルス感染症の

感染防止で多大な御苦労をいただきました。日々心労が重なって御苦労かと思います。そこで、御
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自分の公約はまだ道半ばと思いますが、３期目こそ力の発揮どころと思いますが、お考えをお聞き

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 秋の村長選挙３期目に向けての考え方について、お答えいたします。昨日の沖島議員への答弁と

重複する部分もありますが、よろしくお願いいたします。 

 私が村政の重責を担わせていただき、残すところ２か月余りで２期目の任期を迎えることになり

ますが、この間、議員各位並びに村民の皆様、そして職員に支えられた８年間であり、あっという

間に過ぎてしまったと感じております。そこで、議員お尋ねの「公約は道半ばであり、秋の村長選

挙に出馬する考えについて」でありますが、昨日も申し上げましたとおり、村づくり、地域づくり

の基本の一つは、人づくりであると考えております。人と人の間には、いわゆる「間」という一文

字があると思っております。そして、この文字はたったの一文字でありますが、「心のこもった一

文字であれば、人の心を、そして人生を大きく変えることができる」と、このように言われており

ます。このように考えたとき、「にぎわいの場構想」の計画を進めるに当たっては、担当職員は慎

重に計画を進めてまいりましたが、一部の方の了解がどうしても得られず遅れに遅れてしまったの

は全て私の責任でありますが、その遅れた要因を考えたとき、理解を示していただけるような人づ

くりの基本に欠けていたのではないかと思っておりますので、これらの課題を今後に生かし、現在

着手しております工事を着実に進めてまいりますので、御理解賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

 なお、３期目こそ力の発揮どころと温かな励ましのお言葉をいただきましたが、昨年けがをした

箇所の治癒の目処が立たず、村民の皆様のための村政の任務を果たしていくことは難しいと判断さ

せていただき、２期目の任期を迎えた時点で退任することを決意しましたので、御理解賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 なお、これまでいただきました身に余る声援に対しまして、感謝と御礼を申し上げます。大変あ

りがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 お考えは変わらないとお聞きしました。大変御苦労さまでした。２期８年、これからも、あと僅

かですけれども、体に気をつけていただいて任期満了していただきたいと思います。御苦労さまで

した。 

 これで終わります。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で柴田弘男議員の質問を終わります。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ４項目質問します。 

 初めに、子どもの医療費助成について質問します。 

 この問題につきましては、過去にも幾度となく質問をさせていただきました。改めて、今回も完

全無料化を求めたいと思います。日本は、今、子どもと親に大変冷たい国となっています。以前に

も紹介しましたが、政府の国際調査で、日本は、国民の過半数が「自分の国は子どもを産み育てや

すい国だと思わない」、このように答えた唯一の国となっています。その理由は、教育費が高すぎ

ること、雇用が不安定なこと、子どもを産み育てることに対する社会の理解がないことなどと言わ

れています。教育費が完全無償で、親の働き方が安定しているスウェーデンは、97％が「自分の国

は子どもを産み育てやすい国だと思う」、このように回答しているのと対照的と言えるのではない

でしょうか。2020年のユニセフの調査では、日本の子どもの精神的幸福度は、先進国38か国の中で

下から２番目。今の生活に満足している、このように答えた15歳の割合が62％と低く、15歳から19

歳の自殺率も平均を上回っていると言います。なぜこうなってしまっているのでしょうか。この最

大の責任は、政治にあります。 

 第１に、子ども子育ての予算を低水準のまま放置したことです。日本は、家庭予算も教育予算も

ＧＤＰ比でＯＥＣＤ加盟国の平均以下で、高学費、多人数学級、劣悪な保育条件、子どもの貧困な

どが改善されないままとなっています。第２に、子どもの権利条約の保障を怠ってきたことです。

日本政府は、国連の子ども権利委員会から子どもの権利の保障が不十分だという勧告を繰り返し受

けています。教育制度の過度に競争的な性格が、子どもの肉体的及び精神的な健康に否定的な影響

を及ぼし、子どもの最大限可能なまでに発達することを妨げている、自己に関わるあらゆる事柄に

ついて自由に意見を表明する子どもの権利が尊重されていないなど、厳しい評価が示されています。

この２つの問題を解決し、子育て・子どもに冷たい国から優しい国に変えるために力を尽くしてい

くことが求められていると思うところです。 

 さて、子どもの医療費助成についてですが、長野県内全ての市町村で、年齢では18歳まで実現を

しております。この中で完全無料化を26市町村が実施しています。そして、松本市では、来年１月

から完全無料化を進めるために、６月議会にシステム改修費として約200万円、医療費扶助費とし

て約3,500万円の予算を提出し、進められております。また、長野市は、来年度からの完全無料化

を目指し検討が進められているところです。 

 これまで、村は、私たちの要求に対し、「県と市町村、そして受益者が共に支え合う制度として

定着している」、このように答弁し、完全無料化を拒んできています。しかし、この論理、理屈は
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完全に破綻しているのではありませんか。77市町村のうち、既に26市町村が完全無料化になってい

て、そこに松本市、長野市が加わります。この２つの市だけで人口は約70万人、長野県の人口約

200万人の３分の１を占める市が加わるわけです。これを踏まえると、三者で支え合う制度が定着

しているという理屈は成り立たないと思いますが、いかがでしょうか。先ほど述べましたが、松本

市は１月から、長野市は来年度から完全無料化になります。これをどう受け止めておられるでしょ

うか、答弁をお願いします。 

 国は、これまで医療費助成を独自に行う自治体に対し、国保の国庫負担を減額する調整措置をし

てきましたが、この４月から廃止をいたしました。ところが、厚労省は、子どもなどへの医療助成

制度に窓口負担を設けたり償還払いを行っている市町村に対し、国保の補助金で2025年度からプラ

スに評価するという通知を６月に出しております。予算規模は400億円、外来医療費を無料化せず

自己負担を設けている場合などは50点、外来で医療機関を受診するとき、窓口での支払いが不要な

制度から窓口での支払いが必要な制度に令和６年度から変更する場合は20点などというものです。

こうしたいわば圧力に屈することなく、１レセプト500円、この手数料負担を廃止し、完全無料化

を求めるものですが、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 子ども医療費の完全無料化についてお答えいたします。 

 福祉医療費特別給付金事業における受給者負担につきましては、これまでも一般質問において答

弁申し上げてまいりましたが、この制度を持続可能なものとするために、県・市町村、受益者の三

者が共に支えあうという制度の趣旨の下、今日まで実施しているところであります。そうした中で、

本年８月１日時点における県内77市町村のうち本村を含む67％に当たる51市町村では受給者負担金

制度を導入しており、残りの33％に当たる26市町村では受給者負担金を徴収しておりません。そこ

で、まず初めに、１レセプト500円の負担について、完全無料化の自治体が増え受益者負担制度の

論理が破綻しているのではないかとのお尋ねでありますが、受益者負担額の無料化が広がるという

ことは、無料化した費用の財政負担を当該自治体で背負うこととなりますので、全ての自治体で財

政力があるとは限りませんので、受益者負担制度が維持されることで、財政的に弱い自治体を含め

この制度は定着しているものと考えますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、松本市、長野市が完全無料化に向けて検討していることについてでございますが、子育て

支援策はそれぞれの自治体によって取組が異なってもよいのではないかと思っており、例えば本村

のように小中学生の給食費を完全無償化にしている自治体は県内にどの程度あるのか把握しており

ませんが、それぞれの自治体が独自色を持って行政を運営していけばよいのではないかと思ってお

ります。しかしながら、松本市や長野市が完全無料化を検討していることで、他の自治体も同様の
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検討がなされていくものと思われますことから、今後の県内自治体の動向に注視してまいりたいと

考えております。 

 次に、完全無料化についてでありますが、村では、これまで子育て支援策は総合的に検討するこ

ととして進めてきており、本年度からは小中学生の給食費の完全無償化を行いましたことから、議

員御提言の子ども医療費の完全無償化につきましては、今後とも子育て支援を総合的に検討する中

で判断してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 子どもたちの医療費の無料化については、本来は国の制度として実現していくことが望ましいと

考えています。そのことは国に求めていきたいと思っています。その上で、私は、今村長の答弁を

お聞きして、いつまで破綻した論理、理屈にしがみつくおつもりなのか、こんな感情を抱きました。

既にお話し申し上げましたように、長野県内の県と長野市、そしてその次の大都市である松本市、

この二大都市が完全無料化になって、私の調べでは、77市町村のうち28自治体が無料化になってい

て、そこ２市が加わり30になると思います。そうすると、４割弱は完全無料化になっていくわけで、

三者で支え合う持続可能な制度から、人口でいけば半分以上の方が抜けるわけです。なぜ半分以上

の方が抜ける制度が持続可能な制度なんですか。給食の無償化の例を出されました。給食の無償化

も徐々にではありますが広がりつつあります。全国的にも広がりつつあります。それは、義務教育

無償という、そういう理論に立って無償化が進んでいるわけですが、子どもたちの医療費、子ども

たちを含めての医療費の助成についても、徐々にではありますが広がりを持ってきています。先ほ

ど県内の動向について注視していくんだということをおっしゃられましたけれども、４割弱が完全

無料化になっていて、市町村数で、人口で行けば過半数を超えるところが完全無料化になっていく

中で、動向を注視していっていいんでしょうか。 

 そこで質問です。完全無料化に移行しない最大の理由は何でしょうか。財政問題でしょうか。そ

の点をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 今議員が統計的な問題として人口を例として挙げられました。そういった点では、松本市、長野

市が、そういった点では人口のかなりを占める、そういう割合にはなると。しかし、松本市、長野

市は、やはりそういった点で、逆に言いますと財政的に余裕がある。それに比べて、人口の少ない
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当村のような村は、やはり三者が支え合うということは、財政負担上非常に効果があるというふう

に考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再々質問します。 

 松本市や長野市は財政的に豊かといいますか財政力があるからやっていけるんだというようなお

話だったと思うんですが、完全無料化の広がりは、小さな市町村、小さな自治体が出発点だったん

ですよ、長野県内においても。それがだんだん市段階にまで広がってきているというのが今の現状

なんです。財政的に豊かといいますか財政力があるからやるという、財政力がないからやらないと、

そういう問題では私はないと思うんです。そうじゃありませんか。財政力があるとかないとかでは

なくて、今、子どもたちの医療費の500円を撤廃していくことがどう子育て支援につながっていく

のか。大事なことなのではないか。そういう視点から完全無料化に踏み切るべきではないでしょう

か、いかがですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えいたします。 

 私は、以前から子育て支援は総合的に判断するというふうに申し上げてまいりました。そういっ

た中で、三者で支えるのは、そういった点では、財政力一本ではありませんけれども、全体的に総

合的に考えたときに、本村は今年度は給食を無償化しましたので、健康保険につきましては、状況

を見ながら総合的に判断していくというふうなところも当然考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。会議は午後１時から再開します。 

午前11時54分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、次に自衛隊への名簿提供について伺います。昨年の９月議会でも質問をさせていただ
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きましたが、お願いします。 

 自衛隊は、1967年当時から、住民基本台帳を基礎に自衛隊募集に当たっての適格者名簿を作って

いました。当時は、誰でも自由に住民基本台帳を閲覧することができましたが、その後、プライバ

シー意識の高まりなどを受け、2006年に住民基本台帳法が改正されて原則非公開となりました。例

外的に、11条１項で、国または地方公共団体の機関が法令で定める事務の遂行のために必要である

場合に、個人４情報、氏名、生年月日、性別、住所の写しを閲覧することのみ可能とする規定が置

かれました。ところが、安倍元首相が、2019年１月30日の衆議院本会議で「防衛大臣からの要請に

も関わらず、全体の６割以上の自治体から自衛隊員募集に必要となる所要の協力が得られていませ

ん」と発言しました。これを受けて、政府は閣議決定の中で、自衛官等の募集に関し必要な資料の

提出を防衛大臣から求められた場合、市区町村長が住民基本台帳の写しを提出することが可能であ

ることを明確化する旨、記載をいたしました。これ以降、紙媒体や電子媒体などによって提供する

自治体が増えたのです。こうした紙媒体や電子媒体により個人４情報を提供することは、プライバ

シー権を侵害するものであり、個人情報保護条例に反し、許されるものではないと言えます。奈良

県では、現役高校３年生が裁判の原告になって、３月29日、奈良地方裁判所に提訴しております。

被告は、奈良市と国で慰謝料100万円と弁護士費用10万円を請求しています。名簿を提供された当

事者が損害賠償を求める裁判は全国初です。 

 さて、本村において、今年度は自衛隊への名簿提供はどのようにされましたか。 

 次に、昨年９月の答弁で、閲覧状況について、村ホームページへの掲載も検討するとされました

が、どこまで検討は進んでいますか。昨年、私は除外を希望する人は名簿から外すように、このこ

とを求めましたが、これには問題点があり撤回したいと思います。自衛隊への名簿提供をするなら、

本人や保護者の承諾のない名簿提供はすべきではない、このように求めますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長(会計管理者)（島田 誠） 

 自衛隊への名簿提供について、お答えいたします。 

 まず初めに、自衛隊は、日本の防衛のみならず、国際平和のための活動の取組や国内外の災害派

遣など、日本の平和と安全及び国際社会の安定を確保するための重要な任務を担っております。こ

の自衛官の募集につきましては、自衛隊法第97条に、県知事及び市長村長は政令で定めるところに

より自衛官及び自衛官候補生の募集に関する事務の一部を行うと規定されており、地方自治法第２

条に定める法定受託事務として位置づけられております。このため、村では、毎年自衛隊長野地方

協力本部から自衛官及び自衛官候補生の募集のために必要な募集対象者情報について依頼があり、

当該情報の提供を行っているところであります。 

 そこで、まず初めに、本年度の名簿提供についてのお尋ねでございますが、村では、従来から住
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民基本台帳法第11条第１項に規定する、「国または地方公共団体の機関は法令で定める事務の遂行

のために必要である場合には、市町村長に対し住民基本台帳の一部の写しを閲覧させることを請求

できる」こととされておりますことから、この規定に基づき情報提供を行っております。具体的に

は、あらかじめ村が定める住民基本台帳の一部の写しの閲覧申出書により自衛隊長野地方協力本部

長名で申請いただき、内容を審査した上で日程を調整し、指定日に自衛隊職員が役場に来庁し、住

民基本台帳を閲覧の上、必要な情報をその場で書き写す方法により名簿の提供を行っております。

従いまして、本年度につきましても従来と同様の方法により対応したところでございます。 

 次に、閲覧状況をホームページへ掲載することについてでありますが、住民基本台帳法第11条第

３項において、「市町村長は毎年少なくとも一回、住民基本台帳の一部の写しの閲覧の状況につい

て請求機関の名称や利用目的の概要等を公表するものとする」と規定されておりますことから、村

では、去る８月１日付で、令和５年度の閲覧状況を役場庁舎の掲示場にて公表したところでござい

ます。そこで、議員お尋ねのホームページに閲覧状況を公表することにつきましては、他の自治体

への聞き取り等を行うなどして検討した結果、ホームページによる公表を行っている自治体が年々

増えていることや、広く住民に周知する観点からも有効な方法であると考え、過日ホームページで

も公表を行ったところでございます。 

 次に、本人や保護者の同意のない名簿提供をやめるべきではないかとのお尋ねでありますが、本

村の名簿提供につきましては、先ほど申し上げましたとおり、住民基本台帳法第11条第１項の規定

に基づき行っておりますことから、ドメスティックバイオレンスやストーカーなどの支援措置申出

による対象事案以外は閲覧に供することとしております。従いまして、村といたしましては、当該

業務に係る名簿の提供は、自衛隊法及び地方自治法に規定される市町村の法定受託事務との認識か

ら、今後とも本年度と同じような取扱いにより対応してまいりたいと考えておりますので、御理解

賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 今年度についても、閲覧し、書き写しということですが、それ自体も個人情報の保護の観点から

問題ではありますが、他の市町村においては紙媒体あるいはＣＤに落として電子媒体で提供すると

いうことが行われております。少なくとも本村の閲覧し、書き写しというこの状態を、次年度以降

こうした状態を引き続き維持していくということを求めたいと思います。あくまでも紙媒体、印刷

したものをそのまま提供する、あるいはＣＤに落として電子媒体で提供する、こういうことにはな

らないようにしていただきたいと思いますが、その点いかがでしょうか。 

 次に、閲覧情報の開示ですが、私も８月31日にこの情報が村ホームページに掲載されていること
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を確認いたしました。この面では一歩前進と思います。そこで、ホームページでの公表は、閲覧に

係る住民の範囲というところが村民の一部と、こういう形になっています。そして、これは昨年４

月27日に、自衛隊長野地方協力本部が閲覧したという形になっております。そこで、この閲覧に係

る住民の範囲、これをもっと詳しく載せる必要があるのではないかと思います。つまり、当該年度

に18歳に到達する住民、このようにして、やはり村民の皆さんに年度内に18歳に達する皆さんの情

報を自衛隊は収集しているんだということを知っていただく必要があると、少なくとも、そのよう

に思います。その点、２点お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長(会計管理者)（島田 誠） 

 それでは、再質問にお答えいたします。 

 まず１点目、これまでの閲覧、提供の方法でございますけれども、次年度以降もこちらの法律に

基づきまして、紙媒体等の媒体ではなく、閲覧して書き写すという方法で行ってまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、ホームページにおける開示の内容、その範囲でございますけれども、今は村民の一部とし

ております。これにつきまして、いろんなところの市町村の状況を確認いたしましてこのようにさ

せていただきました。このところ、具体的に年齢であったり、具体的に書くべきかどうかつきまし

ては、今後その点は検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 あくまでも印刷した紙媒体やＣＤなどにその情報を落として提供することのないように、くれぐ

れもよろしくお願いしたいというふうに思います。 

 ３点目、国民健康保険、とりわけ子どもの均等割の問題について質問したいと思います。 

 全国的に、国民健康保険は加入世帯主の４割が年金生活者などの無職、３割が非正規労働者で、

低所得者が多く加入する医療保険となっています。ところが、平均保険料は、４人世帯の場合、同

じ年収のサラリーマンの健康保険料の２倍になります。全国知事会、全国市長会など地方団体は、

加入者の所得が低い国保が他の医療保険よりも保険税が高く、負担が限界になっていることを国保

の構造問題だとし、これを解決するために、公費投入、国庫負担を増やして国保税を引き下げるこ

とを国に要望し続けていることは御承知のとおりです。高すぎる国保税を引き下げ、国保の構造問

題を解決するには、公費を投入するしかありません。国保税が高くなっているのは、国保への国庫

負担の抑制と国保に加入する方の貧困化、高齢化、重症化が進む中で起こりました。公費負担を１

兆円増やせば、国保税を協会けんぽ並みに引き下げることができるわけです。この方向で力を合わ
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せたいと思うところです。 

 さて、国保には、いわゆる人頭税と同じような役割を果たす均等割、平等割があります。その中

でも特に子どもの数が多いほど負担が引き上がる均等割には、それこそ、まるで人頭税、子育て支

援に逆行しているという批判が起こり、多くの団体、関係者が見直しを求めています。こうした声

に推されて、今、就学前の子どもに限って均等割が半額となっているところです。こうした状況を

踏まえて、３点質問します。 

 １点目、国民健康保険特別会計の現況について伺います。令和６年度の予算編成時から半年が経

過しようとしております。この当初予算と比較して、特に医療費の伸びはどのようでしょうか。国

保会計の現況を説明していただきたいと思います。 

 ２点目、国保の都道府県化に伴い、県は応能割と応益割の比率について統一を目指しています。

本村は、この問題について対応をどのように進めようとしていますか。この比率の是正によって、

所得の低い世帯の国保税負担が重くなることは避けなければならないと、このように考えますが、

いかがでしょうか。 

 ３点目、群馬県渋川市は、今年度から18歳以下の全ての子どもの均等割を全額補助する制度を実

施します。事業費は2,674万円で、一般財源から支出します。６月から送付される納税通知書に基

づき納税をし、８月頃から該当世代に届く申請書を送り返すことで均等割相当額が返金される、そ

ういう仕組みです。対象者数は約1,220人ということです。こうした子どもの均等割独自減免は、

県内でも、小海町、南木曽町、長和町、木曽町で実施されております。出産ペナルティーともいえ

る子どもの均等割、本村においても独自減免をすることが必要だと思います。いかがでしょうか、

お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 国民健康保険について、お答えいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持、増進

に大変重要な役割を果たしておりますものの、国民健康保険は、財政基盤等に係る構造的な問題を

抱えるとともに、医療の高度化、高額薬品の保険適用などに伴う医療費の増大、さらに、定年退職

により年金を主たる収入源とする高齢の被保険者の加入割合の増加などで、財政運営は大変厳しい

状況となっております。そこで、まず初めに、国保特別会計の現況は当初予算との計画と比較して

どのように推移しているかとのお尋ねでありますが、まず、歳出における医療給付費につきまして

は、本年度既に一般の医療給付費で４か月分、針きゅうなどの医療給付費、高額医療給付費にあっ

ては５か月分の支出を終了しておりますが、当初予算における１か月当たりの医療給付費は、約

5,460万円に対して、実支出額は月平均で約4,870万円と、一月当たりで約590万円、10.8％の減と
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なっております。この主な要因としましては、被保険者数の異動等によるものや当初見込みよりも

これまでは医療給付費が低かったことなどによるものと思われますが、今後医療給付費がどのよう

に推移していくのか、その動向に注視してまいりたいと考えております。 

 次に、応益割率の低い本村の来年度の取組についてのお尋ねでありますが、国民健康保険税は、

所得割額である応能割と平等割額と均等割額からなる応益割により課税されております。そこで、

今後、長野県では、今年度を初年度とする令和11年度までの運営方針の中で、令和12年度には、国

の制度に基づき、地域の実情を踏まえて県下10広域からなる二次医療圏域を単位として、医療費水

準に応じて算定されている納付金の算定を改め、納付金ベースの統一を図った上で、県下統一した

負担割合の標準税率を応能割49に対し応益割51にすることとしております。このため、村では、現

在の税率の負担割合が応能割61に対し応益割が39となっておりますので、今後負担割合の見直しを

図りながら、県の標準税率に近づけてまいりたいと考えております。しかしながら、これまで国の

方針が二転三転しておりますことから、県においてもその対応に苦慮しているとお聞きしておりま

すので、今後県の動向を踏まえつつ、どのような方法で見直しを図っていけばよいのか慎重に検討

してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、18歳以下の子どもの均等割の減免についてのお尋ねでありますが、国民健康保険に加入す

る子どもの均等割の軽減につきましては、国では、少子化の進行は危機的な状況で、対策は待った

なしの瀬戸際であると言われており、令和４年４月からは、未就学児の均等割を半額軽減する措置

が行われているところであります。さらに、国は、少子化の危機的な状況を打開するために昨年４

月にこども家庭庁を創設し子ども・子育て支援法などの法整備を進めるとともに、昨年12月に子ど

も未来戦略を閣議決定し、あらゆる面から子育て支援の充実を総合的に進めることとしております。

このため、令和８年度を目標に、18歳以下の子どもを対象に国民健康保険税の均等割を全額軽減す

る方向で検討されておりますことから、今後の国の動向に注視してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 国保の都道府県化が行われて、その中で地方自治体独自の法定外繰入れがどんどん減らされて、

そのことが全体として国保税を引き上げる要因になっている、こうした自治体も数多くあるわけで

す。国保の都道府県化によって、先ほど村長も言われましたが、応能と応益の割合を49対51にする

と、こういう方針が示されております。そして、本村は、応益が39、応能が61で、これを逆転させ

ることになるわけです。応益は、均等割、平等割、この部分が所得に関係なく引き上がるというこ

とになります。もちろん所得によって、７割、５割等の軽減措置はありますが、もとの単位が大き

くなるわけですから、所得の低い人もかなりの負担を求められることにつながるおそれがあります。
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村長は慎重に検討と言われましたが、これはやはり国保の都道府県化による弊害なんです。国が進

めている都道府県化というのは、市町村国保に対してこういう影響をもたらす。そして、加入者の

所得の低い人に対して非常に重い負担を押し付けることにつながるわけですから、慎重に検討だけ

でなくて、やはり都道府県化になってはいますけれども、それぞれの市町村の独自の進め方という

ものを認めさせる必要があると思います。あるいは、これだけ国から、あるいは都道府県化によっ

て市町村の法定外減免はやめなさいということを言われても、それでも今なお加入者の負担軽減の

ために法定外繰入れを進めている市町村もまだまだあるわけです。200近くまだあると思います。

そうした点から、一番は、やはり加入されている方の負担をどういうふうに押さえていくのか。と

りわけ所得の低い人の負担をどう抑えるのかが課題となります。慎重に検討する、こういうことだ

けでなくて、やはり県が進めようとしている応能49、応益51、この水準そのものを是正してもらう、

それぞれの市町村で進めていくのが当然だというふうに改めてもらうことが必要だと思います。そ

の点、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 今の応能割、応益割の負担率の是正ということというふうに解釈しておりますけれども、当初こ

の予算につきましては、県の対応とすれば、長野県としては令和９年度を目途ということで進んで

きたわけですけれども、国のあれもありまして、今回は令和11年と12年ということで、そして方向

がかなり変わってきております。今後どのように変わるのかも分かりませんけれども、それらも含

めた上で、何をやればいいのか、それこそ同じ言葉になるかもしれませんけれども、対応をしっか

りとしてまいりたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 いずれにいたしましても、国保については、全国知事会なども含めて公費投入を増やせという要

求をしているわけですから、その点を貫いていただいて、やはり国庫負担を増やして国保加入者の

負担を軽減していく方向をともにつくっていただければというふうに思います。 

 ４項目め、新型コロナワクチン接種について質問いたします。 

 新型コロナウイルスは、新株に置き換わり、感染はいまだに続いております。一方で、患者など

への負担軽減は今年４月から打ち切られ、患者が治療薬を避ける傾向があるとされております。東

京都医師会長の記者会見で、「そんなに高価なら我慢しますという話になってしまう」、このよう

に懸念を述べる事態となっています。 
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 さて、この秋から、65歳以上の高齢者と60歳から64歳で基礎疾患がある重症化リスクの高い人を

対象に定期接種が始まるわけです。ワクチンは、高齢者や基礎疾患のある人を重症化から守るため

にも有効な予防手段と思います。新型コロナワクチン接種について様々な考えはあります。ワクチ

ンの有効性、安全性について、新たな知見、エビデンスも含めての情報提供が必要と思いますが、

どのようにお考えでしょうか。副反応の原因の究明や被害者救済に万全を期すことは当然だと思っ

ております。ワクチン接種について、この秋から定期接種が始まるわけですが、経済的負担から接

種を諦めることのないよう負担軽減が求められていると思います。神奈川県海老名市では自己負担

額を無料とします。対象者数３万5,800人、このうち接種見込みを60％、約２万1,480人と見込んで

予算化をしております。こうした例もあるわけですから、負担軽減策をどう進めるのか伺います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 新型コロナワクチン接種について、お答えいたします。 

 これまでの新型コロナワクチン接種は、疾病の蔓延を防止するため緊急性が認められたことで、

臨時に予防接種を行うこととされ、本村におきましては、令和３年５月から令和６年３月31日まで

の２年10か月間にわたり、生後６か月以上を対象に、述べ３万2,000回余り実施してまいりました。

この間、村民の皆様には、アンケート意向調査への御協力やワクチンの供給量に合わせた接種順へ

の御理解などにより、計画いたしました集団接種が予定どおり実施できましたことに改めて感謝申

し上げます。このことにより、猛威を振るった新型コロナウイルス感染症は、昨年５月８日に２類

感染症から５類感染症へと移行されたところでございます。 

 そこで、まず初めにワクチンの有効性、安全性について、新たな知見、エビデンスも含めて情報

提供をどのように考えているのかとのお尋ねでありますが、新型コロナワクチン接種は、本年度か

ら接種勧奨や接種努力義務のないＢ類疾病の定期接種となり、接種対象者は、65歳以上及び60歳以

上65歳未満の方であっても心臓、腎臓もしくは呼吸器機能の障がい等のある方などの重症化リスク

の高い方を対象に、毎年秋から冬にかけて１回接種することとされました。このワクチンの有効性

や安全性につきましては、厚生労働省のホームページで最新の情報が掲載されておりますほか、村

でも、必要に応じて広報紙やホームページを活用して周知を行っているところでございます。この

ため、今後とも国の動向を注視するとともに、新たな知見が公表された際は、速やかにお知らせし

てまいりたいと考えております。 

 次に、ワクチン接種費用の負担軽減についてでありますが、新型コロナワクチンは、接種一回当

たりの費用が約１万5,000円と高額であり、接種を希望される方の経済的負担が大きくなってしま

いますことから、須高３市町村で同一歩調を図り、自己負担額を一人1,800円とし、残りを国及び

村で負担することとしております。しかしながら、ワクチン接種の実施の判断は個々に委ねられて



－96－ 

おりますが、対象となられる方には、感染症の蔓延、重症化予防のために接種を御検討いただきま

すようにお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 新型コロナワクチン接種について、一般社団法人日本看護倫理学会が自己増殖型ｍＲＮＡワクチ

ン、レプリコンワクチンについて懸念を８月７日に発表しております。新型コロナ感染症の予防と

して、遺伝子操作型ワクチンｍＲＮＡワクチン、これが導入されて私たちは受けてきたわけです。

そうした中で、昨年11月28日に、自己増殖型ｍＲＮＡワクチン、レプリコンワクチンが世界に先駆

けて日本で認可されております。このレプリコンワクチンは、開発国のアメリカ、大規模治験をし

たベトナムで認可はされていないという点、さらには、レプリコンワクチンが自己複製するｍＲＮ

Ａであるために、レプリコンワクチン自体が接種者から非接種者に感染するのではないかという懸

念がある、こうしたことでこの一般社団法人の方は懸念を示されております。このほかにも、将来

の安全性に関する問題、あるいはインフォームド・コンセントの問題等々挙げて懸念を発表されて

いるわけです。このワクチンが秋の定期接種から採用されるのかどうか、使われるのかどうかとい

うことは現時点で私も知り得ておりませんけれども、こうした新たな問題、知見、エビデンス、こ

うしたものの情報提供も必要ではないかと思います。一般社団法人日本看護倫理学会、これが発表

したということはあまりまだ知られていない部分もあります。もし仮に、このレプリコンワクチン

がこの秋の定期接種から採用されるということになった場合は、改めて、こうした問題も含めて村

民の皆さんに情報提供をしていくことが必要だと思いますが、その点いかがでしょうか。 

 次に、ワクチン接種費用の軽減という問題ですが、接種費用は１万5,000円程度かかる。そのう

ちの1,800円が須高３市町村で自己負担として求められるということのようで、軽減は大分される

わけですけれども、先ほど申し上げましたように、無償とするところもあるわけです。もちろんワ

クチンの接種を受けるかどうかはその個人が判断して行うわけですが、やはり経済的な観点から諦

めることのないように。1,800円も、まだまだやっぱりちゅうちょする向きもあろうかと私は思い

ます。無償にするというようなことはお考えになりませんか。 

 以上、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 まず初めに、１番目は、ワクチンについて、安全性と、こういうお話だと思います。そういった

点では、いわゆるエビデンスということで、そのワクチンがいわゆる保証できるのか、そういう観
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点だというふうに思っております。そういった点も含めて、国からとすれば、安全性は保証されて

いると、こういうことでと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、負担率1,800円ということでありますが、これは須高３市町村で歩調を合わせるというふ

うな意味合いもありますほか、これが全体として、受ける、受けないも含めまして、先ほど言った

ように、全体として村民の皆さんに補助率を掲げてしっかりと周知をしてまいりたい、このように

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で山嵜秀治議員の質問を終わります。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 通告に従いまして質問のほうをさせていただきます。 

 高山村独自の飲食店など、個人の起業に対する創業支援制度について質問いたします。 

 高山村での地区別、ブロック別のアンケートで、高山村には飲食店が少ないといった意見が多く

出ていました。特に、若者向けに起業するチャンスを与えることは必要と思われます。長野県では、

個人事業主として創業を希望する者に長野県ソーシャルビジネス創業支援金制度やスマート補助金

などがあります。村内で起業を行い、高山村のイメージアップの貢献や地域の活性化が急務と思わ

れます。農業従事者への支援でりんごやぶどうの果物栽培がされ、高齢者から事業継続での高山村

ブランドを今守っています。ただ、季節要因が大きく、年間を通じての観光客への誘致やワイン以

外のお菓子といったお土産が少ないのが現実です。村を挙げて食べ物やお菓子といったお土産にな

る商品の確立が重要であると思われます。 

 そこで質問ですが、高山村独自の起業を応援する魅力的な支援制度はありますか。飲食店等個人

の起業に対する村の援助について、定住者、移住者、シニアと分け隔てなく、地域の活性化のため、

村としての支援はどう対応していますか。そして、魅力のある支援制度があれば、人口流出を防ぎ、

働ける場所の確保が見込まれ、移住者、定住者の支援につながると思いますが、村としての見解は

どう考えていますか。また、発展した形として、新しいブランドをつくり、年間を通じて観光客等

の誘致が理想と思われます。ただ、担当者だけでは、新たなブランドづくり、村づくりは非常に困

難です。食のイメージも重要です。専門家のアドバイスや行政改革の経験のある地域おこし協力隊

員をもっと多く採用することが必要です。さらに、国の補助金利用を多く活用している自治体と比

べ、当村の場合はまだまだ非常に少ないと思われます。村として新たなブランドづくり、これにつ

いてもどう考えているか、お聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 
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 高山村独自の創業支援金制度について、お答えいたします。 

 総務省が令和３年に実施した経済センサス活動調査における市町村別・産業大分類別民営事業所

数の調査結果によりますと、村内で宿泊業・飲食サービス業を経営している事業者数は31件であり

ますが、人口規模で同程度の県内町村では、長和町が82件、立科町が77件などで、単純比較します

と、本村の事業者数は少ないものであると思っております。また、卸売業、小売業や生活関連サー

ビス業、娯楽業の経営体につきましても、地域の置かれている状況などにより単純比較はできませ

んが、同規模町村と比較しても少ない状況であることを確認しております。このことは、交通利便

による立地の影響や近隣自治体と競合する事業者が多いことなどが影響しているものと考えており

ます。そこで、まず初めに、高山村独自の起業を応援する魅力的な支援制度についてのお尋ねであ

りますが、村では、平成29年度に「高山村創業支援事業補助金交付要綱」を制定し、新たに事業を

行う事業者へ50万円を上限に支援を行ってきております。さらに、令和３年度には、既存事業者が

新たな分野へ事業展開する際の経費も補助対象とするなど、事業者にとって使いやすく、魅力ある

制度になるよう要綱の改正を行って支援を拡充してきたところであります。 

 なお、平成29年度の制度創設から令和５年度までの７年間における利用実績は14件であり、令和

６年度は、現時点で２件交付決定をしております。村といたしましては、今後も補助事業の活用等

により村内における創業と雇用の創出などにつなげるため、制度の周知に努めてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、魅力ある支援制度に対する村の見解についてでありますが、現在行っております支援制度

は、移住・定住者の確保にもつながるものと考えておりますので、引き続き制度の周知とともに、

利用の促進等に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、専門家のアドバイスなどにより新しい村のブランドをつくることについてのお尋ねであり

ますが、議員御指摘のとおり、様々な見地をお持ちの方の意見をお聞きし、村政に反映させること

は大変有意義なことであり、重要なことであると考えております。しかしながら、村の新たなブラ

ンドを生み出すことにつきましては、対象とする品目の選定や基準を明確にする必要があること、

常に高水準の品質や企画を維持する必要があることや、集約、出荷、販売体制の構築など、事前に

調整が必要となる課題があることなどから、課題を整理した上でブランド化の必要性を慎重に検討

する必要があるものと考えております。このようなことから、村といたしましては、創業支援事業

補助金のほか、特産品開発支援事業補助金やにぎわいの場創出トライアル事業補助金などの一層の

周知を図り、意欲ある事業者を支援することで、ブランド化や本村のＰＲにつなげてまいりたいと

考えておりますので、御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 
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 では、再質問なんですが、長野県では、日本一創業しやすい県づくりということを目指して起業

しやすい環境を整えるということで県が表明しているんです。ただ、実際長野県でのこうした創

業・起業・開業率については、これは銀行のデータですけれども、全国平均5.55％を大きく下回り、

長野県は3.71％ということで、都道府県別でいうと、ランキングで37位という低さなんです。県は

そうして長野県中小企業振興センターなどに長野創業サポートオフィスまで設置してやろうとして

いるんですが、それがなかなかまだ進んでいかないのが現状のようです。それで、県の補助金につ

いては様々な補助金があるんですが、法人であればメリットのほうは多少あるかと思われます。信

州スタートアップステーション、長野県後継者人材バンク、ソーシャルビジネス創業支援金、創業

等応援減税、信州スタートアップ承継支援ファンドといったところです。ただ、この中でもソーシ

ャルビジネス創業支援金については、上限が200万円、補助率については２分の１以内ということ

の条件のようです。 

 取っつきやすいところでは、金融関係の支援制度、八十二銀行についてはテイクオフというもの

がありまして、飲食店の開業に当たり店舗の改装資金が必要になった場合や開業に必要な設備・備

品の購入資金が必要な場合ということで、法人でなく個人でも利用ができるということで、最大

3,000万円まで融資が可能と。ただ、条件はありまして、年、金利のほうは１％。ただし、県内の

コワーキングスペースに入居の場合は、銀行が月額入居料の２か月分は補助すると、民間ベースで

はこういったものが金融機関としてはあります。個人が起業するといった中では、やはり使いやす

いもの、そして県とか金融機関以外に、村としての非常に魅力ある支援制度ということで内外にや

はり周知する必要があるかと思われます。先ほど平成29年では50万円の上限ということで言われて

いるんですが、現状を含めて、今後の中では、この制度の拡大、あとどこまでやるのかというのを

お聞かせいただけますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えします。 

 今の50万円をどこまで拡大するかということでありますが、その前に、県の支援金という説明が

ありました。そして、全体として長野県の場合は37位と、こういう位置にいるんだと、このような

お話もありました。内容等については、どのような状況なのか、その辺については私もよく存じて

いませんけれども、やはり先ほども、全体として事業を立ち上げたときに、いわゆる立ち上げやす

いというのは、立地条件等がかなり左右するのではないかなと、こういうふうに議員の先ほどの長

野県のシステムをお聞きして感じました。その辺も参考にしながらいきたいと思いますけれども、

取りあえず、平成29年に実施したとき50万円でありますので、その辺も含め、どのような利用状況

が一番適切なのか、その辺は十分また把握し、そういった点も検討課題としながら、拡大は可能か
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どうか、その辺を慎重に検討してまいる必要があるというふうに思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再々質問ですが、魅力ある制度、それが高山村のイメージというのに非常につながると思うんで

す。50万円は出していただけるというのは、それは非常に有り難いんですが、仮に喫茶店でもいい

ですし、お菓子屋さんでもいいですし、設備や備品導入となると、50万円では、新規の場合は非常

に立ち行かないと思います。かといって、金融機関を利用してお金を借りてくださいと、金利を払

ってくださいということになると、やはり若い人、女性にとってはリスクが結構あるので二の足を

踏むんじゃないかと思われるんですよね。 

 ところで、先ほど言った50万円というところに、それを超えるのはできないということであれば、

村が仮に金融機関で借りている人たちの金利分を補助する、そういうことをしてもらうと、借りる

ほうも金利は村が補助してくれるので非常に助かるというふうにはなると思いますし、できれば村

のお金を低金利または金利ゼロで貸与すると。上限は決めていただいて、当然税金等を支払ってい

るというのは必須条件にはなると思いますが、そういった施策、それをやってもできるんじゃない

かなと思われます。それと、どうしても財源に、50万円を含めてできないというのであれば、ふる

さと納税、こちらのお金が結構集まって、これを今それぞれの事業部署で分配されて使っていられ

ますけれども、これをこちらのほうの女性や若者、シニア向けに、新たにお店を出して起業すると

いう人たちに提供するというふうに、ふるさと納税金のほうを少し分けて使おうというふうに持っ

ていけば可能だと思うんですが、そこら辺はどうお考えになりますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えしたいと思います。 

 今の議員の質問、いろいろな支援方法ということを検討しろと、このようなことだと思います。

やはり移住して、あるいは新しく事業をやる、こういうときに、付きまとうのは、事業が順調に展

開すればいいですけれども、なかなかそうは行かないということもあります。ですから、そういっ

た点ではリスクはどうしても考えざるを得ないということは十分承知はしているつもりです。そう

いった点も含めて、ただ単に50万円を支援する、あるいは拡大をするというだけでなく、そのほか

の支援方法がないかどうか、この辺がまたどれが一番いいのかしっかりとまた検討してまいりたい

と、このように思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 高山村には、移住した場合でもそういった魅力ある制度があるというのが県外から来る人にとっ

てもいいかなと、アピールにつながるんじゃないかと思われるんです。県のほうでは補助金を出し

ています。金融機関でもある程度政策を整えています。ただ、それ以上に、村として魅力ある貸付

けとか、そういった制度が整っていれば、先ほど言ったように移住者も増えますし、村内の活性化

というところでは非常にメリットがあると思われますので、ぜひ検討して、村の中で飲食店等を含

めて活性化ある村づくりに期待したいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

午後２時02分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年９月６日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 

                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 
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午後１時31分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第42号 

～  

日程第２ 議案第43号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例及び日程第２ 

議案第43号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例の２件を一括議題とします。 

 議案第42号について委員長の報告を求めます。 

─────梨本福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（梨本 進議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、議案第42号の１件

であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月17日午後２時25分から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員
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外議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例については、休憩中に、被

保険者証の文言が証明書に改められることについて、本年12月の保険証廃止に伴うものか等の質疑

が行われました。討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告を

します。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 議案第43号について委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第43号 高山

村国民健康保険条例の一部を改正する条例の１件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月17日午後１時より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審議しました。 

 マイナ保険証のない人が使う資格確認書も返還義務があるのかとの質疑がありましたが、討論を

省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第42号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第42号 高山村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例を採決します。 
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 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第43号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第43号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 議案第44号 

～  

日程第６ 議案第47号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号）から日程第６ 議案第47

号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）までの４件を一括議題とします。 

 議案第44号から議案第47号までの４件について、委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 
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○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました議案第44号 令和６年度高

山村一般会計補正予算（第２号）から議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第

１号）までの４件について、委員会審査の経過並びに結果を報告します。 

 委員会は、９月９日から12日までの４日間で開催した令和５年度決算審査に合わせて所管課ごと

に細部説明を受け、慎重に審査を行いました。主な質疑と答弁を所管課別に申し上げます。 

 初めに、議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号）において、総務課では、一

般管理一般経費の法律相談報酬について質疑があり、これまでは何かあった際に町村会の弁護士に

お願いしていたが、遠方であったり専門の弁護士が対応できないなどの課題があり、今回顧問弁護

士として委託するものであるとの回答がありました。 

 また、基金費において、今回公民館の改修工事で取り崩して、すぐに社会教育整備基金として

2,000万円を積む必要性は何かとの質疑があり、一茶館やグラウンド等体育施設も老朽化してきて

おり、その修繕などのために積み立てる必要があるためとの回答がありました。 

 教育委員会においては、公民館一般経費において公民館改修工事中の代替施設について、使い勝

手などもよく考えてほしい旨の要望があり、管理人の配置や平日の昼間は役場やチャオルの会議室

なども使えないか今後検討していくとの回答がありました。 

 続いて、議案第46号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）において、山

田温泉給湯事業について将来のことをよく考えて取り組んでほしいとの要望があり、地域や旅館経

営者の皆さんのお話を聞きながら、身の丈に合った無駄なものにならないように取り組んでいきた

いとの回答がありました。 

 議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）、議案第47号 令和６年度

高山村上水道事業会計補正予算（第１号）については、特段質疑はありませんでした。 

 採決は、９月17日午前10時19分より、委員全員出席の下、質疑等の通告はなく、討論を省略して

挙手により行いました。その結果、議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号）、

議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）、議案第46号 令和６年度高

山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）、議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補

正予算（第１号）の４件は、いずれも全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 この補正予算の執行に当たりましては、委員より出されました意見・要望などを十分尊重され、

村民のよりよい暮らしのために反映されますことを委員長として切に要望いたします。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました議案４件の審査の経過及びその結果の報告としま

す。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第44号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 



－109－ 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第44号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第45号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第45号 令和６年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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 これから議案第46号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第46号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第47号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第47号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 
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 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 認定第１号 

～  

日程第15 認定第９号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第７ 認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第15 

認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの９件を

一括議題とします。 

 認定第１号から認定第９号までの９件について、委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました認定第１号 令和５年度高

山村一般会計歳入歳出決算の認定から認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分

及び決算の認定の９件について、委員会審査の経過並びに結果を報告します。 

 委員会は、９月９日から12日までの４日間にわたり、所管課ごとに決算書並びに成果説明書等に

より細部説明を受け、慎重に審査を行いました。主な質疑と答弁を所管課別に申し上げます。 

 最初に、総務課においては、ふるさと納税について令和４年度から５年度にかけて減収になった

ことについて質疑があり、事業者に対し、予約時期を早めるお願いをしていること、寄附金の使い

方を明確化する必要があること、また返礼品の取りまとめを行う高山村独自の事業者が必要との認

識である旨の回答がありました。 

 法律相談について申込みが多いようだが、毎月の実施等は可能かとの質疑があり、長野県弁護士

会に毎月開催することが可能か相談させていただいて、可能であれば回数を増やすなど検討したい

との回答がありました。 

 次に、住民税務課においては、個人住民税の不能欠損処分について質疑があり、村内企業に勤め

る外国の方で、勤めている間の特別徴収で企業が納付している間はいいが、戻られる際に普通徴収

に切り替わって滞納として残ってしまうことが多い。今後、企業とも連携を取りながら、このよう

なことがないよう進めていきたいとの回答がありました。 

 現在の保険証であれば、紛失してもすぐに再発行ができるが、マイナ保険証の場合は再発行にど

れくらいの期間を要するのかとの質疑があり、再発行に係る期間はピーク時よりは短くなったが、

新規でも二、三週間程度であるとの回答がありました。 

 続いて、健康福祉課では、地域間幹線系統路線運行補助金について、令和４年度から５年度にか
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けてバスの本数は同じものの、600万円程度増加したことに対して質疑があり、運転士の確保や燃

料価格の高騰などにより増加傾向にある。今後経費削減も含めて再編計画を検討しているとの回答

がありました。 

 高齢者福祉センターのお風呂の営業時間について、終了時間を伸ばす等、利用しやすくしてはど

うかとの質疑があり、利用者の実態を調査して検討したい旨の回答がありました。 

 自殺対策緊急強化事業として、中学校で行っているＳＯＳの出し方教育について数年やってきて、

子どもたちに変化はあったかとの質疑があり、個別のケースについては、養護教諭とも情報共有を

しているが、変化については把握できていない。今後もそのような部分も見ながら子どもたちが生

活しやすい環境づくりに努めていきたいとの回答がありました。 

 続いて、産業振興課では、農業委員会一般経費の地域計画について、ブロック会議が既に始まっ

ている中でアンケートの回収が少ないが、どのような話合いが行われているかとの質疑があり、分

かる範囲で10年後にどなたが耕作できるか、後継者がいるのかなど、地元の情報をお聞きし、目標

地図の精度を高める作業を行っているとの回答がありました。 

 営農支援センターの草刈りオペレーターの賃金について、もう少し上げるべきではないかとの質

疑があり、昨年度まで１時間1,200円を今年度から、他市町村の状況も踏まえ１時間1,650円に改定

しているとの回答がありました。 

 議会事務局においては、特段質疑はありませんでした。 

 続いて、建設水道課及び定住支援室では、空き家活用住宅について、10年で元が取れるのであれ

ば年間１棟ではなく、もっとやってもいいのではないか。できれば年間１棟と決めずにやってほし

いとの質疑・要望があり、売却したい所有者が多い中で10年後戻ってくるというところを御理解い

ただけるかどうか、また耐震基準を満たしている建物である必要があることなどが課題となってく

るとの回答がありました。 

 オンライン移住相談会について、月１回開催されているが、ここから移住に結びつながったとい

うようなことはあるかとの質疑があり、この相談会から移住につながった実績はない。今後結びつ

くようにやっていきたいとの回答がありました。 

 続いて、教育委員会においては、子育て支援センターについて、７月に施設を見せてもらったが、

スペースが狭く感じる。あの場所になった経緯は分かっているが、もう少し広く、使い勝手もよく

すべきではないかとの質疑があり、チャオルふれあいホールが利用できる日は利用したり、夏は外

に水遊びをするスペースをつくったり、また図書館の日をつくって出かけたりなど、いろいろな場

所を利用して開催している。今後も相談していきたいとの回答がありました。 

 また、子育て支援センターの場所や利用時間について、広くＰＲしてほしい旨の要望がありまし

た。 

 遠距離通学費について、通学の安全をしっかり確保する必要がある。スクールバス化がいいと思
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うがとの質疑があり、保護者などの意見を踏まえ、今後検討していきたい旨の回答がありました。 

 男女共同参画費において、いきいきフォーラムの開催だけでなく、研修をする予定はないのか。

高山村は女性の管理職が少ないという部分でも委員が知識を上げていくことも必要ではないかとの

質疑があり、来年度に向けて研修費等予算計上し、機会を設けていきたいとの回答がありました。 

 総括質疑は、17日の午前10時より行い、山嵜委員から２問の質問がありました。  

 １問目として、基金について以前から基金のため込みを指摘してきた。ある程度の基金を持つこ

とは必要ではあるが、内山村政８年の間に４億円ほど積み上がってきたことについてどう思われる

かとの質問に対し、内山村長より、本村の基金について先行き不透明な地方財政運営が予想され中

で、将来にわたって持続可能な村づくりを進めるためにも積立てできる余剰金がある場合には、今

後に備えて確保していくべきと考えているとの回答がありました。 

 ２問目に、山田温泉にぎわいの場構想について、にぎわいの場構想は、できる限り既存の施設を

活用し、民間活力を最大限生かし、村は側面から支援するとあり、今進めている整備事業はにぎわ

いの場構想と言えないのではないかとの質問に対し、内山村長より、山田牧場については、観光業

の再興が喫緊の課題となっており、必要最小限の範囲で村が主体となって進めることも選択肢の一

つではないかと考えているとの答弁がありました。 

 以上で質疑を終結し、討論を省略して、挙手による採決を行いました。 

 その結果、認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定については賛成多数、認

定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については賛成多数、認定

第３号 令和５年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第４号 

令和５年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第５号 令和５

年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第６号 令和５

年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第７号 令和５年

度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第８号 令和５

年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については全員賛成、認定第９号 令和５年度

高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については全員賛成でありました。 

 委員会の審査に当たり、委員より出されました意見、要望などが十分尊重され、村民の安心安全

な暮らしために反映されますことを委員長として要望いたします。 

 最後に、委員会審査に当たり、説明と答弁に当たられました職員の皆さんに御礼申し上げます。

また、長時間の質疑に真剣に取り組んでいただきました委員の皆様にも感謝申し上げます。 

 以上で、予算決算常任委員会の報告といたします。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、認定第１号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議題となっています認定第１号 令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定について、反

対する立場から討論いたします。 

 令和５年度の一般会計決算は、歳入50億1,932万円、歳出は48億2,520万円、実質収支額１億

7,026万円でした。本議会令和６年補正予算において、減債基金積立金2,000万円など、合計8,320

万円ほどを基金に積み立てております。 

 さて、以前から要望してきましたが、小中学生の入学祝い金の１万円は大変少額ではないかと思

います。まして支給日が新学期が始まってからと。これでは、様々な物品などを準備して、それが

終了してから届くという形になっております。せっかくの村からのお祝いも少々色あせてしまうの

ではないかと私としては感じます。特に中学生には制服が必須となります。制服を一そろえつくる

とかなりの出費となります。私は中学生には10万円程度お贈りしてもよいのではないかというふう

に思います。これからの入学者40人から50人程度というふうに思いますので、大きな金額とは考え

られません。 

 次に、子ども医療費の１レセプト500円の個人負担についてであります。 

 子ども医療費は、現在、高校生までは無料化となっております。１レセプト500円の個人負担は、

断固として村長の答弁により継続されているというふうに思っております。 

 村長は、以前から県などとの３者の共同の制度とおっしゃっています。ところが、県内では、現

在26市町村で完全無料化が取り組まれております。来年１月からは松本市で完全無料化に踏み切る

と言われております。また、さきの報道では、長野市でも廃止の動きが出ています。 

 このように、これからしばらく後に県内では３者共同の制度をとなえている市町村は、少数派に

陥る状況となってきております。 

 私は、早期に子ども医療費の完全無料化とされるよう求めたいと思います。 

 次に、同和行政について述べます。 

 今日の情勢は、性や肌の色、国籍など、あらゆる差別を許さないという意識は醸成されているの

ではないでしょうか。 

 村内の企業においても、外国からの人材によって企業経営が行われ、また果樹農家においても、

外国からの皆さんによって生産活動が行われております。いまさら性、肌の色、国籍などを問題に
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する人はおりません。我が家の近くでも様々な外国由来の方が生活されております。 

 さて、運動団体への補助金の在り方は、毎年改善を求めてきましたが、いまだに継続されており

ます。運動団体としては、長きにわたる活動を評価したということだと思いますけれども、現在の

実態は厳正に評価すべきであります。したがって、今日の情勢は運動団体への補助金は見直すべき

時であるというふうに私は考えます。 

 さて、政府は、今年12月から健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一本化することにしま

した。マイナ保険証は誤登録や情報漏えい、医療費を100％請求してしまったということニュース

になっています。また、各種の診療所の受付において手続ができなかったとか、大変不具合がある

という報告もあります。このように、医療現場に混乱を生じさせてもおります。また、本村では国

保加入者のうちマイナカードの未所有者に、及びひもつけをしていない人には資格確認書を発行し

なければなりませんし、来年からはマイナ保険証の所有者には資格情報のお知らせというものも発

送しなければならなくなります。 

 このように大変手数がかかる制度となっております。従来であれば、期限が来たら全員に健康保

険証を発送すればよかったものを余分な手数がかかります。私としてはマイナ保険証、これではな

く、現在の健康保険証の継続を求めたいと思いますし、また役場の皆さんについては、事務手続な

ど誤りのないよう希望したいと思います。 

 もう一つ申し上げます。 

 今年２月に行われました中学生に古川雄大さんのミュージカル公演の鑑賞の件であります。予算

は十何万円でしたけれども、中学生の参加は５人というふうに聞いております。参加された中学生

の感想としましては「よかった」とか「楽しかった」というふうに聞いておりまして、事業そのも

のは了ということだと思いますけれども、参加された中学生には、今後も御自分の勉学の糧として

いただければ幸いかというふうに思います。 

 ところで、今回は生徒さんの希望者が少なく、私としては大変残念な思いでいますが、受験期で

あったり、また年度末を控えた忙しい時期だということもあろうかと思います。学校の関係者の皆

さんはどのようにお受け止めになられたんでしょうか。もしこれも１つの経験として、今後に生か

していただくということができれば幸いかと私としては思います。 

 以上で、私の反対討論といたします。 

 皆さんの御賛同をいただくようお願い申し上げまして、終わりにします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────７番 柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 ただいま議題となっております認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定につ
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いて、賛成の立場から討論いたします。 

 令和５年度は前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症に伴う基本的感染対策の徹底と感染

防止対策の取組を進める中、５月８日からは感染症法上の位置づけが２類から５類に引き下げられ

たことにより、感染拡大の影響で抑えられてきた社会活動や人の流れが、コロナ禍前のような日常

生活に戻れるよう徐々にイベント等が開催されてきました。 

 こうした中、商工会観光事業者を支援するためのプレミアム付商品券発行事業をはじめ、18歳以

下の児童への子育て世帯電力等価格高騰支援給付金や高齢者世帯への燃料券給付のほか、住民税非

課税世帯等に対する臨時特別給付金など、きめ細やかな事業を的確に実施してこられました。予算

執行の全般を見ますと、「第六次高山村総合計画」や「高山村総合戦略」に沿って重点的に取り組

む施策を明確化し、着実に実施してきており、特に農業の基盤づくりを図るための県営中山間総合

整備事業では、複数年にわたり地力増進施設等の整備事業に取り組むとともに、令和２年度に着工

した千本松地区の排水対策整備事業やゲリラ豪雨など異常出水に対するため、三郷地区の不動川改

修工事の完了や、新たに駒場地区の排水対策工事に着手するなど、災害に強い村づくりを推進され

ております。 

 また、少子化対策や子育て支援として小中学校の入学祝い金をはじめ、テスト経費や緊急連絡シ

ステムの経費を村費負担とするとともに、学校給食費の軽減や高校生の通学費補助のほか、出産子

育て応援給付金の支援や４歳未満の子どものおむつ代補助など、子育て支援環境の充実や子育て世

帯への経済的負担軽減を総合的な視点から様々な支援を行っています。 

 このように着実に少子化施策を推進される中、令和５年度の一般会計決算は歳入が50億1,932万

円余りで、歳出では48億2,520万円余となっており、この結果、実質収支額は１億7,026万円余りの

黒字となっておりました。また、令和５年度は財政健全化による４つの趣旨指標に留意しながら運

営されており、中でも実質公債費比率は7.2％、財政構造の弾力性を表す経常収支比率においても

85.1％となっている一方で、道路橋梁施設整備基金や社会教育施設整備基金に積立てを行うなど、

今後の施設整備等に向けて計画的な姿勢が示されており、健全な財政運営が図られているものと評

価いたします。 

 このような中で、人口が減少、地方交付税の増額が見込まれない中で財源確保が大きな課題とな

っておりますが、村税や使用料等の滞納整理については、職員の徴収スキルの向上を図り、関係機

関と連携しながら、より一層未収金の縮減に努めるよう要望いたします。 

 今後も社会インフラや公共施設の老朽化、人口減少など、多くの課題が山積みである中で、村民

が安心して生活することのできる村づくりに向けて、理事者、職員が一丸となって最小の経費で最

大の成果を上げていただくよう期待し、賛成討論といたします。 

 議員各位におかれましては、適切に御判断の上、御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 原案に反対者の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第１号 令和５年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第２号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています認定第２号 国保特別会計歳入歳出決算の認定について反対の立場

から討論します。 

 国民健康保険は、国全体の現状として加入世帯主の４割が年金生活者などの無職、３割が非正規

労働者で、低所得者が多く加入する医療保険となっています。 

 ところが、平均保険料は４人世帯の場合、同じ年収のサラリーマンの健康保険料の約２倍になり

ます。長野県社保協の試算で夫婦と子ども１人、所得250万円、介護保険料有りでは、本村の場合

38万7,110円、協会けんぽでは20万4,973円で、協会けんぽの1.89倍となるとの結果が示されており

ます。全国知事会、全国市長会など地方団体は、加入者の所得が低い国保が他の医療保険よりも保

険料が高く、負担が限界になっていることを国保の構造問題とし、これを解決するために公費投入、

国庫負担を増やして、国保税を引き下げることを国に要望し続けていることは御承知のとおりです。

高過ぎる国保税を引き下げ、国保の構造問題を解決するには公費投入しかありません。国保税が高

くなっているのは、国保への国庫負担の抑制と、国保に加入する者の貧困化、高齢化、重症化が進

む中で起こりました。公費負担を１兆円増やせば、国保税を協会けんぽ並みに引き下げることがで
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きます。こうした方向で力を合わせたいと思うところです。 

 2018年から国保の都道府県化が始まっています。この最大の狙いは、自治体独自の軽減策をやめ

させ、その分を国保税に転嫁することにあります。現に法定外繰入れを行い、保険税軽減を進めて

いた自治体でこの法定外繰入れをやめるところが相次いでしまいました。それでも長野県下で、デ

ータが令和５年の予算ベースですが、長野市は１億円、伊那市5,000万円、塩尻市4,000万円、町村

でも佐久穂町670万円、立科町630万円など、18市町村が法定外繰入れを行っているのです。本村で

も過去には法定外繰入れを行い、加入者の負担軽減を図っていました。国保加入者の負担軽減のた

めにもこうした法定外繰入れを行うことを求めるものです。 

 さらに、村の国保基金は、この決算年度末で１億4,000万円ほどとなっています。医療費がどう

推移するか見通すことは大変難しいところではありますが、この基金を活用して国保税の引き下げ

に踏み出すことが必要であったと指摘するものです。国保の基金も一般会計と同様に、市町村によ

ってその額は様々です。１世帯当たりで見ると、多い自治体は50万円、60万円というところもあり

ますが、こうしたところは、比較的世帯数が少ない地域で、そこはあまり本村とは比較にならない

と考えます。小布施町も多くて１世帯当たり22万円ほど、本村は14万円ほど、木島平村５万円、信

濃町７万円、中信の山形村14万円、池田町も14万円、まさに基金の額は様々ですが、この活用を私

は求めるものです。基金を活用して国保税を引き下げることを求めます。 

 次に、子どもの均等割についてです。 

 子どもの数が多いほど保険税が高くなるこの均等割の制度、子育て支援に逆行するなどの批判の

中で、国の制度として就学前の子どもに限り５割軽減が行われていますが、さらなる拡充が求めら

れ、全国知事会などもこうした要求をしているわけで、ここも力を合わせていきたいと思います。

この国保会計の中で、子どもの均等割独自減免は難しいものがあると思います。一般会計の中で独

自減免相当のことを行うことを求めるものであります。 

 いずれにいたしましても、高い国保税の軽減が必要であり、そのことを求めて反対討論とさせて

いただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 ただいま議題となっております認定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決

算についての賛成の立場から討論をいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持増進に

大変重要な役割を果たしています。 

 しかし、国民健康保険については、財政基盤等に関わる構造的な問題を抱えるとともに、高齢化
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の進行や医療技術の高度化、さらに高額な新薬の保険適用による医療費の増加に加え、長引く景気

低迷などに伴い、比較的所得の少ない方の加入増加などにより運営が大変厳しい状況下にあります。

このような中で、本村の令和５年度の決算を見ますと、療養給付金は約５億3,000万円で、令和４

年度と比較して7.6ポイントの上昇したことにより、実質収支額は前年度より500万円ほど減少し、

5,500万円余りとなっております。 

 国では、国民健康保険制度の脆弱化に対応して抜本的な改革を行うため、県が財政運営の責任者

として運営に関わるとともに、令和12年度までに県内10圏域ごとに国保に関わる納付金の統一化を

進め、その後、保険税算定基準の統一をはじめとする完全統一化を目指しています。これによって、

今後低所得世帯の被保険者への影響が大変心配されますので、一気に保険料を上げることのないよ

うに、国からの財政措置や国保の事業基金などを有効に活用するなどして、誰もが安心して医療を

受けられるよう配慮していただきたいと思います。 

 今後も村民の皆さんの健康づくりをはじめ、医療費の抑制に向けた特定保健指導等の推進やジェ

ネリック医薬品の使用など、様々な取組を進めていただくことを要望して、賛成討論といたします。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第２号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第３号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第３号 令和５年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第４号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第４号 令和５年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第５号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第５号 令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第６号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第６号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 



－122－ 

 これから認定第７号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第７号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第８号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第８号 令和５年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決

します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第９号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第９号 令和５年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決及び認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり原案可決及び認定されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第16 高山村議会基本条例策定特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第16 高山村議会基本条例策定特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、地方分権推進に伴い議会の役割と権限が強化されている一方で、住民からは、

議会や議員の活動に対して厳しい目が向けられており、議会自らが議会の活性化、議会改革の取組

を一層積極的に行うために、議会の在り方、運営のルールなど条例の形で住民に示し、議会議員の

活動の指針となる「議会基本条例」を制定するため、11人の委員をもって構成する「高山村議会基

本条例策定特別委員会」を設置し、これに付託の上、調査及び審査することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、11人の委員をもって構成する高山村議会基本条例策定特別委員会を設置するこ

とに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時30分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時31分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第17 高山村議会基本条例策定特別委員会委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第17 高山村議会基本条例策定特別委員会委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 高山村議会基本条例策定特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定に

よってお手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 高山村議会基本条例策定特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに

決定しました。 

 高山村議会基本条例策定特別委員会委員を選任しましたので、委員会条例第７条の規定により、

委員会の委員長及び副委員長、幹事の互選をこの後協議会室で行ってください。 

 互選に関する職務は、年長の委員久保田雄吉議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長、幹事の互選の結果を報告願います。 

 これより本休憩とします。 

 ただいまから15分間休憩します。会議は午後２時50分から再開します。 

午後２時33分  休 憩 

──────────────────────────────────── 
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午後２時50分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 高山村議会基本条例策定特別委員会の委員長及び副委員長、幹事の互選の結果をお手元に配りま

したので、名簿のとおり報告を申し上げます。 

 

「高山村議会基本条例策定特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委  員  長 山 嵜 秀 治 

副 委 員 長 髙 井 央 葉 

幹     事 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 黒 岩 清 道 

委     員 滝 澤   聖 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

 

──────────────────────────────────── 

日程第18 陳情第３号 

～  

日程第20 陳情第７号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第18 陳情第３号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書提

出についての陳情書、日程第19 陳情第５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情

及び日程第20 陳情第７号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情書を

一括議題とします。 

 陳情第３号、第５号及び第７号について委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 
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 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、陳情第３号、陳情

第５号及び陳情第７号の３件であります。 

 審査の経過及び結果について報告いたします。 

 委員会は、去る９月17日午後１時10分より、委員全員出席の下、陳情第５号並びに陳情第７号に

対し、陳情者が参考人と出席し、意見を求めた後、参考人に質疑を行い、慎重に審査いたしました。 

 陳情第３号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書提出について

の陳情書は、超党派国会議員から成るえん罪被害者のための再審法改正を早期に実現する議員連盟

300人余りによる法務大臣に対する要望活動が行われたことや、長野県議会でも採決された旨の質

疑がありましたが、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決定しました。 

 陳情第５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情は、昭和37年８月22日、社会保

障制度審議会の勧告において、国保は事業主負担がないこと、被用者保険と国民健康保険との間に

は大きなアンバランスがあり、これは極力是正すべきとあり、古い勧告であるが、この精神は生き

ているかなどの意見がありましたが、討論を省略し、採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決

定しました。 

 陳情第７号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情書については、保

険医協会に加入する病院でマイナ保険証でのトラブルはどの程度起きているか、また医療機関や薬

局に導入されているマイナ保険証のカードリーダーによるオンライン資格確認のメリットなどにつ

いて意見が出されましたが、討論を省略し、採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決定しまし

た。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました陳情３件についての審査の経過及び結果の報告と

しいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、陳情第３号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第３号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書提出



－127－ 

についての陳情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 これから、陳情第５号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 これから、陳情第７号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第７号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情書を採決

します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第21 陳情第４号 

～  

日程第22 陳情第６号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第21 陳情第４号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行

うことを求める陳情書及び日程第22 陳情第６号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し

すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書を一括議題とします。 

 陳情第４号及び第６号について委員長の報告を求めます。 

 梨本福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（梨本 進議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、陳情第４号及び第

６号の２件であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月17日午後２時35分より、委員全員の出席の下、委員外議員の発言を許可し、

慎重に審査いたしました。 

 陳情第４号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求

める陳情書については、参考人として、長野県社会保障推進協議会の藤本ようこさんに御出席いた

だき、御説明をいただきました。特段、意見はなく、討論を省略し、採決の結果、全員賛成で採択

することに決定しました。 

 陳情第６号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員

増を求める陳情書については、参考人として長野県医療労働組合連合会の伝田泉さんに御出席をい

ただき、御説明をいただきました。介護職員も賃金の推移と全産業平均の賃金の推移との比較資料
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から、実際に働いている人の感想はどのようなことか等の意見が出されました。討論を省略し、採

決の結果、全員賛成で採択することに決定しました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました陳情の審査の経過及びその結果の報告とします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、陳情第４号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第４号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う

ことを求める陳情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 これから、陳情第６号について委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第６号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上
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げや人員増を求める陳情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後３時02分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後３時03分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 ただいま山嵜秀治議員外２名から発議第７号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第７号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 発議第７号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第１ 発議第７号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見

書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第７号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 山 嵜 秀 治 
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賛成者 高山村議会議員 柴 田 弘 男 

            髙 井 央 葉 

 

刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を 

                   求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書（案） 

 

令和６年 月 日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

法務大臣  あて 

                                高山村議会 

議長 西 原 澄 夫 

地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

 

記 

 

 無実であるにもかかわらず有罪とされる、いわゆるえん罪については、刑事訴訟法に基づく裁判

のやり直し（以下「再審」という）により救済が図られているが、再審手続きの進め方については、

法令において詳細に定められていないため、裁判所の広範な裁量に委ねられており、審理の適正さ

及び公平性が損なわれかねない状況となっている。再審の請求は、無罪を言い渡すべき明らかな証

拠を新たに発見した場合等に認められるため、とりわけ、捜査機関等の手元にある証拠の開示が重

要となるが、その取扱いについても明文規定が存在していないことから、事件によって証拠開示の

範囲に差が生じるほか、捜査機関により適切に証拠が保存されずに証拠開示の実効性が担保されな

いなどの懸念がある。また、再審開始の決定がなされると、その後は公判において有罪又は無罪の

立証が行われ、再審における最終的な判決が下されることになるが、検察官が再審開始の決定に対

して不服申し立てを行い、速やかに公判への移行ができない事例も相次いでおり、再審手続きが更

に長期化する傾向がある。よって、本議会は、国会及び政府において、えん罪被害者を速やかに救

済するために、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要請する。 
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 １ 刑事訴訟法における再審手続きについて、証拠開示に関する規定を設けること。 

 ２ 再審手続きにおける証拠開示の実効性を担保するため、証拠の適切な保存に関する規定を設 

   けること。 

 ３ 刑事訴訟法の改正に当たっては、再審手続きにおける、検察官による不服申し立ての在り方 

   についても検討すること。 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第７号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済

を求める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 最近のマスコミ報道にありますように、殺人事件で再審無罪となった件数は17件ありますが、こ

のうち12件について検察が不服の申立てを行い、非常に判決までに時間がかかったという実態があ

ります。 

 こうした中で、今年の３月11日に、国会でえん罪被害者のための再審法改正を早期に実現する議

員連盟が超党派の議員参加で発足し、当初は100名余でしたが、現在は300名を超えるものとなって

います。本意見書は、長野県議会において可決されたものと同様のもので、えん罪被害者を速やか

に救済するために刑事訴訟法の改正を求める内容となっています。 

 無辜の人を誤った裁判から迅速に救済するために議員各位の御賛同をお願いしまして、趣旨説明

といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第７号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから発議第７号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書を採

決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま湯本辰雄議員外２名から発議第８号が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第２として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第８号を日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 発議第８号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第２ 発議第８号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急

に行うことを求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第８号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 湯 本 辰 雄 

賛成者 高山村議会議員 勝 山 正 弘 

            黒 岩 清 道 

 

訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定 

を早急に行うことを求める意見書 
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 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定 

を早急に行うことを求める意見書（案） 

 

 介護報酬の改定で、訪問介護の基本報酬が４月から引き下げられたことに怒りと不安の声が広が

っています。身体介護、生活援助など訪問介護は、独居の方をはじめ要介護者や家族の在宅生活を

支えるうえで欠かせないサービスです。このままでは在宅介護が続けられず「介護崩壊」を招きか

ねません。 

 介護報酬の引き下げで訪問介護事業所、とりわけ小規模・零細事業所が経営難に陥り、在宅介護

の基盤が壊滅的になる恐れがあります。すでに23年の訪問介護事業所の倒産は67件と過去最多を更

新し、ほとんどが地域に密着した小規模・零細事業所です。 

 厚生労働省は引き下げの理由として、訪問介護の利益率が他の介護サービスより高いことをあげ

ていますが、これはヘルパーが効率的に訪問できる高齢者の集合住宅併設型や都市部の大手事業所

が利益率の「平均値」を引き上げているものであり、実態からかけ離れています。 

 訪問介護はとくに人手不足が深刻です。ヘルパーの給与は常勤でも全産業平均を月額約６万円も

下回ります。ヘルパーの有効求人倍率は22年度で15.5倍と異常な高水準です。 

 政府は訪問介護の基本報酬を引き下げても、介護職員の処遇改善加算でカバーできるとしていま

すが、すでに加算を受けている事業所は基本報酬引き下げで減収となり、その他の加算も算定要件

が厳しいものが多く、基本報酬引き下げ分をカバーできない事業所が出ると予想されます。今回の

介護報酬改定では介護職員の処遇改善のため報酬を0.98％引き上げるとしています。これにより厚

生労働省は職員のベースアップを24年度に月約7,500円、25年度に月約6,000円と見込みます。しか

し財源の根拠が不明確でベースアップが確実に実行される根拠はありません。このままでは介護人

材の確保はますます困難になるだけです。 

 以上の趣旨から、以下の項目について求めます。 

 

１、 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うこと。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

令和６年 月 日 

                                 高山村議会 

                                  議長 西 原 澄 夫 
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内閣総理大臣 

厚生労働大臣 

財務大臣  あて 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議案となっています発議第８号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの

再改定を早急に行うことを求める意見書について趣旨説明を行います。 

 厚生労働省は、訪問介護報酬の基本報酬を本年４月から引き下げました。そのため、訪問介護事

業所運営は苦境に陥ってしまい、とりわけ小規模・零細事業所が経営難となり、在宅介護の基盤が

壊滅的となるおそれがあります。特に訪問介護は人手不足が深刻です。長年にわたり訪問介護基本

報酬が引き下げられた結果、ヘルパーの給与は、常勤でも全産業の平均を月額６万円も下回ってい

ます。ヘルパーの有効求人倍率は2022年度で15.5倍と異常な高水準です。このままでは、介護人材

の確保はますます困難になります。 

 早期に異常な訪問介護事業の解決を図るべく、当該意見書について皆さんの御賛同をお願いしま

して、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第８号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第８号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う

ことを求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま滝澤 聖議員外２名から発議第９号が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第３として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第９号を日程に追加し、追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第３ 発議第９号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第３ 発議第９号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書を議題としま

す。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第９号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 滝 澤   聖 

賛成者 高山村議会議員 柴 田 弘 男 

           髙 井 央 葉 

 

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書（案） 

 

 いま、重くのしかかる国保税は、高齢者や自営業者だけでなく、非正規雇用の拡大のもと所得が
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低い若い世代や雇用者にとっても生活を圧迫する切実な問題となっている。 

 国は、低所得の方々の保険料軽減措置として全国知事会等との協議の結果、毎年約3,400億円の

財政支援を行っている。しかし国民健康保険制度改革スタート後も全国知事会、全国市長会それぞ

れから、3,400億円の確実な実施とあわせ、さらなる公費の投入が必要だと要望が出されている。 

 そもそも、国民健康保険がスタートした翌年の1962年当時の首相の諮問機関・社会保障制度審議

会では、低所得者が多く、保険料に事業主負担がない国民健康保険は相当額を国庫で負担する必要

があり、健康保険とのアンバランスは極力是正すべきだと勧告して出発したもので、これは国民健

康保険制度本来の理念である。 

 国民健康保険には他の保険にはない均等割があり、特に、子どもに係る均等割は子育て支援への

逆行にほかならず、全国知事会からも要望が提出され、2022年から未就学の子どもの均等割の減免

が実施されているが、さらなる支援が必要である。 

 公的医療保険は、国民に平等に医療を保障するための仕組みであり、加入する保険によって、負

担や給付に大きな格差があることは、そもそも制度の趣旨に反する。同じ収入・世帯構成の家族が、

加入する保険が違うだけで、保険料の負担が大きく異なる格差を解消することは、社会の公平・公

正という点からも欠かせないものである。 

 よって、政府に対し、国民健康保険財政への国庫負担の増額することを強く求める。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

令和６年 月 日 

                                 高山村議会 

                                  議長 西 原 澄 夫 

内閣総理大臣 

財務大臣 

厚生労働大臣 

内閣府特命担当大臣  あて 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっております発議第９号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見

書の趣旨説明を申し上げます。 



－138－ 

 1962年８月22日の社会保障制度審議会において、低所得者が多く、保険料に事業主負担がない国

民健康保険は相当額を国庫で負担する必要があり、健康保険とのアンバランスは極力是正すべきと

の勧告は、現在も国民健康保険本来の理念となっております。 

 意見書は、加入する医療機関によって負担や給付に格差が生ずることがないよう政府に対し、国

民健康保険財政への国庫負担の増額することを強く求めるものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第９号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第９号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま久保田雄吉議員外２名から発議第10号が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第４として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第10号を日程に追加し、追加日程第４として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第４ 発議第10号 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第４ 発議第10号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者

の賃上げや人員増を求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第10号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 久保田 雄 吉 

賛成者 高山村議会議員 黒 岩 清 道 

           勝 山 正 弘 

 

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し 

すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し 

すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書（案） 

 

 政府は、看護師や介護職など社会基盤を支える労働者が、その役割の重要性に比して賃金水準が

低い状況であるとし、ケア労働者の賃上げ事業に踏み出し、2024年の診療報酬・介護報酬・障害福

祉報酬の改定で賃上げに特化した「評価料」や「加算」を盛り込みました。 

 しかし、「2.5％のベースアップ目標」としていたものの、実際の診療報酬のベア評価料や、介

護報酬の新加算は、その目標に到底及ばないばかりか、病院と診療所や、介護施設と在宅介護事業

所の間で報酬が大きく異なり、対象外となる従事者もあるため、複数の施設を経営する医療や介護

の法人では、従事者間に不平等を持ち込むことになるとして、賃上げの評価料や加算を見送る使用

者まで出ています。その結果、2.5％のベースアップどころか、2.0％程度にとどまる定昇並みの賃

上げしかならず、他の産業では５～10％の賃上げが実現している今年、ケア労働者の賃金水準はさ

らに全産業平均から大きく下回る事態となっています。 

 現在の医療・介護現場では、退職者が増加し、入職者が減少する事態が全国各地で広がっていま

す。その背景には、過酷な労働実態とそれに見合わない低賃金があることは紛れもない事実です。
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コロナ禍で経験したような、入院患者が受け入れられない、あるいは介護事業所が利用できないな

どの「医療崩壊」「介護崩壊」を、人員不足のために繰り返してしまうことのないよう、緊急な処

遇改善策を国の責任で実行する必要があります。 

 政府がケア労働者の賃上げの必要性を理解しているのであれば、すべてのケア労働者が差別なく

処遇改善につながる施策を再度実効性を伴う形で実施すべきです。 

 私たちは差別と分断を許さず、政府の責任ですべてのケア労働者の処遇改善と医療・介護事業の

安定的な維持発展のために、下記の事項について国に要望します。 

 

記 

 

 一、医療や介護現場で働くすべてのケア労働者の賃上げと人員配置増につなげるよう、政府の 

責任において、全額公費による追加の賃上げ支援策を実行すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 

 2024年 月 日 

                                 高山村議会 

                                  議長 西 原 澄 夫 

内閣総理大臣 

厚生労働大臣 

財務大臣 

総務大臣  あて 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ただいま議題となっております発議第10号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべ

てのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 現在の医療・介護現場では過酷な労働実態と、それに見合わない低賃金により退職者が増加し、

入職者が減少する事態が全国各地で広がっています。 

 政府は、看護師や介護職などの労働者がその役割の重要性に比して賃金水準が低い状況であるこ

とから、2024年の報酬改定で賃上げに特化した「評価料」や「加算」を盛り込みましたが、実態に
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即していないことから、到底その目標には及ばず、この結果、定期昇給並みの賃上げにとどまって

いる状況であります。 

 意見書は、政府がこの実態を理解しているのであれば、全てのケア労働者の処遇改善と医療・介

護事業の安定的な維持発展のために、追加の賃上げ支援策を要望するものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第10号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第10号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上

げや人員増を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま松本 茂議員外２名から発議第11号が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第５として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第11号を日程に追加し、追加日程第５として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第５ 発議第11号 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第５ 発議第11号 現行の健康保険証の存続を求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第11号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 松 本   茂 

賛成者 高山村議会議員 柴 田 弘 男 

           髙 井 央 葉 

 

現行の健康保険証の存続を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

現行の健康保険証の存続を求める意見書（案） 

 

 政府は現行の健康保険証を廃止しマイナンバーカードに一本化することを決定しました。しかし、

相次ぐトラブルと情報漏洩などの不安などにより、６月のマイナ保険証利用率は9.9％といまだに

低迷しています。 

 長野県保険医協会が高齢者施設等へ行った調査によると、約７割の施設でマイナンバーカードを

管理できないと回答しています。さらには、暗証番号の設定や管理に不安がある方向けに昨年作ら

れた暗証番号なしのマイナンバーカードなら管理できるかとの設問でも、６割以上の施設で管理で

きないと回答しています。 

 また、資格確認書についてはプッシュ型で発行することを政府は説明していますが、あくまでも

「当分の間」であり、法令上申請主義のままであることから、寝たきりや認知症、心身に障がいを

持つ方々などが、手続きができず無保険状態になり、必要な医療を受ける権利が損なわれる恐れが

あります。 

 そして何よりも、健康保険証の廃止と引き換えに、任意であるマイナンバーカードの取得を事実

上強制させるという強引なやり方には絶対に反対です。国民の生命に関わる深刻な事態にも発展し

かねないことであり、誰もが安心して医療が受けられる「国民皆保険」の土台を揺るがす重大な問

題です。 
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 長野県保険医協会には、「トラブルが続いている中で保険証廃止には反対」「高齢者はマイナン

バーカードの申請や更新が大変」「マイナ保険証の情報漏洩が心配」など、現行の健康保険証廃止

に反対する県民の声が多く寄せられています。不安が払拭されていないのは明らかであり、政府は

「保険証廃止に反対」という民意を大前提にすべきです。 

 いつでもどこでも安心して医療が受けられるために、そして「誰一人取り残されない」ために、

現行の健康保険証の存続を求めます。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

 令和６年 月 日 

                                 高山村議会 

                                  議長 西 原 澄 夫 

内閣総理大臣 

厚生労働大臣 

総務大臣 

法務大臣   あて 

デジタル大臣 

衆議院議長 

参議院議長 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 ただいま議題となっております発議第11号 現行の健康保険証の存続を求める意見書の趣旨説明

を申し上げます。 

 政府は、現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一本化することを決定しましたが、

６月のマイナ保険証利用率は9.9％と低迷しております。長野県保健医協会が高齢者施設等へ行っ

た調査によりますと、約７割の施設で「マイナンバーカードを管理できない」と回答しており、暗

証番号の設定や管理に不安がある方向けに昨年つくられた暗証番号なしのマイナンバーカードなら

管理できるかとの設問においても６割以上が「管理できない」と回答しております。 

 また、資格確認書については、プッシュ式で発行することを政府は説明しておりますが、あくま

でも「当分の間」であり、今後、寝たきりの方や認知症、心身に障がいを持つ方々など、手続きが
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できないことにより無保険状態となり、必要な医療を受けられなくなるおそれがあります。 

 意見書は、いつでもどこでも安心して医療を受けられるために、そして「誰一人取り残されない」

ために現行の保険証の存続を求めるものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げまして、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第11号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第11号 現行の健康保険証の存続を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第23 発議第６号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第23 発議第６号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書を議題とし

ます。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第６号朗読＝ 

令和６年９月20日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 
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提出者 高山村議会議員 髙 井 央 葉 

賛成者 高山村議会議員 沖 島 祥 介 

 

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書（案） 

 

 女性に対するあらゆる形態の差別撤廃をうたった女性差別撤廃条約（以下「条約」という。）が

1979年の国連総会で採択され、日本も1985年に批准しました。さらに、この条約の実効性を強化し、

女性が抱える問題を解決するため、女性差別撤廃条約選択議定書（以下「選択議定書」という。）

が、1999年に国連総会で採択されました。2024年６月24日現在、条約締約国189か国のうち115か国

が選択議定書を批准していますが、日本はまだこれを批准していません。 

 選択議定書は、条約で保障された人権を侵害された被害者が、国内の救済手続きを尽くした後、

女性差別撤廃委員会に通報し、女性差別撤廃委員会がこれを検討の上、見解を条約締約国に通知す

る個人通報制度などを定めており、選択議定書を批准することによって、国際的な人権基準に基づ

く女性の権利侵害の救済や、性別による不平等をなくす取組の実効性が強まることになります。 

 世界経済フォーラムが発表するジェンダー・ギャップ指数2024年では、日本は146か国中118位と

昨年に引き続き主要７か国では最下位のままです。 

 2020年12月に閣議決定された第５次男女共同参画基本計画において、「諸外国のジェンダー平等

に向けた取組のスピードは速く、我が国は国際的に大きく差を広げられている。まずは、諸外国の

水準に追いつけるよう、これまでの延長線上にとどまらない強力な取組を進め、法制度・慣行を含

め、見直す必要がある。」とし、「選択議定書については、諸課題の整理を含め、早期締結につい

て真剣な検討を進める。」と明記しています。 

 したがって、国におかれましては、女性の人権保障・差別撤廃の取組を強化し、ジェンダー平等

社会の形成を促進するため、選択議定書を速やかに批准するよう強く要望します。 

 以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。 

 

 2024年 月 日 

                              長野県高山村議会 

                                  議長 西 原 澄 夫 

衆議院議長 
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参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

法務大臣 

外務大臣 

女性活躍担当大臣 

内閣官房長官 

内閣府特命担当大臣（男女共同参画）  あて 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております発議第６号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求め

る意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 日本が女性に対するあらゆる形態の差別撤廃をうたった女性差別撤廃条約を批准してから40年が

たちます。この条約の批准に対し男女雇用機会均等法などの法整備がなされ、その後も男女共同参

画に向けて様々な活動があり、以前ほど女性だから、男性だからという場面は減ってきているかも

しれませんが、世界経済フォーラムが発表するジェンダー・ギャップ指数2024年でも日本は主要７

か国では最下位であるように、変わらぬ不平等が残っている状況です。女性の人権保障、差別撤廃

の取組を強化し、ジェンダー平等社会の形成を促進するため選択議定書の批准は不可欠です。 

 この選択議定書の批准を求める長野県内の地方議会の意見書は今年３月時点ではゼロでしたが、

６月には県議会も含めて22議会、そして本日の信濃毎日新聞にも北信市町村の不備が掲載されてお

りましたが、９月定例会において多くの議会で可決されてきております。 

 本意見書は、条約が目指す誰もが性別に捉われず、自分らしく生きられる社会の構築に向けて選

択議定書の速やかな批准を強く要望するものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第６号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第６号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました意見書について、その条項、字句、数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に一任されたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。条項、字句、数字その他整理を要するものについては、その整理を議長に

一任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第24 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第24 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長からの所管事務の調査について会議規則第74条の規定によって、お手元に配りしました

申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 
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日程第25 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第25 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 今月で退任されます藤沢敏和副村長の発言を許します。 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 ただいま議長さんの御指名によりまして、大変貴重なお時間をいただき誠にありがとうございま

す。 

 このたびの辞任に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 平成29年４月の就任以来７年半にわたり大変お世話になりましたが、このたび一身上の都合によ

り、この９月末日をもちまして副村長を辞任することといたしました。 

 顧みますと、内山村長の下、副村長として住民福祉の向上と村政発展のために微力ながら全力で

取り組んでまいりましたが、その職責を十分に果たせたかどうかじくじたる思いもございます。在

任期間中は、議員の皆様並びに村民の皆様をはじめ、産業界や職員、報道機関など、多くの皆様か

ら温かい御指導、御支援、そして御協力を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。誠にありがと
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うございました。 

 また、在職中は、これまでに例を見ないような台風災害や大雨などがございましたが、特に令和

元年、東日本台風では本村では初めて避難勧告や避難指示を発令しましたが、村民の皆様の冷静な

行動によりまして被害を最小限にとどめることができましたことに、改めて感謝と御礼を申し上げ

ます。 

 さらに、３年余りに及んだ新型コロナウイルスという予期せぬ難敵の出現に社会は困惑し、日常

生活をはじめ、経済的にも大変大きな打撃を受けました。このため、村におきましては、村民の皆

様の命と健康を守る取組や地域経済を停滞させないよう関係機関と連携を図りながら内山村長の下、

職員一丸となってその対応に当たってまいりました。 

 一方、職員の意識改革の観点から役場の活性化や職員の育成にも力を入れ、政策提案の環境や仕

組みづくりに傾注してまいりましたが、議員の皆様や村民の皆様からの職員に対するお褒めのお言

葉は、何よりも職員のやる気につながっていたように感じております。 

 今後とも村政発展のために役場職員に対しまして、至らぬ点に対する御指導とともに、温かい御

支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 年々少子高齢化や人口減少が進行する中、これらの重要施策につきましては、まだまだ道半ばで

あります。住民福祉の向上のために今後ますます議員の皆様方のお力添えを賜りますよう、改めて

私からもお願い申し上げる次第でございます。 

 結びに、議員の皆様並びに村民の皆様のますますの御健勝と御活躍を御祈念申し上げますととも

に、高山村議会並びに高山村の限りない御発展を心からお祈り申し上げまして、退任の御挨拶とい

たします。 

 長い間誠にありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本定例会は９月３日から本日までの18日間の会期で開催されました。教育委員の任命及び人権擁

護委員の推薦に関する同意、高山中学校再生可能エネルギー設備の工事契約、長野県後期高齢者医

療広域連合規約の変更、高山村福祉医療費特別給付金条例並びに高山村国民健康保険条例の改正、

令和６年度一般会計外３件の補正予算、そして令和５年度一般会計、特別会計、企業会計の決算の

認定９件につきましては、予算決算常任委員会において、９月９日から９月12日までの４日間、慎

重審議をいただき、ここに終結することができました。誠にありがとうございました。 

 また、議会基本条例の制定に向けて、このたび「高山村議会基本条例策定特別委員会」の設置を

させていただきました。この条例の中で議会の在り方、運営のルールなど、条例として村民の皆様

にお示しし、議会、職員の活動の指針としたいと考えており、今後、特別委員会の中で検討してま

いりたいと考えております。 
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 一般質問には11名の議員が質問席に登壇され、農業対策、子育て対策、村道の安全対策、公共交

通対策、医療課題などについての質問のほか、内山村政の２期８年間の総括と３期目についての質

問され、内山村長が今期限りで勇退を表明されました。 

 平成28年11月の就任以来、これまで住民の先頭に立って歩んでこられたことに深甚なる感謝と敬

意を表する次第であります。 

 この間、少子高齢化による人口減少を食い止めるための対策として、保育園副食費の無償化・学

校給食費の無償化などによる子育て支援の充実、新たに設置した定住支援室を中心に高山村空き家

バンクや高山村移住相談窓口と連携しながら定住人口対策を進めてこられました。 

 また、地球温暖化対策として、温室効果ガスの排出抑制として役場庁舎と保健福祉総合センター

に太陽光発電設備の導入を図られたとともに、本年度は高山中学校への再生可能エネルギーの設備

等の整備に着手されており、災害時の再生可能エネルギーを活用した非常用電源の整備も進められ

ております。 

 お体に不安を抱える中で、新型コロナウイルス感染症による感染防止対策や台風や地震等の発生

に備えるための防災対策など、率先して力を注いでこられました。 

 村長として残された期間は少ないわけではありますが、今後の御活躍を御期待申し上げたいと思

います。 

 さて、先ほど藤沢副村長から退任の御挨拶をいただきました。私といたしましても、役場職員と

して、また副村長として、これまで長きにわたり仕事一筋に打ち込まれた実績に対して心より敬意

を表します。これからも体には十分御留意いただき、よきアドバイザーとして御指導賜りますよう

お願いをいたします。 

 これから日一日と秋が深まり、やがて実り豊かな秋を迎えます。しかしながら、近年、豪雨や台

風などの自然災害が頻発しておりますので、村民の皆様一人ひとりが日頃からの災害への備えをし

ておいていただきたいと思っております。 

 終わりになりましたけれども、皆様方にはお体に十分御自愛をいただき、御活躍されますことを

御祈念申し上げ、閉会の御礼の挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ９月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る９月３日から本日までの18日間の長きにわたり、御提案申し上げました全議案

を慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 特に一般会計、特別会計及び企業会計の決算につきましては、予算決算常任委員会で慎重に審査
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いただき、令和５年度全般にわたり賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその

意を尊重させていただき、村政運営に生かしてまいりますので、今後とも格別なる御指導と御協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 先ほど藤沢副村長さんからの御挨拶にありましたとおり、この９月末日をもちまして藤沢副村長

さんには、一身上の御都合により御退任いただくこととなりました。 

 藤沢副村長さんには、平成29年４月から７年６か月の長きにわたり私を支えていただき、御就任

時から危機管理体制の充実に、それこそ組織として慎重に取り組んでいただき、令和元年の台風第

19号の豪雨災害時には、病気療養入院している私に代わり、本村始まって以来の避難所の開設をし

ていただき、村民の皆様のお命をお守りしていただきました。 

 また、その後の新型コロナウイルス感染症感染拡大におきましては、感染防止対策と経済対策に

御尽力いただきました。 

 まさに危機管理に尽くされた期間であり、その御労苦に対しまして、改めて敬意と感謝を申し上

げる次第でございます。 

 今後とも本村発展のため、御健康には御留意されまして、大所高所から御助言や御叱正を賜りま

すようお願い申し上げる次第でございます。 

 さて、教育委員会委員の委員につきましては、このたび御退任されます森山典子さんには２期８

年の長きにわたり、その温厚なお人柄により児童・生徒の健全な育成に御尽力いただき、その御功

績と御労苦に対しまして感謝と敬意を申し上げる次第でございます。御退任後もますますの御活躍

を御期待申し上げます。 

 後任の教育委員会委員に御就任いただきます五百住洋子様には、ＧＩＧＡスクール等で大きく変

わる教育環境の中ではありますが、民間企業等で培われました豊富な知識と経験を生かしていただ

き、社会で生き抜く強い精神力を持った子どもたちを育てていただけるものと御期待申し上げます。 

 また、人権擁護委員の選任につきましては、これまでの豊富な経験と知識を基に、小山清子さん

には引き続き人権業務に関わっていただき、時代の変化とともに社会情勢も大きく変わる中で、誰

もが安心して生活できる明るい地域づくりに御尽力いただけるものと御期待申し上げます。 

 さて、「多様性と共生」をテーマにした第17回夏季パラリンピック・パリ大会は、日本時間の今

月９日未明に閉会式が行われ、12日間の熱戦に幕を閉じました。22競技549種目に史上最多となる

168の国・地域が参加した大会は、2028年の開催地であるアメリカのロサンゼルスにパラリンピッ

ク旗が引き継がれました。 

 今大会の日本のメダル獲得総数は41個で、前回の東京大会の51個には届きませんでしたが、東京

大会の13個を上回る14個の金メダルを獲得し、選手の皆さんのはつらつとした活躍は、私たちに勇

気と希望を与えるとともに、人々の障害に対する見方を変えてくれました。 

 選手の皆さんの今後ますますの御活躍をご祈念申し上げる次第であります。 
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 さて、長野県におきましては、県内各地で熊の目撃情報が多く寄せられていることや、熊による

人身被害が相次いでいることなどから、今月９日に長野県では初めてとなる「ツキノワグマ出没警

報」を県内10広域圏のうち５広域圏に発表しました。本村を含む長野広域圏は、出没警報の対象地

域から外れておりますが、引き続き「ツキノワグマ出没注意報」が発表されており、狩猟解禁日の

前日の11月14日まで延長されましたので、村民の皆様にはクマの出没に十分注意するとともに、熊

を寄せつける原因にもなる生ごみ等の適切な処理を行うなど、御協力をよろしくお願いいたします。 

 今年は、異常気象と言われました昨年をさらに上回る暑さとなりましたが、ようやくここに来て

朝晩の冷え込みとともに秋の気配の深まりを感ずる季節となってまいりました。 

 農業が基幹産業の一つであります本村にとって、台風などによる気象災害がなく実り多い収穫の

秋を迎えてほしいものと願っております。 

 結びに、議員各位並びに村民の皆様には、くれぐれも健康には御留意いただき、ますますの御活

躍を御祈念申し上げ、閉会の御挨拶といたします。 

 なお、私事で大変恐縮でございますが、11月14日の任期をもちまして退任させていただきますが、

これまでいただきました議員各位並びに村民の皆様の温かい御支援に対しまして、改めまして感謝

と御礼を申し上げます。 

 残された任期は２か月足らずでありますが、全力を尽くして村政運営に取り組んでまいりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 大変ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和６年第３回高山村議会９月定例会を閉会します。 

 大変御苦労さまでございました。 

 

午後４時12分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年９月20日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 

                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 


	0000高山村■定例会扉
	0903T00高山村R６年９月定■１号－会期日程
	0903T01高山村R６年９月定■１号－議・名・本
	0905T01高山村R06年９月定■２号－目次
	0905T21高山村R06年９月定■２号－議・名・本
	0906T21高山村R06年９月定■３号－目次
	0906T31高山村R06年９月定■３号－議・名・本
	0920T01高山村R６年９月定■４号－議・名・本

